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　　　　１




　一週間前から、しとしとと雨が降り続いていた。

　降ってはやみ、やんでは降っての繰くり返しだ。

　日本の梅雨つゆとあっては仕方ないが、こうも続くと、いささか気が滅め入いってしまうのは当然だろう。〈アストラル〉事務所内でも、ぶうぶうとみかんが唇くちびるを尖とがらせたり、その様子にラピスが冷ややかなツッコミをいれたり、喧けん嘩かになったところを黒くろ羽はがたしなめたりと、そんな風景が繰り広げられていた。

　この数ヶ月、あまりにも激動だった〈アストラル〉へぽっかりと訪おとずれた、曖あい昧まいな時間。

　いや、英国での〈螺旋なる蛇オピオン〉の一件以来、各魔ま術じゆつ結社からの接せつ触しよくがひきもきらず、二代目就任以降最大といってよい忙いそがしさの渦か中ちゆうにはあったのだが……それとは別に、〈アストラル〉社員たちはある確信を覚えてもいたのだ。

　これは、嵐あらしの目だと。

　くぐりぬけた死線と、新たに来たる死し闘とうとをつなぐ、ほんのつかの間の凪なぎなのだと。

　──が。

　そのつかの間の凪を嚙かみしめ、淡あわい緊きん張ちよう感と倦けん怠たい感に身を浸ひたしている彼らも、この日にやってくる人物までは予想しなかったろう。

「……んーんんん、まだ時差ボケかな」

　くりくりと、自分のこめかみを指の関節で刺し激げきする、ひとりの少女だった。

「ホント、日本の梅雨は最悪。去年はこの時季を避さけて帰ってきてたのに……誰だれかさんがきちんと連れん絡らくしないから」

　事務所の、すぐ外である。

　灰色の空を見上げ、少女は勇ましく腕うでを組み、唇をへの字に曲げている。堂々と仁に王おう立ちした姿は、梅雨の陰いん鬱うつな空気さえものともしない、凜りん烈れつとした気き迫はくに溢あふれていた。

「一年ぶりだけど、だらしない生活になってないかしら、兄さん」

　そう。

　兄さん、と口にした。

　風に揺ゆれるのは、可愛かわいらしいポニーテール。

　年の頃ころは十六、七歳。涼すずしげなワンピースと、驚おどろくほど大きなリボンが印象的だった。意志の強さを感じさせるくっきりした顔立ちで、日焼けした肌はだもその印象に拍はく車しやをかけていた。

　伊い庭ば勇ゆう花か。

　伊庭いつきの義理──というにはいささか複雑な関係であるのだが──の妹が、そこで臨戦態勢を取っていたのだった。




　　　　＊




「……ゆ、ゆ、勇花!?」

　だるさも忘れ、思わずデスクから飛び上がった伊庭いつきは、少女の姿に目を見開いた。

　対して、

「お久しぶりです、兄さん」

　と、勇花は余よ裕ゆうの微び笑しようを浮うかべてのける。

　第一声から、事務所の玄げん関かんに小さな太陽が生まれたようだ。

　選ばれたものだけに許される、圧あつ倒とう的な存在感。いつきとは好対照に、この義妹いもうとには、そうした陽のカリスマが備わっていた。数年間に亘わたるニューヨークでの生活は、少女の特質をさらに磨みがいたものであろうか。

　──しかし。

「え……」

　その少女も、すぐいつきそっくりに目を剝むいたのだ。

「え、ええ、え……えええええええええええええええええええええええ！　ど、ど、ど、どういうこと!?　なんでなんで──なんで兄さん、眼帯してないんですか!?」

「いやその……なんでって言われても……」

　目を白黒させたまま、いつきは少女の対応に四苦八苦する。

　魔法使いの存在も伝えてない義妹である。正直にすべて答えてもまず分かるまい。いや分かられてしまうと、それはそれで命の危険も感じるのだが。

「その、えと、いろいろ、あって──あったというか、なかったというか」

「ふ、ふうん」

　動どう揺ようを抑おさえて、髪かみをかきあげ、勇花はゆっくり事務所の内側を眺ながめた。

「そういえば……また社員も替かわったみたいですけれど」

「あ、あ、うん。新しくラピスって子が入ってくれたんだ。それと、ちょっと穂ほ波なみと猫ねこ屋や敷しきさんが、ほかのところに派は遣けんで出かけてるから。みんな、すごく頑がん張ばってくれてるんだよ！」

「それはいいことですね。でも……ますます……どうしようもなく低年ねん齢れい化が進んでません？　もう労働基準法とかそういうレベルですらなくなってるみたいなんですけど」

「あ……」

「何？」

　ぽかんと口を開くみかんに、意味が分からず首を傾かたむけるラピス。

　右往左往していた黒羽も、可能な限り無視しようと努力していたオルトヴィーンも、ぴたりと動きを止めた。
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「う……っぐ」

　無論、いつきに返す言葉などない。

　みかんとラピスは見かけで十歳がいいところ。オルトヴィーンも十五歳か十六歳。黒羽の姿は、一いつ般ぱん人の勇花には見えないわけで、もはや真っ黒を飛び越こえて、そのまま逮たい捕ほされても文句の言えない有様だ（実際のところ、ホムンクルスであるラピスの年齢はみかんの半分ぐらいしかなかったりするので、輪をかけてひどいこととなる）。

　勇花の視線は、ぴたりと兄につきつけられている。

　朱しゆ塗ぬりの槍やりにも似たそれは、誤ご魔ま化かしも何も受け付けないと、言外に告げていた。そうでなくとも、十年以上一いつ緒しよに過ごしてきた義妹だ。半はん端ぱな噓うそなど通じる道理もない。かの〈銀の騎き士し団〉や〈協会〉の副代表を陥おとしいれた手しゆ腕わんさえ、この義妹相手には何の意味も持っていなかった。

「…………」

「…………」

「…………」

　事務所に落ちる、沈ちん黙もく。

　少女の登場からわずか十数秒だというのに、雰ふん囲い気きは絶望そのものだった。

　ある意味で、いかなる魔法使いの到とう来らいよりも短時間で、〈アストラル〉を破は滅めつに陥れた新記録かもしれなかった。

「んー……」

　と、勇花が歩み寄る。

　いつきのデスクの、一歩前で止まった。

「な、な、何？」

「いいから、兄さんは黙だまって」

　とん、と額に人さし指を押し当てた。

　そのまま前ぜん屈くつして、少年の胸むな元もとあたりから、上うわ目め遣づかいに少女が目を細めた。

「え、えと……」

「…………」

　少しの間、少女は黙って少年を見つめていた。

「うん。まあ、眼帯ないのもなんとなく似合ってるし、それでよしとします」

「は、はあ……」

　困った顔で、いつきが頭を搔かく。

　それで、やっと少しだけ、空気がゆるんだ。いつきだけでなく、場の全員がほとんど同時に長いため息をついたのだと、勇花は悟さとったかどうか。

　ともあれ少年も、やっと落ち着いた心持ちで、自分の義妹を見つめた。

　ほとんど一年ぶりに会う義妹だった。

　前のときも、突とつ然ぜん〈アストラル〉を訪おとずれたあげく、貸し出し魔法使いレンタルマギカを借りてエンジェルさんの調査依い頼らいまで申し込んできたのである。できたら社員割引で、などとちゃっかりしたことを言っていたのをいつきは覚えている。

（あのときは……アディリシアさんとだっけ）

　そうだ。

　いつきとアディリシアと、ふたりで受けた依頼だった。

　アディリシアが〈アストラル〉の社員じゃないとは知らぬ、勇花ならではの申し込みではあったが、だからこそいつきは印象深く、当時のことを記き憶おくしていた。

　貸し出し魔法使いレンタルマギカとしてアディリシアが働いたのなど、後にも先にもあの一度だけなのだから。

「……で、どうして勇花が？」

「アメリカじゃ今月から夏休みです。前にも手紙で書いたのに覚えてなかったんですか？」

　片目をつむり、唇くちびるを尖とがらせて、少女が抗こう議ぎする。

「あ、あ、いや、その……つ、つい忘れてて」

「言い訳になってません」

　容よう赦しやなく、少女の言葉が切り払はらう。

　まさしく業わざ物ものの鋭するどさにいつきがたじろいでいると、勇花は少し間をおいて、もう一度社内を見回した。

「……やっぱり、いませんね」

「？」

　きょとんと、いつきが瞬まばたきする。

　すると、義妹はこちらを振ふり返り、

「ひとつ、お願いしたいことがあって来たんです」

　と、珍めずらしく殊しゆ勝しような物言いをしたのである。

　だから、いつきも思わずつられて、自分から訊きいてしまった。

「お願い？　えと、何かな？」

「はい、実は……」

　痛つう恨こんのミスと、言えただろう。

　少女がスムーズに切り出した台詞せりふに、いつきは耳を疑ったぐらいなのだから。

「……え？」

　と、間の抜ぬけた声がこぼれる。

「あの……今、なんて？」

「ひょっとして兄さん、目の代わりに耳が遠くなってません？」

　相変わらずの調子で、義妹が悪態をついた。

　それから、なんとも澄すました顔で唇に人さし指をあて、こう要求したのである。




「あたし、アディリシアさんとデートしたいんです。社長の兄さんから、連れん絡らくをいれてもらえませんか？」




　　　　２




　──翌日、同じ〈アストラル〉事務所にて。




「……いつき様の妹、ですか？」

　社長のデスク前で、ぴくりと眉まゆを動かしたのは、現代に似つかわしからぬ白いマントを纏まとった少女だった。

　燃えるような赤毛と、鮮あざやかな碧へき眼がん。

　おそらくその心こころ延ばえも、炎ほのおのごとく力強いのだろうと思われた。

「ええとまあ、厳密に血のつながりはなくて、義理の妹……というのもちょっと違ちがうんだけど、そんな感じ」

　何故なぜか申し訳なさそうな様子で、言葉を選びながら説明するいつきに、その少女はじっと目を細める。

　クロエ・ラドクリフ。

〈銀の騎士団〉にては正騎き士しを務め、現在〈協会〉と〈アストラル〉との折せつ衝しよう役を受けている少女だった。

　ロンドンでの事件以降、この少女騎士はちょくちょく〈アストラル〉事務所を訪ねていた。

　つまり──〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉、二大組織の魔術決闘フエーデを管理する団体の渉しよう外がいとしてだ。

　厳密には、管理責任を負ったのは〈アストラル〉なのだが、西せい欧おうでの歴史や知名度を考えれば、〈銀の騎士団〉が交渉を受け持ったのも当然ではあった。

　もちろん、慈じ善ぜん事業とはほど遠い。

　魔ま術じゆつ世界で百年に一度あるかというこの大事件に絡からむことは、〈銀の騎士団〉にしても大いに面めん目ぼくを施ほどこしていたのである。

　中には、こんな大がかりな仕し掛かけを新参の〈アストラル〉ができるはずがない、すべての黒幕は〈銀の騎士団〉の騎士総長ジェラール・ド・モレーだ──などという噂うわさもあったりして、その噂を耳にしたときの騎士総長の顔たるや、クロエが初めて見るほど上じよう機き嫌げんなものだった。

（……まあ、魔法使いの世界だと、影えい響きよう力があると信じられているのが、一番効果的ですが）

　にまにまと意地悪い笑えみを浮うかべた老騎士の顔を思い出し、クロエが淡あわい頭痛を覚える。

　どうにもこうにも、最近陰いん謀ぼうにばかり巻き込まれている気がする。

　欧州の魔法界といえば、皆みんな腹に一物あるのは当然だが、クロエが慣れているわけでもない。

（……腹に一物、ですか）

　その言葉に、なんとなく腹が立った。

「な、なんですか？」

「いいえ。なんでもありません」

　冷たく、クロエはかぶりを振る。

〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の争う魔術決闘フエーデについて、〈アストラル〉と〈銀の騎士団〉は何度となく会議を設けていた。外部からの要人も招いてあらゆる可能性を検討したり、またもはや互たがいに秘密を抱かかえているような段階ではないということで、ささやかな親しん睦ぼく会を行ったりもした。

　以前よりは気安い間あいだ柄がらになったと、その程度には思っている。

　しかし。

　それでいて、この少年の正体はというと──よく分からないのだ。

　魔法使い同士の策さく謀ぼうを見切り、千里眼のごとき妙みよう手しゆを打つかと思えば、こんな世間話で頭を悩なやませていたりする。

　クロエにとってみれば、あの〈螺旋なる蛇オピオン〉以上に謎なぞなのが、今の伊庭いつきであった。

　だから、もっと知りたいと思うのも、きっと当然で──

「……クロエ、さん？」

　もう一度、心配そうに首を傾かしげた少年の顔に、クロエがつかのま息を詰つまらせた。

「す、少し考え事をしてました。──ええっと」

　こほん、と咳せき払ばらいしつつ、

「では、その妹さんは前にも来られたんですか？」

　改めて尋たずねると、隣となりのみかんがこくこくと忙いそがしくうなずく。

「去年も、夏に来たんだけどね！　もうお兄ちゃん社長の妹とは思えないぐらいすぱあって切れ味鋭するどくて、頭良さそうなの！　あ、お兄ちゃん社長も最近はずいぶんはしっこくなったけど！」

　両手をぱたぱた動かしながら、みかんは嵐義妹の来らい襲しゆうした昨年の光景を語る。

「……ラピスは、初めて見た」

　さらに向かいのデスクでは、人工生命ホムンクルスたる少女が、何となく不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせていた。

　ちなみに、オルトヴィーンと黒羽は、別室で次の会議の資料を作成中である。

　今の〈アストラル〉では年長だけあって、あのふたりはいつきの参さん謀ぼうとして、脇わきに控ひかえることが多くなっていた。事情を知らない魔法使いからすれば、黒羽の存在がいつきの使い魔アガシオンのようにも見えて、それなりの箔はく付づけにもなっているらしい。

「ふむ。……その妹君が、アディリシア様と逢あい引きですか」

「いやその、デートよりもなんか密接した響ひびきに聞こえるんですが」

　いつきの抗こう弁べんをよそに、何かしら考えるように、クロエが顎あごへ指を置く。

「…………」

　むずむずと、悪戯いたずら心っぽいものが沸わき上がっていた。

　出会って以来、何度も騙だまされたり利用されたり心配させられたりしてる──その癖くせ、本人は無害な小動物みたいな顔を崩くずさないこの少年に、たまにはこちらから何か仕掛けてみたいと──そんな、悪戯心。

　自分がそんな気持ちを抱いだいたことにちょっと驚おどろきつつ、クロエは少しだけ正直に胸の内を口にする。

「では……アディリシア様の口から、何か不都合な事実が漏もれるのが嫌いやなんですか？」

「え、それは、その……」

「ひょっとして、魔法使い以外にも何か言えないようなことをなさってるんですか？　たとえば……アディリシア様の弱みにつけこんだりとか」

「ふえ!?」

「お、お兄ちゃん社長、そんなことしてたの!?」

「いつき……鬼き畜ちく？」

　たちまち冷たくなる事務所の空気。

　初夏の季節がひっくりかえり、たちまち真冬の寒空へ。

　ふたりの少女の視線が、まさしく鋭い槍やりと化したかのように、いつきが真っ青な顔で飛び上がる。

「し、してない！　してませんって！　ちょ、ちょっと待って！　クロエさん、僕のことをどんな目で見てるんですか！」

「腹黒社長ですが」

「がふっ！」

　寸秒で、いつきが言葉を失った。

　ここぞとばかりに、クロエは畳たたみかける。

「もしくは……大人しそうな顔で、他人ひとを手玉にとる陰謀少年」

「ごはあっ！」

　反論できるはずもない。

〈銀の騎き士し団〉との魔術決闘フエーデ以降の少年を見ていれば、そういう評価にならざるを得ないからだ。

「その……もう少し……手心というか……お手て柔やわらかに……」

「痛くなければ覚えないでしょう」

　正面から、バッサリ。

　たちまち少年が、社長用のデスクへ突つっ伏ぷす。

　うん、いい気味である。今の台詞せりふは、妹のアンネが日本の漫まん画がで見たとか言っていたものなのだが、なるほど日本人には効果覿てき面めんらしい。

（うん、少しぐらいはいいはずです）

　と、心中でうなずく。

（いままで、こちらばかりやられていたんですから。これぐらいは懲こらしめてやるのも、神の御み心こころにかなうはずです）

　そうは思いつつも、デスクで悶もん絶ぜつしている少年を見ると、なんとなく助け船も出してやりたくなって、少女は息をついた。

　いつから、自分はこんなに甘くなったのだろう。

「その、勇花さんがアディリシアさんに会われるのはいつなんですか？」

「ふえ？　えと……今日の昼からで、二時間後ぐらいだけど」

　少年の顔が持ちあがる。

　みかんとラピスも、興味深げに視線を一いつ致ちさせ、その中央でクロエは人さし指をあげた。

「ひとつ、提案があるのですが」




　　　　＊




　布ふ留る部べ市商店街の透とう明めいなアーケードを、今日も雨が濡ぬらしていた。

　糸のように、細い雨。

　音も立てず、ただ哀かなしく砕くだけていく水の粒つぶ。この季節だけにしか見られないミクロの光景を、オープンカフェのテラスから、ぼんやりと少女が見つめていた。

　コーヒーを片手に、アーケードを見つめる少女の瞳ひとみも、ともに濡れているようだ。

　宝石を思わせる、翠みどりの瞳。

　黄金をくしけずったごとき、金きん髪ぱつの縦ロール。

　一見不ふ釣つり合いな学校の制服さえ、この少女に着られると、ほのかな輝かがやきを放ち出す。

　ただ、その日の少女の横顔には、万ばん人にんを魅み了りようするカリスマではなく、淡あわい憂ゆう愁しゆうの色が滲にじんでいた。水気にあふれた空気へ、その色がそっと溶とけ出していくようにも見えた。

　まるで水族館アクアリウム。

　ただただ金色こんじきの魚のように、揺ゆれる少女の髪かみの色。

　──と。

　その少女が、急に振ふり返った。

「一年ぶりです、アディリシアさん！」

　と、呼びかける声があったのだ。

　オープンカフェのテラスの、すぐ向かい側の道路から、息せき切ってもうひとりの少女が駆かけてきたのだ。

「あ……勇花さん」

　その少女をまじまじと見て、アディリシアは小さな声で口にした。

　アディリシア・レン・メイザース。

〈ゲーティア〉の若き首領は、先月の事件の後、いつきたちとともに日本へ戻もどっていたのだ。

　勇花の要求も、いつきからおおよそ聞いていた。

　その上で、無理はしなくてもいいと、あの少年に言われてもいたのだが──そして、アディリシア自身、そんなことをしているような余よ裕ゆうはないと思ってもいたのに──なぜか断れなかったのだ。

　だから、ここにいる。

「ごめんなさい！　無理にお願いしちゃって！　あの……ひょっとして待たせちゃいました？」

「き、来たところですわ」

　実際にカフェに入ったのは、三十分も前だ。

　ホットのコーヒーも、とっくに冷めてしまっている。バレバレな噓うそをついてしまった理由も分からないが、アディリシアはともかく呼吸を整え、この娘むすめときっぱり縁えんを切るべく顔をあげた。

　すでに、世界が違ちがう。

　かつて、いつきや穂波とのんきに学校へ通っていた頃ころとは、自分の状じよう況きようが違いすぎる。

　だから、遠ざかろうと。

　あの少年は……あの人だけは、自分のわがままで切り離はなせないとしても、せめてこの娘は傷つけまいと。

「あの──」

　一言で、関係を絶つつもりだった。

　しかし、その意図は達成されなかった。

　いきなり、少女に手を取られたのだ。

「じゃあ、早さつ速そく行きましょう！　もう準備しちゃってますから！」

「じゅ、準備って？」

「うーん、ガールズトークとか？」

「なな、なんですの、それは？　というか、最後に疑問符ふがつきませんでしたか!?」

「いいからいいから！」

　困こん惑わくするアディリシアの手を引っ張って、少女は快活に笑いながら、雨も吹ふき飛ばせとばかりに力強く足を前へ出す。

　ひきずられるアディリシアも、細い足をもつれさせながら、なんとかそれについていく。

　ほどなく勇花が辿たどり着いたのは、アーケードの噴ふん水すいだった。

　よく待ち合わせに使われる場所らしく、カップルや学生がたむろしている。休日だけあって数も多く、賑にぎ々にぎしい活気が街全体に伝でん播ぱするようだ。実際、勇花がそうであるように、若々しい心や力は街の霊脈レイラインにさえ影えい響きようを与あたえるものだ。

　そんな中、

「あ、勇花来た！」

　と、三人ほどの女学生たちが、こちらを振り返ったのだ。

　ばかりか、足早に駆けてきた彼らは、ふたりを見比べながら、口々にこう言ったのである。

「その人がアディリシアさん!?」

「すごいすごいすっごい！　ホントにプラチナブロンド！　勇花、こんな人どこで知り合ったわけ!?」

「目とか宝石みたい！　なんでこんな顔ちっちゃいの！　ウラヤマシー！」

「……え、え、え？」

　あまりに不慣れアウエーな空気に、アディリシアも戸と惑まどうしかない。

　かろうじて困惑が顔にまでは出ないようにだけ取り繕つくろい、かすかに震ふるえる手で周囲を指し示す。

「え、ええっと……ゆ、勇花さん、こちらの、方々、は？」

「あたしの中学時代の友達です」

　にっこりと、少女は鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおで口にする。

　いえそうじゃなくてとか、どうして友達がここにとか、そういうあらゆる疑問や発言を受け流す、まさに完かん璧ぺきな笑顔だった。

　そのまま、ぶんと勇花が片手を振り上げて、




「そんじゃみんな！　いつものコース、いっくよー！」




　大声で、伊庭勇花は宣言したのだった。




　　　　＊




「わわわ、アディリシアさん、連れていかれちゃったよ！」

「ふむ、ここまでの話は、無難な流れですね。中学生時代の友達とは思いませんでしたが」

　すぐ近くの路地裏で、そんなやりとりが持ち上がった。

　双そう眼がん鏡きよう片手に、こそこそと覗のぞき見しているのは、もちろん葛かつら城ぎみかんである。

　ただでさえ小学生の巫女みこ装しよう束ぞくという目立つことこの上ない格好なのに、くわえて双眼鏡やら他人を追いかけるやらの極きわめて怪あやしい行動をとって──それでも勇花に気づかれないのは、もちろん理由があった。

「クロエさん、すっごい！　こんなにうまくいった隠かくれん坊ぼう初めて！」

「当然です。〈銀の騎き士し団〉では、もともと斥せつ候こうもこなせるのが基本ですから。隠れ身の魔ま術じゆつは最初におそわるもののひとつです。目標にだけ、こちらの正体を認にん識しきさせないタイプの魔術ですから、いくらアディリシア様でも早々看破はできないですよ」

　背後にたたずんだクロエが、そっと胸を張る。

　後世の騎士物語の影響で、騎士といえば正面からの堂々とした対決にこだわるものだと思われているが、実際のところ〈銀の騎士団〉の祖先──十字軍に従軍した修道騎士は、そうした流りゆう儀ぎにさほど頓とん着ちやくしなかった。

　むしろ、今クロエが言ったような斥候任務から金きん融ゆうの知識まで、おおよその任務はひとりでこなせる応用性を要求されたのだ。だとすれば、彼らの学ぶ魔術にも、その影響が出てくるのは自然な道理といえた。

「それに、修しゆ行ぎよう中はしょっちゅうアンネが脱だつ走そうしていましたからね。追つい跡せきの魔術には磨みがきをかけました。あの子ったらいつも人を騙だますの得意でしたし！　ひどいときなんて、うっかり私がはまっちゃいそうな映画をテレビで流したまま、悠ゆう々ゆうと裏口から出ていったんですよ！　後で映画にかまけていた私を発見されて、どれだけ寮りよう長ちようさんに怒おこられたか！」

「…………」

　拳こぶしを握にぎって力説する少女騎士に、みかんは少しの間、目を見開いた。

　彼女のつけている、集音マイクとヘッドホンのセットを指さす。

「じゃあ、そのマイクとかも？」

「ええ、もちろんアンネの追跡用です。昔、バードウォッチングが趣しゆ味みの友人から譲ゆずり受けました」

　あっけらかんと答えるクロエである。

「……時々、クロエお姉ちゃん、凄すごく面おも白しろい人になるね」

「な──ど、どういうことですか！」

「な、なんでもないよ？」

　ふるふると首を振ふって、少女が知らんぷりを決め込む。

　その様子に、騎士が追及するよりも早く、

「……アディリシア、見失う」

　ぽつり、とラピスが告げたのだ。

「う、分かりました」

　慌あわててクロエが、アディリシアたちの行方ゆくえへ意識を振り向ける。

　それから、ふと背後を振り向いた後、こう告げたのだ。

「──すいませんが、魔術は維い持じしておきますので、先に追っていただけます？」

「んん？　いいよー、ラピスいこっ！」

「ん」

　こくっとラピスもうなずいて、少女ふたりが人々の群れに溶とけ込んでいく。

　完全に背中が見えなくなってから、クロエはそっと囁ささやいた。

「どうしました？　いつき様」

「あ、いえ……」

　いつきは、ふるりとかぶりを振った。

　かしましい三人少女の間で、少年はひとり黙だまっていたのである。もちろん、元来少年はお喋しやべりな方じゃないし、こうした状じよう況きようで埋まい没ぼつしてしまうのはままあることだ。

　でも、今回はなんとなく別の理由があるようにクロエには思えた。

「えーと、やっぱりこういうの、プライバシー侵しん害がいですし、良くないかなって──」

「本当ですか？」

　即そく座ざに、クロエが問い返した。

「それが理由だったら、いつき様はもっと早くに止めてらっしゃると思いますけれど。それに、妹さんとアディリシアさんを凄く熱心に見つめてらっしゃいましたよね」

　それは、みかんやラピス──〈アストラル〉の皆みんなや、クロエを見つめる眼まな差ざしとはまったく違ちがう。

　けして手を触ふれてはならない、儚はかなく脆もろい硝子ガラス細工を見つめるような表情。

「そ、そうでしたか？」

　自分でも気づいてなかったのか、少年がぱちぱちと瞬まばたきする。

　クロエも、そんな少年を静かに見つめた。

　ほんの、数秒ほど。

　それから、

「ひとつ、お尋たずねしていいですか」

　と、柔やわらかく口にした。

「何を、です？」

「いつき様は、基本的に面つらの皮厚いですよね」

「──クロエさん!?」

　突とつ然ぜんの罵ば倒とうに、少年が目を丸くする。

　対する少女は、

「だって、そうですよ」

　と、微び笑しようと苦笑とを混ぜ込んだような表情になったのだ。

「うちの騎士総長にも、あの〈協会〉のダリウス・レヴィにも、いつき様は一歩も退ひかないじゃないですか。よほど心臓の丈じよう夫ぶな人だって、あのふたりに挟はさまれたら三回は死んでると思います。だけど、いつき様は平然と会議を進めたのでしょう？」

「ぜ、全然平然となんかしてませんよ！」

　抗こう弁べんするいつきを、クロエはじっと見つめる。

「どちらにしても、普ふ通つうの人ができることじゃありません。いくら強大な魔ま法ほう使いだって同じです」

　静かに、言い切る。

　その後、こう続けたのだ。




「──そんな、誰だれにどう思われても平気そうないつき様なのに、それでも妹さんだけは例外なんですか？」




「……あ」

　ぽかん、といつきが口を開けた。

　まさしく、少女騎き士しの言葉は、少年の思考の盲もう点てんだったのだ。

　さらに、クロエは尋ねる。

「それは、勇花さんが家族だからですか？　特別な時間を一いつ緒しよに過ごしてきた相手だから？」

「え、えと、それは……」

　言葉がもつれる。

　思考がもつれる。

　どうして、こんなにも踏ふみ込んでしまった自分が、いまだにあの義妹いもうととアディリシアの接近を気にしてしまうのか。

　その理由を自分の内側に追い求めて──何かしら近しい部分に触れかけたとき、路地の向こうから声があがった。




「早く早く早くってば！　見失っちゃうよおー！」




「……じゃあ、とりあえず追いかけますか？」

「あ……は、はい」

　咄とつ嗟さに、うなずいてしまう。

　やられた、とそんなことを思う間もなかった。

　少女騎士の小気味よい笑顔に引きずられ、伊庭いつきは路地の向こうへ連れ出されていったのだ。




　　　　３




　──まず、ショッピングモールにて。




「こっちこっち！　前からこのワンピースと帽ぼう子し狙ねらってたの！」

「ふうん、あんたちょっと趣しゆ味み悪いんじゃない？」

「喧けん嘩か売ってるわけ!?」

「……うわすごい！　やっぱりアディリシアさん、ほっそーい！　こんな服、あたし絶対着られないのに……」

「そ、そうですか……？」

「これも着てみて！　ええと暑くなってきたし、こっちのキャミソールも！　アディリシアさんなら絶対似合うって！　肌はだ本当に真っ白だもん」

「あ、だったら勇花はどれがいいと思う？」

「んーと、アディリシアさんの金きん髪ぱつが映はえるし、さっきの蒼あおいチュニックの方が好みかなー」

「ようし、じゃあ全員で完かん璧ぺきにコーディネイトしちゃおう！」







「うわああ、アディリシアさん着せ替かえ人形みたい！」

「だ、だからみかんさん、隠かくれ身の魔術が切れちゃわないように、もう少し抑おさえてください。身を乗り出さないで」

「……いつきは、ああいうの、好き？」

「え、ええと、僕はどの服でも綺き麗れいだと思うけれど……」

「いつき、むっつり？」

「ら、ラピス、どこでそんな言葉覚えたの!?」




　　　　＊




　──次に、モール内の洒落しやれたスイーツカフェで。




「やった！　ここのバイキングずーっと来たかったの！」

「マカロン美味おいしいから、わけっこね！　あたしはここの段のミニケーキ全部。アディリシアさんはミニパフェをお願い！」

「え？　あ、あの……みなさん、こういう場でのスイーツはシェアするものなんですか？」

「「「当然！」」」

「わ、分かりました。でしたら、あのお茶は……」

「お茶は好きなのでいいよー。ここ、中国茶がおすすめ！」

「では、前にいただいたことがありますし……こちらの大だい紅こう袍ほうで……」

「うわ、それ一ヶ月に数杯はい分しか入らない、この店の超ちよう目玉なのに。アディリシアさんってばリッチ！」







「あ、あれ、あたしも食べたい！　食べたい！　マカロンってまだ食べたことないのに！」

「……みかん、涎よだれ垂れすぎ」

「ですから、暴れないでください。いつき様、すいませんが……」

「あ、はい、行ってきます！」




　　　　＊




　──さらに、カラオケへ突とつ入にゆう。




「わ！　勇花、英語の曲までラーニングしてるの……！」

「向こうでは、ホームパーティで歌い倒たおしてきたからねー！　星条旗とかもうそらでいけちゃうよ」

「んっふふふ、こちらはアニソン専門ですだわよ！」

「あんた、昔っからそうじゃない」

「アディリシアさん、何歌うの!?」

「え、え、えええっと……わ、私、こういう場で歌う曲など、まったく存じてないのですけれど……」

「じゃあ、あたしとデュエットしよ！　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　すぐ覚えられるって！　はーい、一番伊庭勇花！　アディリシアさんと一いつ緒しよに『宇宙そらに咲さく』いきまーす！」







「なんか、お隣となりすごい盛り上がってるね」

「あの分だと、しばらくは動きそうにないですね。こちらも適当に休みましょう。やっと魔ま術じゆつも解いて、息をつけますし」

「はいはーい！　こっちも歌っちゃおーう！　あたし、『さらせすいちゅな』ね！　クロエさんの曲もいれておいたから！」

「み、みかんさん、私は休むって言ったのに！」

「……ラピス、持ち歌とか知らない。あにさま歌ったの見たことないし」

「あ、じゃあ僕と何か歌う？　ええと、簡単に歌えそうなのだと──」




　　　　４




　はたして、数時間後。

「う……ううん」

　額に白い手をあてて、アディリシアは公園のベンチに座り込んでいた。

　すでに雨は止やみ、陽ひは傾かたむいて、少女のいる公園も淡あわい朱しゆの色に満たされている。夏の夕暮れとあっては、子供たちもとうに帰宅の時間らしく、少女以外の人ひと影かげは見つからない。遊び相手を失ったブランコやシーソーも等質のアカイロに浸ひたされて、うつらうつらと船をこいでいるようだ。

「す……すごいバイタリティでしたわ」

　ぼんやりと、アディリシアが呟つぶやいた。

　ウィンドウショッピングに始まり、スイーツカフェからカラオケまで、彼らは一度たりとも休まなかったのだ。

　ばかりか、あの三人は、これからまた買い物に戻もどるらしい。

　これまでの道程をもう一度リピートするのも凄すさまじいが、アディリシアが心底恐おそろしかったのは、買い物に戻る三人の顔が純じゆん粋すいな喜びに満ちあふれていたことだった。はたして魔術による洗脳でも、あそこまでの喜びを植えつけられるものだろうか。

（……いっそ、１＝１０ジエレーターぐらいの階位の魔術修行に取り込んでも良いんじゃないかしら）

　真しん剣けんに、そんなアイディアを考こう慮りよしていると、すたすたと勇花が戻ってきた。

「はい、これ」

　両手に持った黄色いソフトクリームの片方を、差し出してくる。

「ええと、さっきのカフェで、結構おなかいっぱいなんですけれど……」

「いいからいいから。一口だけ食べてみてください」

「じゃあ……一口だけ」

　白い指でコーンを受け取って、その表面をまじまじとアディリシアは見つめた。

「マンゴーソフトクリーム？」

「この商店街の名物なんです。最近の日本は不ふ況きようだっていうし、あたしがいない間に潰つぶれてなくてよかったー」

　ぺろぺろと、少女の舌が上品にクリームを舐なめ取る。

　それを見て、アディリシアもおそるおそる渡わたされたものに口づけた。

　すぐ、その瞳ひとみに小さな驚おどろきが宿った。

「……美味おいしい。それに、なんだか口の中がすっきりするみたい」

「でっしょー」

　にこにこと満面の笑えみを湛たたえ、勇花が胸を張る。

　その姿を見てから、アディリシアが口を開いた。

「さっきのが、勇花さんの呼び出した用件ですの？」

　そう、尋たずねると──

「ん？　全然違ちがいますよ？　さっきの友達はうまく都合があったら会おうって話してただけです。あたしたちがいかなかったら、それはそれで楽しく遊んでたと思います」

　あっさりと、勇花が否定したのだ。

「じゃ、じゃあなんで」

「だってアディリシアさん、変に暗い顔してましたもの」

「ぅ……」

　かあ、と顔が熱くなる。

　見み透すかされていたのか、と思う。

　歴戦の魔法使い相手だって、自分の考えを読ませるつもりはないのだが……どうしてこの少女だけは、簡単にこちらの垣かき根ねを飛び越こえてしまうのか。

「兄さんも、せっかくこちらから電話したのに、なんか上の空が多かったですしね」

「イツキも、ですか？」

　その言葉に、アディリシアが顔をあげる。

　すると、勇花はソフトクリームから口を離はなして、逆に尋ねたのだ。

「アディリシアさんのことが、関係してるんですか？」

「……分かりません」

　アディリシアが、かぶりを振ふる。

　本当だった。

　今のアディリシアには、分からない。

　伊庭いつきのことが、少女には理解しきれない。

　少年が目指しているものが、かつてのような穏おだやかな時間だとしても、そのためにどのような考えを馳はせているのか、どのような地平を見ているのか、それらは遠くアディリシアの思考の外にあった。

　……それに。

　言わなければならないことは、もうひとつあった。

「……ごめんなさい」

　と、アディリシアは勇花に頭を下げたのだ。

「え？」

「あなたには、謝らなければならないことがあります。覚えてますか、去年初めてあなたと会ったときの約束」

　この少女が、伊庭勇花が初めて〈アストラル〉へやってきたときの出来事。

　昨年の、夏の事件。

　そして、少女の言葉。




　──『兄さんに何があっても、きっとアディリシアさんが守ってくれるんじゃないんですか？』




　その約束を守れなかったと、アディリシアは謝罪しているのであった。

「……私は、イツキを守れませんでした」

　ばかりか。

　一度は、いつきを殺そうとさえした。

〈協会〉に要よう請せいされ、〈ゲーティア〉の首領として断れる状じよう況きようでなかったとはいえ、それは覆くつがえせない事実だ。たとえ、いつきを殺した後、自らの魂たましいも閉とざす覚かく悟ごだったとはいえ、そんなもの擁よう護ごする理由になりはすまい。

「私は、約束を破ったことさえ、あなたに伝えられませんでした」

「…………」

　しばらく、勇花は口を開かなかった。

　失望したのだろう、とアディリシアは思った。

　あれだけの想おもいを託たくした約束をあっさりと破ってしまった──このていたらくにがっかりしない人間などいるだろうか。

　そうしていると、すっと勇花の視線がそれた。

　今にも落ちなんとする夕ゆう陽ひの朱しゆ色いろに、その眼まな差ざしも染まるかのよう。

「前から思ってたんですよ」

　と、同じく朱色の唇くちびるが呟つぶやいた。

「アディリシアさんは、兄さんとよく似てます」

「イツキ、と？」

　その言葉が意外だったので、アディリシアの声こわ音ねもかすかに震ふるえた。

「責任感が強くて、こうと決めたら聞かなくて、なんだか放ほうっておけないところ」

　後ろ手に指を組んだまま、勇花がくるりと振り返る。

　それから、

「アディリシアさん」

　不意に、少女がひどく真しん剣けんな顔つきになった。

　その勢いに押されて、思わず瞬まばたきしたアディリシアへ、勇花はこう質問する。

「兄さんのせいで、本当に無理させちゃってます？」

「……え？」

「兄さん、すごく変わったでしょう。眼帯もなくなって、急に背も高くなって、なんだか貫かん禄ろくまでついてきちゃって──まるで別の人みたい」

　どこか歌うような、少女の言葉。

　アディリシアも、認めざるを得ない。

　まさか、いつきがあんな風に成長すると、誰だれが想像したろう。

（本当……に……）

　強くなった、と思う。

　たくましくなった、と思う。

　魔ま術じゆつ世界の頂点に立つふたり──〈協会〉副代表たるダリウスと、〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈王冠ケテル〉の座セフイラータブラ・ラサ、その双そう方ほうと交こう渉しようし、妥だ協きよう案を引きずり出せる人間など、そうはいないだろう。

　自分でさえ、無理だ。

　伝統ある〈ゲーティア〉の首領という地位に、アディリシア・レン・メイザースという輝かがやける才能をもってしても、そのような奇き蹟せきは起こせない。それが穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラーだったとしても、猫ねこ屋や敷しき蓮れんだったとしても、答えは同じだろう。

　だから、伊庭いつきという存在は、それ自体がひとつの奇蹟だと──




「──だけど、おかしいんですよ」




　と、勇花は口にした。

「おかしい？」

「ええ。あいつがそんな急に変わるなんて、おかしいでしょ」

　憤ふん懣まんたらたらに、少女が唇を尖とがらせる。

「もともと、兄さんは本当にどうしようもないときだけ、なんだか別人みたいに振ふる舞まいます。そんなことは知ってます。──だけど、それがずっとあんなままだっていうのは、ずっとああでないと駄目なぐらいに追い詰められてるってことでしょう？　追い詰められてるのは、兄さん本人だけじゃなくて、きっと兄さんのまわりの人もです。だから、アディリシアさんも、その中に入ってるんじゃないですか？」

「…………」

　今度は、アディリシアが黙だまり込む番だった。

　どうしてだろう。

　この少女は、いつも突とつ然ぜんに本質をつく。

　魔法使いの世界のことなど欠片かけらも知らないはずなのに、そんなことは関係ないとでも言うかのように、物事の芯しんへと触ふれる。

　アディリシアの、芯へと触れる。

　びっくりして言葉を無くしてしまった少女へ、勇花はもう一度視線を戻もどした。

「具体的に、どうなってるのかは知りません。それが秘密だっていうなら、問いもしません」

　夕暮れの中、静かに少女の言葉だけが続く。

「でも、そんなことになるなんて、あたしはまったく思ってませんでした。兄さんを守ってとお願いしたことが、そんなに追い詰められるほど大変なことだなんて、ちっとも考えてなかった」

　風で、公園のブランコが揺ゆれた。

「だから、今回の用事はそのことです」

　す、と少女が姿勢を正した。

　まっすぐに。

　ひたむきに。

「ごめんなさい、アディリシアさん」

　と、頭を下げたのだ。

「何も知らないのに、何も分からないのに──勝手なお願いで無理をさせてしまって、あのときはごめんなさい」

　また、風が吹ふいた。

　勇花のポニーテールと、アディリシアの縦ロールを、ともに揺らす風だった。

（…………）

　アディリシアも、頭が真っ白になっていた。

　考えることは、あまりにも多すぎた。

　今、自分がいつきのそばにいられること。

　なのに、そうしないこと。

　そうできない、理由。

〈銀の騎き士し団〉との魔術決闘フエーデや、〈協会〉、〈螺旋なる蛇オピオン〉との対たい峙じを経て、ようやっと再会できたというのに──これまでの経けい緯いが複雑すぎて、自分もいつきも変わりすぎてしまって、素す直なおに会うこともできなくなっていたこれまでの時間。

　だけど。

　本来の自分は、どうしたかったのか。




「……いいえ」




　ふるふると、アディリシアがかぶりを振る。

　本当にか細く、弱々しく、しかし万ばん感かんの思いを込めて、少女は否定した。

「無理を、しても……」

　声が、押し出された。

「私は……私こそが……どれだけ無理をしても……イツキのそばにいたいんです……」

　蚊かの鳴くような、か細い言葉だった。

　だけど、自分の心を悟さとるには、十分すぎる言葉だった。

　ずっと隠かくしていた──ずっと縛しばり付けていた何かがほどけたかのように、アディリシアは自分の心を嚙かみしめていた。きゅっと唇くちびるを引き締しめたまま、何もかもがこぼれてしまわないように、自分の胸を抱だきしめていた。

「……そっか」

　と、小さく、声が流れた。

「ホント、兄さんにはもったいないなあ」

「──ふえ？」

　その発言の意図に、アディリシアが目を剝むく。

「い、イツキは……」

「あれ？　兄さんのこと、嫌きらいなんですか？」

　その言葉の効果は──実に絶大だった。

　突然、金きん髪ぱつの少女は、その白い顔を思い切り伏ふせたのである。

　だけど、表情は明らかだった。顔は伏せていても、その耳の先まで、湯気でもあげそうなぐらい真っ赤になっていたのだから。

「…………」

　ぼそぼそ、と少女の口から何事かが漏もれた。

　すると、とても満足のいったように、勇花がうなずいたのだ。

「ですよね！」

　にまにまと内側からこぼれてしまいそうな笑え顔がおを湛たたえ、少女は両手でアディリシアの手を取った。

「……勇花？」

「もうひとつだけ」

　と、少女は口にする。




「もうひとつだけ、あたしからお願いしてかまいませんか」
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　いつきが家に戻もどったのは、午後八時を回った頃ころ合あいだった。

「えーと、た、ただいま……」

　自分の家だというのに、極きわめて遠えん慮りよ深げな言葉とともに、玄げん関かんをくぐる。

　すぐ、その視線がリビングへ向くと、ひらひら白い手が翻ひるがえった。

「兄さん、お帰りー」

　ソファに寝ねそべった勇花が、液えき晶しようテレビを眺ながめていたのである。

　タンクトップ一枚に短パンを穿はいただけという、リラックスにもほどのある姿だ。テレビの画面にはバラエティらしい番組が映っており、チョコレートの袋ふくろ片手に、時折くすくすと笑っている。

　妹という存在を持つ者なら誰だれでも知っていることだが、なんともロマンのない光景ではあった。

「……ええーと、アディリシアさんとのデートは終わったの？」

「うん！　たっのしかったよー！」

「……そ、それは良かった」

　少し口ごもりながら、リビングを横切って自分の部屋に移動しようとすると、途と中ちゆうで呼び止められた。

「あ、兄さん、ちょっと枕まくら貸して」

「ん？　枕なら、勇花の足元にあるけど」

「何言ってるの。こっちのこと」

「ふえ!?」

　あっさりと言って、勇花は強きよう硬こう手段に訴うつたえた。

　いつきをソファまで引きずるや、ごろん、とその膝ひざに寝転がったのである。

「──て、ちょっと勇花!?」

「いいでしょ、昔はいつもこうしてたんだし。そのまま動かないでね」

　我が物顔で、少女は太ふとももの所有権を主張する。

　こうなるとてこでも動かない相手だと分かっているので、いつきもそれ以上無む駄だな抵てい抗こうはしなかった。

　リスさながらにころころと、自分の頭のうまくはまる位置を探して、少女がソファを転がる。

「んー、前より太もも硬かたくなった？　鍛きたえたりしてるの？」

「えと……ちょっとだけ」

「ふうん」

　鼻にかかった声で、少女が目を細めた。

　それから、こう口にしたのだ。

「今日のデート、こっそりついてきてたでしょ」

「ばばば、バレてたの!?」

「やっぱり」

　いつきの返答に、振ふり返った勇花がこれみよがしのため息をついたのだ。

「あ……まさか、ひっかけたの!?」

「兄さんの噓うそぐらい見み抜ぬけないはずないでしょ。いくら兄さんが秘密主義だって、あたしにだけはバレバレなんだから。本当に隠かくし通したかったら、もう少しポーカーフェイスを磨みがくこと。……で、どこまでついてきてたわけ？」

　勇花の問いは、愚ぐ直ちよくなまでにまっすぐだ。

　あたかも下僕を前にした女じよ帝ていのごとく、いつきが噓をついたり黙もく秘ひしたりすることなど、そもそも思考の外なのだろう。

　実際、いつきの方も、正直に告白するより他ほかになかった。

「えと……カラオケまで、です」

　結局、あのカラオケルームで、みかんとクロエとラピスとが歌合戦を始めてしまい、勇花たちが部屋を発たつタイミングを察知しそこねたのである。

「ふうん、残念。いっそ公園まで見てればよかったのに」

「え？　何のこと？」

「何でもありません」

　澄すました顔で、少女はくるりと寝返りを打つ。

　少年の膝元から、じっと見上げた。

「ねえ、兄さん」

「ん？」

　す、と冷たいものが右の頰ほおに触ふれた。

　勇花の指だった。かつては眼帯のあったゾーンをその指がこすり、そっと瞼まぶたを撫なでていった。

「勇花？」

「兄さん……」

　妙みように艶なまめかしい瞳ひとみに喉のどを詰つまらせると、少女はこう尋たずねたのである。




「──どうして、兄さんはあたしを追ってきたの？」




「え……？」

　その問いかけに、少年の脳のう裏りをあの言葉が揺ゆれた。




　──「そんな、誰だれにどう思われても平気そうないつき様なのに、それでも妹さんだけは例外なんですか？」




　路地裏での、クロエの質問。

　結局答えられなかったその問いに、いつきは唾つばを吞のみ込んだ。

　少しして、その首が横に振られた。

「……分からない」

「仕方ない兄さん」

　淡あわく微び苦く笑しようして、少女はソファの手元に置いていた長なが財ざい布ふを摑つかんだ。

　こっそりブランド品のそれ──両親はどうも勇花の金かね遣づかいに甘い──から、少女が取り出したのは、一枚の紙切れであった。

「じゃあ、そんな兄さんに、可愛かわいい妹からのプレゼント」

「……何？　チケット？」

　渡わたされた紙切れをしげしげと眺ながめると、どうやら何かの施し設せつのチケットらしかった。表面には、どこかで見たような魚っぽいキャラクターが描えがかれていて、こちらに向かって手招きしている。

（あれ……？　これって……）

　記き憶おくのどこかに引っかかったような気がして、いつきがかすかに眉まゆを寄せると──勇花は腹筋で上半身を持ち上げ、新体操よろしく立ち上がった。

「明日あしたの十二時。絶対、ちゃんとした格好で行くようにね」

　それだけ言い残すと、さっさと二階の自分の部屋へ、少女は引っ込んでしまったのであった。




　　　　６




　そこは、寂さびれた水族館だった。

　休日だというのに、客らしい人ひと影かげはほぼ皆かい無む。時折、滲にじんだライトにぽっかりと浮うかぶのも、年老いた係員のそればかりで、彼らが引退の日を迎むかえれば、そのまま水族館も閉じてしまうのではないかと思われた。

　並んだ水すい槽そうもその内に泳ぐ魚も、長い年月に晒さらされ、ひっそりと風化しつつあるようだ。

　しばらく改装工事もできていないらしく、ぴしゃぴしゃと、雨が屋根を叩たたく音まで聞こえた。

「ここが……勇花の……？」

　その入り口で、いつきはぼんやり首を傾かしげた。

　勇花に渡されたチケットは、まさしくこの水族館のものだったのだ。

　同時に、チケットに感じた既き視し感の理由も、いつきはようやっと理解していた。

（六歳か、七歳ぐらい……だっけ？）

　そのぐらいに、この水族館には遊びに来た覚えがある。

　勇花やその両親と一いつ緒しよに、休日の家族イベントとして使った場所だった。当時はこれほど古びてはいなくて、中央のプールではイルカショーをやっていたはずだ。

　ひんやりとした空気に、おそるおそるいつきが足を踏ふみ出していく。

　今では、こうした魔ま法ほうや超ちよう常じよう現象のからまない景色の方が、いつきの恐きよう怖ふ心を刺し激げきした。恐怖とは、すなわち未知の呼び起こす感情であることを思えば、もはやいつきにとっての魔術が日常レベルまで馴な染じんだのだと言えるかもしれない。

　順路を、進む。

　基本的には、熱帯魚を中心とした地味な展示だった。途と中ちゆう途中に、両生類や蛙かえるの水槽もあまり意味なく紛まぎれ込んで、不熱心さの演出に拍はく車しやをかけている。

　だけど、そんな館内が懐なつかしかった。

　直されていない壁かべのへこみや、剝はげた塗と装そうのひとつずつに、当時の自分を思い出す。養ってくれた叔父おじ夫婦と、勇花と、自分の四人。いつも泣いていたのは自分で、怒おこっていたのは勇花で、優やさしく笑っていたのは叔父夫婦で……

（勇花……どういうつもりなんだろ）

　思いながら、歩く。

　すぐ、その足が止まった。

　先に声をあげたのは、どちらだったろう。

「アディリシア……さん」

「イツキ……」

　茫ぼう然ぜんと、ふたりは互たがいを見合っていた。

　我を取り戻もどしたのは、いつきの方が早かった。

「え……えっと、アディリシアさんも、勇花からチケットをもらったの？」

「は、はい」

　こくり、とうなずいた少女がチケットの半券を見せる。

　なぜか、しんと沈ちん黙もくが落ちた。

　今度は、もじもじと指を組み合わせていたアディリシアの方から、少年へ声をかけたのだ。

「良かったら……一緒に歩きます？」

「は……はい」

　小さくうなずいたいつきの頰ほおも、なぜか妙みように熱く火ほ照てっていた。

　どちらともなく、先の順路へと歩いていく。

　かつんかつん、とふたりの足音が響ひびく。

　そうしながら、口を開いた。

「昨日、勇花と会ってたんだよね」

「え、ええ、まあ」

「勇花、何か、僕のこと言ってた？」

「あら。私より、勇花さんの評価が気になりますの」

「あ、いや、そういう意味じゃなくて！」

　つんと視線をそらしたアディリシアに、慌あわてて手を振ふって、いつきが取りなす。

　すると、金きん髪ぱつの少女はくすりと笑えみをこぼしたのだ。

「分かってますわ。ちょっと意地悪をしたかっただけですもの」

「ちょ、アディリシアさん」

「悪いのはイツキでしょう。せっかく日本に戻ってきたのに、昔みたいな話はほとんどしてくれなかったし」

「えと、それは……」

　少年が、言葉を詰つまらせる。

　話しかけられなかったのは、本当だ。

　時々〈アストラル〉事務所は訪ねてくれていたし、〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉のことについて、これからの相談もした。だけど、以前のような益やく体たいもない話は、お互いにほとんどしないままだった。

　自分たちの関係に、大切なものがすっぽり抜ぬけているような気がして。

　大切な、かけがえのない、ひとりの少女が。

「あんなのでも、いないと調子が狂くるいますわね」

　ぽつりと呟つぶやいたアディリシアも、かすかに眉まゆ根ねを歪ゆがめ、複雑な表情をつくった。

　穂波・高瀬・アンブラー。

　いつも、いつきとアディリシアの間で、喜き怒ど哀あい楽らくの三角形トライアングルをつくっていた少女。

「毎日、学校では顔を合わせてたのにね」

「山田はしょっちゅう話しかけてきましたけれどね。──あれでも、気をつかってたのかしら」

「あいつ、わりと気は利きく方だよ」

「知ってますわ。あの碁ご盤ばん顔とももう二年の付き合いですもの」

「そっか」

　苦笑して、

「──あれ」

　と、いつきの視線が横に流れた。

　その瞳ひとみに、薄うすく、水族館とは関係ない何かが映ったのだ。

　魚の影かげにも似た、もやのような何かだった。

　だけど、その感覚は、現実のものとは別で──

「イツキ？」

「え、いや、今の、白いもやっぽいのって──」

「ああ。幽ゆう霊れい未満の、呪じゆ力りよくのこごりですわね。こういった娯ご楽らく施し設せつにはよくありますわ」

　と、アディリシアが答えた。

「嬉うれしかった、楽しかった、怖こわかった、哀かなしかった──そういう感情が残留思念としてこびりつくものですから」

「……そっか」

　ぼんやり呟いて、いつきは納なつ得とくした。

（昔、うっかり視みちゃって泣いたの、それだったんだ……）

　おかしなもので、幽霊の正体見たり、という気分だった。むしろ幽霊の親しん戚せきだと決定づけられたのに、恐きよう怖ふよりも、笑い出してしまいそうな気分の方が強かった。

　それで、気づいてしまった。

「イツキ？」

「そっか……」

　と、もう一度、同じことをいつきが呟いた。

　その頰ほおに、今度は本当の熱帯魚の影が映って、少年は困ったように顔をくしゃくしゃにした。

「どうしましたの、イツキ？」

「ううん。ただ……昔は、ここがもっと怖かったんだ。ああいう幽霊っぽいもやをいっぱい見たし、もともと魚が結構怖かった。でも、勇花はこの水族館が好きだから、しょっちゅう怒おこられてた。兄さん、どうしてそんなにだらしないのって」

　話されたアディリシアにも、腰こしに手を当てて、目を三角にする勇花の姿が見えるようだった。

　あまりに似合いすぎていて、ちょっと笑えてしまう。

「……で、それが、どうしましたの？」

　続きを促うながすアディリシアの声は、自然と優やさしくなった。

　いつきが言いたいことを、少女もなんとなく察したのかもしれなかった。

「勇花にどう思われるのか……気になっちゃってた理由」

　居住まいを正し、少年が言う。

「クロエさんにも、言われてた。──たいていの人にどう思われても平気なのに、どうしてアディリシアさんと勇花が会うことに、抵てい抗こうを感じるのかって」

　声は、古びた水族館に遠く響ひびいた。

　アディリシアが、ゆっくりと訊きき返す。

「どうして？」

「……怖かったんだと、思う」

　と、少年は口にした。

「もしも、勇花が今の僕を全然違ちがう人だなんて思ったら──それはもう、今の僕は昔の僕じゃないんだって念を押されてしまう気がして、それがたまらなく怖かったのかもしれない」

　──ああ。

　自分が変わってしまったという、その程度の自覚はある。

　変わらなければ、あのジェラール・ド・モレーやダリウス、果ては〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーたちと競せり合うことなど、夢のまた夢だったろう。この二ヶ月ばかりでいつきが成した業績は、いくら讃たたえても足りないほどだ。

　しかし。

　だからこそ、変わってしまった自分を知られるのは、怖いのだ。

　ほかの誰だれよりも、あの義妹いもうとこそは伊庭いつきの中心を知っている。幼少から中学生までずっと一いつ緒しよに生活していた時間は、何よりも大事なものとして、少年の心に刻まれている。

「──でも」

　と、いつきは言う。

「変わるのが……悪いことじゃない。変わるのを……避さけられるわけでもない」

　この水族館で泣いていた伊庭いつきは、もういない。

　相変わらず怖い思いをしていても、もう当時のような反応はしない。できない。

　誰だって、変わるのは当然だからだ。

　生きることは、変わるということ。

　それは、人との関係だって同じである。昔と同じような関係を、ずっと続けていくのは不可能なことだ。それでも誰かと関かかわっていたいなら、少しずつ変わっていく関係を受け入れなければならない。

　そうしなければ──過去の自分たちにだって、胸を張れないだろう。

「だから……えっと、その」

　ごしごしと自分の顔を擦こすって、いつきが言う。

　向かい合う。

　妙みように、心臓が高鳴った。

　どきどきと、指先まで鼓こ動どうするみたいに痺しびれた。目の前の景色まで、鼓動ひとつずつで震ふるえるようだった。当たり前のことを当たり前に言うのは、なんと難しいことだろう。




「すごく……すごく言うのが遅おそくなっちゃったけれど……帰ってきてくれてありがとう、アディリシアさん」




「ぁ……」

　アディリシアの、息が止まった。

「あ……その……あの……」

　水族館の薄うす暗ぐらい闇やみの中、少女はいやいやするみたいにかぶりを振ふっていた。

　口元から目元までを押さえたまま、ことんと壁かべに背中が貼はりついた。いろんな感情がごたまぜになって、すぐには身動きも取れないようだった。

　いつきは、ゆっくり待った。

　何分でも、何時間でも待とうと思った。

　それだけの時間、自分が待たせてしまったのだと、そう思ったから。

「っ……」

　指の間から、少女が物言いたげにこちらを見つめている。

　きょろきょろと定まらない視線で、なんだかとてもおちょぼ口になりながら、やっとのことでこう呟つぶやいたのだ。

「……ほ、ホナミと強ごう欲よく陰おん陽みよう師じにも、同じことを言わなきゃいけないんでしょう？」

「え、それは、まあ」

　即そく答とうするいつきを、ちょっとだけ恨うらめしそうな目で見て、アディリシアは口を開く。

「まあ……いいですわ。私も……言わなければならないことがありますし」

「アディリシアさんも？」

　首を傾かしげた少年に、少女はええとうなずいてから、こう付け加えた。

「あのふたりが、帰ってから言います」

「何それ！　生殺し!?」

「だって、イツキも似たことをなさってるでしょう」

「な、なんのこと？」

「自分の胸にお訊きなさい」

　逃にげてしまったろうか、とアディリシアは思う。

　自分にまとわりついた宿しゆく業ごうについて、話すべき機会だったかもしれない。自分が魔ま神じんに対して捧ささげてしまったものを、打ち明けてしまうのが良かったかもしれない。

　でも、今は。

　今だけは、こうさせてほしかった。

　いつきの言葉が、本当に心地ここちよかったから。

　帰ってきて良かったのだと、そう思わせてくれたから。

「さ、せっかくですから案内してくださいな。この水族館、イツキの来たことがあるところなんでしょう？」

「て、そんなの十年も前だし！　何にも覚えてないよ！」

「いいですから！　とにかく、こういうのは男性がエスコートすべきなんです。覚えていてくださいませ」

「こ、こういうのって……」

「秘密です」

　アディリシアは、そっと唇くちびるを押さえた。

　デートだなどと、言えるはずもない。

　代わりに、少年の手を取った。

「アディリシアさん」

「さ、早く──」

　と、言おうとして、アディリシアも瞬まばたきした。

　いつきが、少しだけ強く、その手を握にぎり返してくれたのだ。

　だから、泣き笑いみたいな顔になるのをこらえ、アディリシアは順路の先を見やった。真っ暗な通路の、ささやかな光が涙なみだで滲にじんだ。

（……ええ、悔くやむものですか）

　と、思う。
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　自分たちが、どんどん変わっている最中だとしても。

　これからも、変わってしまうのだとしても。

　どんな結末が、待っているのだとしても。

　それでも。

　この一いつ瞬しゆんだけは、この刹せつ那なにこみあがった気持ちだけは、忘れるはずがない。




　──ここまで積み重なった時間を悔やむことだけは、絶対にしないと、誓ちかったのだ。
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「……え、もう帰っちゃうの!?」

　その言葉が流れたのは、数日後のことだ。

　対する〈アストラル〉事務所の反応は、実に様々であった。

　えええ、ちょっと早すぎるよ、と両手を振ったのは葛城みかん。相変わらずのポーカーフェイスはラピス。オルトヴィーンと黒羽は、互たがいに顔を見合わせて、資料作成の作業を停止。クロエ・ラドクリフは素知らぬ顔でその資料作成を手伝いつつ、ちらちらいつきの方をのぞき見している。

　そして、

「はい、来日の用事は済ませちゃいましたし」

　と、伊庭勇花ははっきり口にしたのだ。

「そ、そうなんだ……。それなら仕方ないけれど。でも、用事って何だったの？」

「ええと、一言にすると……」

　少し、考えるように頭を巡めぐらせてから、少女は答える。

「兄さんに日本を離はなれる気があるかどうか、確かめることでした」

「は？」

「ええっ？」

「何？」

「何ですって？」

　兄のみならず、合唱のように間ま抜ぬけな声をあげた社員（＋１）たちに、義妹は小さくため息をついて、こう続けたのだ。

「母さんと父さんから言われてたんですよ。思ったより海外出張が長くなりすぎたし、まだ結構続きそうだから、いっそ兄さんも一いつ緒しよに移住した方がいいんじゃないかって。──だから、今回の来日は、兄さんの意見と環かん境きようを確かめるためだったんです」

「って、そ、そそそ、そんなの全然聞いてないよ！」

「聞いたって、兄さん、正直に話すかどうか怪あやしいものでしょう。それに、やっぱり彼女の意見は訊きいておく必要がありますし」

　世界が、凍こおりついた。

　その理由は、いつきには理解できなかった。

　ただ、ひどく不ふ穏おんな単語を聞いた気がした。

　自分にはまったく関係ないくせに、一度巻き込まれたら人生が何もかも終わってしまいそうな、そんな言葉。

「か……の……じょ……？」

「ん、違ちがうんですか？　あたし、アディリシアさんが彼女で、その彼女を怒おこらせちゃったから、ふたりともすごく不景気そうな顔になってると思ってたんですけど」

　無む邪じや気きにことんと勇花が首を傾かしげ、刹那、いつきの首根っこが引っ張られたのだ。

「勇花─────────!?」

　言い切ることは、できなかった。

　伸のびた手は、残る社員全員（＋１）のものであり、勇花には見えなかったが騒霊現象ポルターガイストによる呪じゆ力りよくの手までも参加していたからだ。

「お兄ちゃん社長!?」

「……いつき、何それ」

「いつきくん、どういう風に妹さんに教えたんですか！」

「……大だい丈じよう夫ぶです。大丈夫です、いつき様。私は理性を保ってます。ですので、納なつ得とくのいく説明をいただきたく思います」

「とりあえず、ボクの〈学院〉の先せん輩ぱいかつ他結社の首領と、そういう噂うわさが流れることについて、どのような影えい響きようが出ると考えてるのか、たっぷり釈しやく明めいしてもらわないとな、馬鹿（Dummkopf）」

「いや、誤解！　誤解誤解、まったくの誤解だから！」

　少年の言葉に、止まる者はいなかった。

　なんとか脱だつ出しゆつしようとするも、その手も足も捕とらえられ、蜘蛛くもの巣につかまった蝶ちようのごとく少年はもがくしかない。

「あ、ばば、ばばばばば……ゆ、ゆう、か……」

「自じ業ごう自得って言うんじゃないでしょうか」

　爽さわやかに言って、勇花はあかんべえと目を引っ張り、舌を出した。

「では、ごきげんよう、兄さん」
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　事務所を出て、すぐ。

　勇花は、路地裏の向こうへ目を留めた。

　初夏の日差しも感じさせない、漆しつ黒こくのドレスがそこに佇たたずんでいたからだ。

　いつから待っていてくれたんだろう、ととりとめなく考えた。たとえ数百年の年月を重ねていても、不思議とは思えなかった。この相手の周囲だけは、そんな非現実的な世界に変わってしまうようでもあった。

「アディリシアさん」

　と、少女は名を呼んだ。

　小さく。

　しかし、はっきりと。

　すると、アディリシアは金きん鈴れいを震ふるわせるような優美さで振ふり返ったのだ。

「──なんとなく、ここにいれば会えるんじゃないかと思ってましたわ」

「去年も、こんな感じでしたものね」

　勇花が、淡あわく笑う。

　昨年の夏、ニューヨークへ帰る勇花を最後に見送ったのも、やはりアディリシアだったのだ。勇花の発言は、そのことを指したものであった。

　それから、

「本当は、どこまで知ってるんです？」

　と、アディリシアは尋たずねたのだ。

「本当は？」

「勇花さんは、魔ま術じゆつの存在を知っているでしょう。いつきの右目のことだって分かっていたんですから、眼帯がなくなったことが、ただの治ち療りようの結果ではすまないことも理解できるはずです」

　その通りだ。

　昨年、伊庭勇花は、本物の魔術を見た。

　いつきの右目に潜ひそんでいた魔ま性しようを、ほんのわずかとはいえ垣かい間ま見た。それは、けして忘れられるような体験ではない。興奮状態で見た幻まぼろしだなどと、あっさり片づけてしまえるような記き憶おくではない。

　だからこそ、アディリシアの問いに、勇花はしばし視線を落とした。

　夏の輝かがやきが落とす、とりわけ暗い影かげを見ながら、

「本当は……無理矢理でも連れて帰ろうかと思ってました」

　と、答えたのだ。

「ちょっとした手紙の文章や、電話から覗のぞく兄さんの姿が、しんどそうに思えたんです。この分だと、結構無理してるんじゃないかなって。アディリシアさんと協力したら、兄さんを説得することもできるんじゃないかって、勝手ですけど考えてました」

「私は……」

　アディリシアも、口ごもる。

　自分自身、わがままでいつきをここに縛しばり付けているのだと、知っているから。

　まるで自分の鏡を見るような気持ちで少女を見つめ──しかし、対する勇花の側は、何かを吹ふっ切きるように顔をあげたのだ。

「でも、いいんです」

　と、少女は口にした。

「いいって、でも、イツキは──」

「だって兄さん、頑がん張ばっちゃってるんですもの」

　困ったようにきゅっと眉まゆを寄せた──いつきもよくする顔で、少女は笑ったのだ。

「苦しそうで、大変そうで、今にも泣き出しそうで……でもあんなに必死な兄さんを、あたしは見たことがありません。だから、そんな兄さんを引き離はなすこともできないです」

「…………」

　そんないつきの内心を、どこで勇花は確かめたのだろう。

　日本に戻もどってきて、いつきと少女の交かわした、わずかな時間。

　たったそれだけの時間で、ほかの誰だれにも分からないいつきの心しん奥おうを、この少女だけは見み極きわめている気がした。

「それから、もうひとつ」

　と、少女が人さし指をあげる。

「兄さんはね、自分が思うほど変わってませんよ。アディリシアさんや〈アストラル〉のみなさんが思うほどにも変わってません」

「でも、それは……」

　他人も自分にも認にん識しきできないなら。

　変わったとはどういうことなのだろうと、アディリシアはそう尋ねかけた。

　すると、

「そんなの決まってるでしょ」

　勇花が、にっこり笑って告げたのだ。

「あたしが、兄さん変わったなあって思ったときが、兄さんの変わったときですよ。あたしより兄さんのことを知ってる人間なんて存在しません」

　素す晴ばらしく、傲ごう慢まんな言葉だった。

　だけど、爽さわやかな風が胸に吹き込むように、アディリシアは感じた。

「……そうかも、しれませんわね」

　微び苦く笑しようして、認める。

　それは、きっとこの少女にしかできないことだ。

　ずっとずっと、子供の頃ころからの長い時間をともに過ごしてきた、そんな相手にしかできないことなんだろうと、アディリシアも思う。

「でも、いつかはその役目を譲ゆずらないとですね」

「譲る？」

「そうですよ」

　くるりと勇花が振ふり返った。

　ポニーテールが揺ゆれて、少女の顔を追う。

　くりくりとした大きな瞳ひとみで、少女はまっすぐにアディリシアの顔を見つめたのだ。

「あたしはすーっごく出来のいい妹ですからね。そのときをちゃんと待ってるんです。来ない方がいいなあと思いながら、でも来た方がいいんだよなあって思ってるんです。分かりますか？」

「えっと……それは……つまり……」

　いつから、自分はこんなに口下手になったのか。

　何も言えなくなって、アディリシアはぱくぱくと唇くちびるだけを動かす。

　だから、勇花はちょっと肩かたをすくめ、




「よろしくね、アディリシアさん」




　軽く耳打ちして、手を振っていったのだった。
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「──あれ。来てたの、アディリシアさん」

　いつきが事務所から出てきたのは、数分後のことだった。

　よほど皆みんなにやっつけられたのか、髪かみはぼさぼさで、スーツにも皺しわが寄ってしまっている。なんだかその様子が、昔のいつきみたいで、アディリシアは淡あわく唇をほころばせてしまった。

「勇花の見送りにですわ。もう行ってしまいましたわよ」

「そ、そっか」

　少年が頭を搔かく。

「仕方ないですこと」

　その髪をそっと撫なでつけて、アディリシアは微笑を深めた。

　いつものようなやりとり。

　指先が確かめる、少年の体温。

　いつまでも嚙かみしめていたいと思う誘ゆう惑わくを、少女は強い意志で振り切り、こう尋たずねた。

「もう、魔術決闘フエーデの条件は決まりましたの？」

「うん。〈銀の騎き士し団〉と〈アストラル〉の意見の、大おお枠わくは決まった。アディリシアさんも〈ゲーティア〉の意見をとりまとめてきたんでしょう？」

「もちろんですわ。魔術決闘フエーデの成否を決める大おお詰づめですから」

　つかの間の安らぎは終わる。

　彼らを待ち受けているのは、現代に生きるどんな魔ま法ほう使いも見たことのない戦争だ。文字通り、戦争の名を冠かんして恥はじない〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の大魔術決闘グラン・フエーデ。〈ゲーティア〉も〈アストラル〉も、けしてそこから逃のがれられはしない。

　勇花という日常の後に来るのは、絶望的なまでの非日常の嵐あらし。

　しかし。

　少女の耳には、勇花の最後の言葉がまだ残ざん響きようしていた。




　──『これは、兄さんに言っていいかどうか、分からなかったんです。だから、アディリシアさんが覚えていてください』




　帰り際ぎわ、耳打ちしていった台詞せりふ。

　先に、〈アストラル〉事務所の扉とびらを開いたいつきを見ながら、少女は誰だれにも聞こえぬ声で呟つぶやいた。

「伊い庭ば司つかさが……」

　と、唇だけを動かす。

「伊庭司が……帰ってきた……？」

　一体、そのことがどのような意味を持つのか。

　どのような結果を、招くのか。

　誰も分からず、ましてアディリシアにはかることもかなわず。

　ただ切ないまでの戦おののきと祈いのりをこめて、少女は夏の空を仰あおいだのであった。















　〈アストラル〉業務日誌23




　この日記、ラピスが書くの初めて。

　何を書いたらいいか、良く分からない。でも、そろそろ任せてもいいと思ったとか、そんなことをいつきが言ったから書く。そうだ、困ったときは最近あったことを書けばいいはず。




　一番最近だと、やっぱりあの『いもうと』のこと。

　ラピスの身内は、兄さましかいない。だからよく分からない。

　それとも兄さまからしたら、ラピスが『いもうと』ということになるんだろうか？　でも、ラピスをつくったのも兄さまで、これは普ふ通つうならば『ちち』という間あいだ柄がらのはず。

　結論、やっぱりよく分からない。

　だけど。

　あの『いもうと』がいる間、なんだかいつきがすごく困った顔をしてて、だけどあんまり嫌いやじゃなさそうだったのは覚えてる。結局、またアメリカに戻もどっちゃったけれど、たまにならあの『いもうと』がやってきてもいいんじゃないかって思う、そんな不思議な気持ち。

　みかんとかは、ぷりぷり怒おこりそうな気がするんだけど。




　それと、昔の業務日誌、少し読んだ。

　時々ラピスの名前が出てて、うれしかった。ラピスがこの会社に来るまで忘れられてなかったんだって、そう思った。

　今、〈アストラル〉の社章をつけてられるの、不思議な感じがする。胸がほっこりするみたいな、顔がぴりぴりするみたいな感じ。唇くちびるがおかしな風にゆるんじゃったりして、オルトヴィーンとかに目をつけられる前に、自分の指で直さなきゃいけなくなったりする。

　うん、これも不思議な気持ちのひとつ。

〈アストラル〉に来てから、こういう、不思議な気持ちばかり増えた気がする。




　…………。

　……ああ、そうだ。

　多分だけど。

　多分だけど……これは『うれしい』なんじゃないかって、そう思う。


Lapis　
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　──魔法使いは、逃にげていた。




　魔法使いは、走っていた。

　饐すえた臭においのこびりついた、夜の路地裏だった。

　壁かべや建物の関係から風の吹ふきだまりとなっているらしく、澱よどんだ空気が路地裏の悪あく臭しゆうをさらに際だたせている。汚お液えきを滲にじませたゴミ袋ぶくろや空き瓶びんも長らく放置されてるようで、お世辞にも踏ふみ込みたくなるような場所ではない。

　しかし、今の魔法使いにはそれも気にならなかった。

「ハァ……ハァッ……！」

　駆かけている。

　走っている。

　息が、切れる。

　絶え間ない疾しつ走そうに、運動不足の身体からだがついていかない。肺も気管も悲鳴をあげて、横腹がぎしぎしと痛んだ。

　ずるり、と足が滑すべった。

「…………ッ！」

　何を踏んだのかも、分からない。

　大きくバランスを崩くずし、肩かたから壁にぶつかって、長衣ローブに汚液がまみれた。そのことにさえ、魔ま法ほう使いは気を払はらえなかった。

　払う余よ裕ゆうなど、なかった。

「嫌いや……だ……」

　悪夢のように、呻うめく。

　壁を摑つかみ、必死で立ち上がりながら、一歩でも遠ざかろうとする。

「嫌だ……」

　足が震ふるえている。

　膝ひざが震えている。

　どれだけ走ったのか、もはや魔法使いは覚えていなかった。

　ただ、思い描えがいているのは、ずっと魔術のことだった。

　自分の魔術は、芸術品だ。

　単に、額にいれて飾かざっておくような伝統のものではなく、今活いきている至高の術だ。

　だからこそ、ほかの魔法使いの体ていたらくが我が慢まんならなかった。

　腐くさっていく現状も分からぬ奴やつらは、煉獄ゲヘナの火に灼やかれるがよい。あれもこれも禁きん忌きなどと言って、高度な術から遠ざかる連中は、すぐさま無む駄だな人生を投げ捨ててしまえ。

　自分だけが、真実を知っている。

　本当の魔術の意味を、本当の魔術の在り方を、自分だけが知っている。

　……いや。

　もうひとつだけ、知っていそうな名前があった。

〈螺旋なる蛇オピオン〉。

（ああ……〈螺旋なる蛇オピオン〉……）

　その名前の甘さ。美しさ。

　禁断の実を人間へ差し出したという蛇へびの名こそ、彼を釘くぎ付づけにした。あの名のもとへ手みやげをもって馳はせ参じれば、今度こそ魔術の高みへ辿たどり着くはずだった。

　そう思っていた。

　そう思っていたのに。

　どうして、自分はこんなに必死に逃げて──




「──もう、逃げるのはやめたん？」




　その声は、背後の月光にも似て冷ややかだった。

「…………っ！」

　振ふり返っても、路地裏に自分以外の者はいなかった。

　地上ではない。

　中空に浮うかんだ、一本の箒ほうきに横座りして、少女は微び笑しようしていたのだ。

「ひっ！」

　息を吞のみ、それでも魔法使いの身体は反射的に動いた。

　文字通り、生まれたときから鍛たん錬れんしつづけた魔術の印形を形成。すでに顕けん在ざい意識からは切り離はなされた『力ある象徴シンボル』が、心の底から浮かび上がる。

　天使召喚術アルマデル。

　十九世紀末より、最も研究を重ねられた──〈協会〉でも最も普ふ及きゆうした魔術。

　すなわち地水火風の四大元素エレメントを、四大天使の象徴をもって引きずり出し、思うがままに操あやつる礎いしずえの魔術。




「我が右手にありきはミカエル（On my right hand Michael）！」




　叫さけぶは、『神の似姿ミカエル』。

　照応する四大元素は、炎ほのお。




「我が周囲に五芒星燃え上がり（About about me flames the Pentagram）、六条の星屹立せん（And in the Column stands the six-rayed Star.）！」




　天使の名を冠かんした呪じゆ力りよくは、炎の剣けんと化して夜空を灼き、少女の身体からだへと迸ほとばしった。

　魔法使いにとっても、それは会心の出来映ばえだった。

　切羽詰つまった環かん境きようと恐きよう怖ふ心が、逆に集中を高め、本来以上の能力を発揮させたものか。ここに至って、それほどの魔術を成せることは、男が一流の魔法使いであることを証明するに十分だった。

　──しかし。

　その魔術を見てから、少女の指は動いた。




「我は乞うハイル。月光の加護もて、醜みにくき災わざわいを鎮しずめんことを」




　詠えい唱しようは、わずかそれだけ。

　極限に圧縮された呪令コマンドにこたえ、少女のはめた腕輪リングが月光を凝ぎよう縮しゆくし、炎の剣をあたかも蜃しん気き楼ろうのようにたやすく阻はばんだ。

「っ──！」

　それでも、魔ま法ほう使いは諦あきらめなかった。




「強きよう壮そうにして偉い大だいなる我が主よ、今一度（AGLA）！」




　さらに力を込めて、唱える。

　散さん逸いつせんとする呪力をこそぎあつめ、短縮形の詠唱とともに、二度、三度。





「我が主よ、今一度（AGLA）！」




「今一度（AGLA）──！」






　そのいずれもが、少女の纏まとう月光の膜まくに弾はじかれた。

　絹よりも薄うすい膜は傷ひとつないまま、ただ火花だけがむなしく散って、街の夜に飲み込まれていったのだ。

「……気は済んだ？」

　ゆっくりと、少女が問う。

　わざと、こちらの魔術を待ったのだと、魔法使いには理解できた。

　自分に十分な絶望を与あたえるため──十分な罰ばつを与えるために。

　ぐしゃり、と尻しりのあたりで音がした。ひとりでに膝ひざから力が抜ぬけて、尻しり餅もちをついたのだと、頭のどこかが理解した。粘ねばっこい唾つばが喉のどに貼はり付き、喘ぜん鳴めいのようになった声が、やっとのことで唇くちびるを離れた。

「お前が……お前、が……」

　尻餅をついたまま、格好もかまわず、ただ逃にげようとする。

　それしかできなかった。

　それしか考えられなかった。

　なぜなら、彼の目の前にいるのは……




「魔法使いを罰する魔法使い……！」




「その通りや」

　少女のうなずきとともに、漆しつ黒こくのマントから一本の呪物フエテイシユが取り出される。

　それは、ヤドリギ。

　遥はるかケルトの神話において、不死身の神さえも殺した魔術。

　ああ。世界でもほんの数人しか実じつ践せんできなかったケルト魔術を、ただの数年で理論化・体系化してのけたのも、確かこの少女ではなかったか。




「──我は乞うハイル。月光の加護のもと、南西の災いを穿うがて」




　断罪の矢が、魔法使いの身体を貫つらぬいた。




　　　　＊




「……にあ」

「にゃあ」

「うにゃあ」
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　四匹ひきの猫ねこの鳴き声が、異国の夜にこだました。

　その鳴き声を連れて歩くようにして、ひとりの影かげが浮うき上がったのだ。

「おやおや、お疲つかれさまです」

　倒たおれた魔法使いを見やって、スーツ姿の青年──猫屋敷蓮は、淡あわく微び苦く笑しようした。

　ひくひくと口元から泡あわを吹ふきだした相手に、まだ息があることを確かめたからだった。

「ダリウス副代表からは、むしろ殺してくれた方が威い嚇かく効果を望めて助かる……ということでしたが」

「それは命令やあらへんやろ」

　ふん、と穂波が鼻息を強くする。

　さきほどの路地裏から移動した、セーヌ川のほとりであった。

　セーヌ川。

　言うまでもなく、フランスの首都──欧おう州しゆう全体でも屈くつ指しの都、パリを流れる川である。

　優美な水の流れに、街灯や遊覧船など、いくつもの光が寄り添そっている。幾いく多たの宝石にも似たそれらの艶つややかな光を受けると、つんと澄すました少女の横顔も、さきほどよりは幾分幼く見えるようだった。

　やや唇を尖とがらせて、少女が言う。

「命令でない以上は、自分で判断する。こんな雑魚ざこっぽいヤツ、殺さない方があたしの精神衛生上効率的やもん」

「まあ、それも一理ある言葉ですね」

　肩かたをすくめて、青年は微苦笑した。

　本当に嬉うれしいようにも、困ったようにも見える笑えみであった。

　以前の和装からスーツ姿になって、青年の表情はさらに感情を覆おおい隠かくすようになった。衣服を社交界での鎧よろいと考える西欧の慣習からすれば、当然のことであったかもしれない。

　そうでなくとも、〈協会〉での厳しい任務から、ふたりが自分の身を守ろうとするならば、まず心を鎧よろうよりほかになかったのだから。

「……にしても、ちょっと多すぎ違ちやう？」

　唇をへの字にして、少女が言う。

「多い、ですか」

「だってもう、先月から四人目や。もともとパリは、〈協会〉に反発してる魔ま法ほう使いのコミューンが発達してるっていっても、こんな次から次に出てきたんじゃ手に負えへん」

　憤ふん懣まんたらたらの、少女の言葉もむべなるかな。

　ふたりの受けた命令は、このパリにおける〈協会〉の反乱分子を拘こう束そくせよというものだったのだ。本部や〈学院〉のおかれているロンドンはまだしも、離はなれたパリで監かん視しがゆるむのは仕方あるまい。

　さりとてこの状じよう況きよう下かで、要地たるパリをおろそかにもできぬということで、穂波と猫屋敷──『魔法使いを罰する魔法使い』がふたりも派は遣けんされたのは、〈協会〉としては十分思い切った行動といえた。

　だが。

　いかんせん、数が多すぎたのだ。

　四人といえばそれほどでもないように思えるが、仮にも『魔法使いを罰する魔法使い』が睨にらみをきかせてこの数だ。水面下で、どれほどの魔法使いが〈螺旋なる蛇オピオン〉への同調をはかっているか、知れたものではない。

「まあ、それだけ、現代の魔法使いが餓うえていたということでしょう」

「〈螺旋なる蛇オピオン〉みたいな、得体の知れない相手でもいいってぐらい？」

「そんな些さ事じを気にする人間は、もともと魔法使いになりませんよ。ご存じでしょう？」

「……かも、しれへんね」

　渋しぶ々しぶながら、穂波も認める。

　もとより、魔術とは人間のはかりしれない技術の総そう称しようであった。そんなものを生業なりわいにする者が、いまさら世間への影えい響きようを斟しん酌しやくするはずもない。

「それに、〈協会〉自体への嫌けん悪お感もあります。もともと〈協会〉は魔法使い保護のための互ご助じよ組合ですが、その目的の必要上とはいえ、あまりにも世せ俗ぞくと密着しすぎています。世俗の権力や金銭など、魔法使いが嫌いやがるものの最骨頂でしょう」

「まあ、そんな〈協会〉やから、前の事件とかも隠いん蔽ぺいしきれたんやけどね」

「痛し痒かゆし、といったところですか。──もちろん、ダリウス氏もそのへんは分かってらっしゃるでしょう。だからこそ、大魔術決闘グラン・フエーデを発表することで、短期間での決着をはかったんでしょうし」
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「……で、その間に出た反乱分子は、あたしらが始末しろってこと？」

「……おそらく」

　これは、猫屋敷も少し嫌そうに口にした。

　今の反乱分子の話のごとく、一ヶ月半前に大魔術決闘グラン・フエーデが発表されて以来、〈螺旋なる蛇オピオン〉へ傾けい倒とうする魔法使いは増える一方だったからだ。もっとも、そのほとんどがもともと〈協会〉に不満を抱いだいていた層である以上、〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いが長引いた場合、やはり敵に回っていただろう。

　ゆえに、長期のゲリラ戦になることを怖おそれ、魔術決闘フエーデでの短期決着を目指したダリウスの判断はけして間ま違ちがえてないというのが──現場の猫屋敷や穂波の考えでもある。

「まあ、そういう事情があるからこそ、秘ひ匿とく級の呪物フエテイシユを次々提供してもらってるわけです。これだけ状況がひどいと、〈協会〉も手段を選んでられないのでしょうが」

「……ふん」

　小さく、少女が頰ほおを膨ふくらませる。

　皮肉にも、今の穂波に人を殺さないだけの余力があるのは、〈協会〉から提供されている呪物フエテイシユのためであった。

　たとえば、ウェールズの奥地で発見された原種のヤドリギ。

　たとえば、呪術医ウイツチ・ドクターが手ずから仕込んだ蚕の絹糸を、千日月光に晒さらしてから織り上げたマント。

　たとえば、先ほどの天使召喚術アルマデルを阻はばんだ、樫の腕輪オーク・リング。

　いずれも、並なみ大たい抵ていの魔術結社で手にはいるようなものではない。

　もちろん、それらを得たからといって、普ふ通つうの魔法使いが扱あつかいきれるわけではない。飛ひ躍やく的な成長を果たしたのは、むしろ穂波の異常なまでの適性によるものが大きいのだが──それはそれとして、〈協会〉の助力も無視できなかった。

「…………」

　なぜか穂波が複雑な顔になったのを見て、猫屋敷が首を捻ひねった。

「どうかしました？」

「だって、目的のためには手段を選ばないって……それ、なんか悪役みたいやん」

　恥はずかしそうな少女の様子に、青年は一いつ瞬しゆんぽかんとして、すぐ口元へ手を当てたのだ。

「っぷ！」

「な、なんやの！」

「いえいえいえ、まさかまだそんなことを気にしてらしたとは。というか、魔法使いを罰する魔法使いって普通に考えて悪役ですよ」

「そ、そんなん分かってる！　ちょっと言ってみただけやろ！」

「ええ、ええ、もちろん分かってますよ」

　くつくつと肩かたを揺ゆらし、片手で少女を制止する。

　実におかしそうなその姿を、穂波はしばらく不満げに見ていたが、少ししてぐいと腕うでを組み、顎あごをしゃくって訊きいた。

「──で、どうせ今回、これだけで終わりやないやろ？」

「ふむ」

　ようやく笑いやんで、猫屋敷が片目をつむる。

「……にあ」

　その腕の中で、半分眠ねむっていた玄げん武ぶが鳴き声をあげたのだ。

　視線の延長上へ、穂波も振ふり向いた。

　そして、

「そのへん、どうなん？」

　と、新たに現れた人ひと影かげへ訊いたのである。

　細身の身体からだにさっぱりしたシャツを纏まとい、やや開いた胸むな元もとへ銀色のロケットをさげた若者だった。洒しや脱だつさと軽けい薄はくさのあいまったマスク。どこか浮うわついたようで、しかし薄うす暗ぐらさを秘ひめた瞳ひとみには、以前のような誰だれも彼もを傷つける刺とげ々とげしさより、討うつべき相手だけを狙ねらい澄すます鋭するどさの方が強かった。

　その変化をさして、成長と言う者も、堕だ落らくと言う者もいるだろう。

　何にせよ、この若者の過ごしてきた凄せい絶ぜつな数年を、思い起こさせる変化ではあった。

　ふ、と若者の唇くちびるがほころびる。

「──どうって言われてもな。俺が聞いてる依い頼らいは本当にそれだけなんだが」

「信用できへんから言うてるんや」

「そりゃまたどうして？」

　逆に訊き返されて、穂波ははっきりと言った。




「あたしが一番信用できない、影かげ崎ざきの指令を受けてるんがあんたやからや。……石動圭」




　少女の言葉に、若者が唇を歪ゆがめる。

　はからずも通りがかった遊覧船の光が、その苦く笑しようを照らし上げた。

　猫屋敷の弟弟で子しにして、ふたりに先んじて〈協会〉の軍門に降くだった陰おん陽みよう師じ──石動いするぎ圭けいが、そこにいた。
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「──ま、あの人が信用されないのは自じ業ごう自得だと思うけどな」

　圭が、軽く肩をすくめる。

「なにぶん、こちらの身はしがない連れん絡らく役だぜ。仮にも魔ま法ほう使いを罰ばつする魔法使いのおふたがたに噓うそついたりするわけないでしょ。変なことしたら、あっさり首飛ぶんだけど」

「そんなん名目だけや。戦力ほしさに引き入れたあたしらより、影崎が重きをおくのはあんたの方やない？」

「それこそ、どうだか分からないけどな」

　ふざけた調子で、片眉まゆをつりあげて見せる。

　対して、穂波の方は真しん剣けんそのものの表情だった。

（……実際、どうなんやろ、な）

　胸の中で、思う。

　ふたりが〈協会〉に雇やとわれてから、影崎との連絡役を一手に担になっているのがこの石動圭である。

　ただ、圭と影崎がどういう関係なのか、よく分からないのも本当であった。

　圭が、単純に〈協会〉へ忠を尽つくすタイプとは思えない。

　もともと一いつ匹ぴき狼おおかみであり、猫屋敷と戦うためだけに、禁きん忌きにまで手を出した男だ。表面上こそ軟なん派ぱな態度を崩くずさないが、けして扱いやすい人間じゃない。影崎だとて、その程度の情報を握にぎっていないはずもあるまい。

　しかし。

　それでいて影崎は、自分が直接出られないような任務について、この男を多用する傾けい向こうがあった。どのようなつもりなのか、あるいは意図などないのかはともかくとして、結果としてこの三人が顔を合わせる機会は非常に多くなっていた。

　ひとつ息をついて、穂波は別の話を切り出す。

「それならそれで、こっちの頼たのんでた調査は終わったん？」

「ん？　ああ、大魔術決闘グラン・フエーデの条件設定がどうなってるのかってやつ？　そっちはまるで駄だ目め。もうガードの堅かたいこと堅いこと。〈協会〉の上層部ですら、ほとんどは参考意見の提出や一部会議の立ち会いだけで、実際どうなってるのかは分からないんだとさ。ダリウス副代表の横暴だっていう声もあるけれど、まあこの非常事態に辣らつ腕わん振るえるの自体あの人しかいないんで、あんまり問題にはなってないみたいだな」

　それが、ダリウス・レヴィの非ひ凡ぼんさではあった。

　誰もが我が欲よくの塊かたまりといってよい魔法使いたちの集団を、さらに束ねる〈協会〉の副代表としてのカリスマ。いかに〈協会〉が長い権けん威いと伝統を誇ほこっているとはいえ、結局のところ、その組織の行く末を指し示すのが個人であることに変わりはない。

　この激動の時代、ダリウス・レヴィが事実上のトップだったことは、〈協会〉にとっての幸運であろう。

「それに、皆みんなが一番興味のあるのは、そこじゃねえしな」

「……どういうこと？」

「ん？　分かるだろ？」

　首を傾かしげて、圭が言う。

「一番皆が興味あるのは、本当に〈アストラル〉の仕切りなんかで、この大魔術決闘グラン・フエーデが成り立つのかってことだよ」

　その台詞せりふに、穂波と、背後の猫屋敷が緊きん張ちようの色を濃こくした。

　そうなのだ。

　魔術決闘フエーデに持ち込んだから、それでよいというものではない。

　今回の大魔術決闘グラン・フエーデは、通常の魔術決闘フエーデとは、多くの意味で異なっている。

　中でも、最も大きいのが、仕切りが〈協会〉でないことだろう。

　魔術決闘フエーデの建前を保たせているのは、あくまで〈協会〉という前提あってのことなのだ。参加した者の違い反はんを力ずくで押し潰つぶす〈協会〉という名の審しん判ぱんあってこそ、決けつ闘とうの神聖さは保たれる。

　それを鑑かんがみて、〈アストラル〉はどうか。

　実力的に見れば、〈アストラル〉は〈協会〉にも〈螺旋なる蛇オピオン〉にも劣おとる。なのに魔術決闘フエーデが成立しえたのは、どちらも後に退ひけぬように持っていった、当時の状じよう況きよう設定が大きい。契けい約やくから逃にげられぬよう、魔術世界に情報を流る布ふした〈銀の騎き士し団〉の貢こう献けんも無視できないだろう。

　しかし。

　一いつ旦たん、成立した今、彼らがどこまで魔術決闘フエーデの掟ルールを遵じゆん守しゆするかといえば──

「審判を抱だき込むなり脅おどすなりできれば、勝率は大いに高まる。〈アストラル〉が圧あつ倒とう的に小さい以上、当然ふたつの組織はそこを狙ねらうわな」

「…………」

　穂波が、息を詰つめる。

　追いつめられる〈アストラル〉を、想像したのだ。

「──ふん」

　さあ、と青ざめた少女の顔色を見て、圭は軽く唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「な、何？」

「いや？　ただ、俺の聞く限りだと、〈アストラル〉はうまくやってるみたいだけどな。〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の両方を牽けん制せいさせることで、どっちにも主導権を渡わたしてないとか」

「そ、そうなん？」

「まあ、裏はとれてないから噂うわさレベルだがね。あそこまで雲の上の世界だと、どこからどこまでが陰いん謀ぼうで、どこからどこまでが偶ぐう然ぜんなんだか、さっぱりだ。あの社長が抜ぬけ目ないのか、誰だれか切れ者の参謀でもついてるのかも、よく分からねえし」

　手を広げて、圭が夜空を仰あおぐ。

　本音だろう、と穂波は思った。

　パワーゲームとは、そういうものなのだ。

　陰謀や作意ばかりではなく、ちょっとした偶然や他人のポカまでもが、盤ばん面めんを大きく変えてしまう。最善だった札カードはたやすく悪手となり、最悪だった札カードもまたたやすく最善と変わる。

　いくつもの組織の利害や歴史、個人の心情さえ加味して流れていく、現実のゲーム。

（……いっちゃんの、今いる世界）

　穂波にさえ、理解はできても、実感のない世界だった。

　では、伊庭いつきには？

　おそらく、才能はある。

　自分よりも猫屋敷よりも、伊庭いつきにはその世界に足を踏ふみ入れる才能があった。以前より何度となくその片へん鱗りんを見せてもいた。

　しかし、才能を磨みがき、戦える能力と成すまでどれだけ少年は苦しんだことだろう。

　あの心優やさしい少年は、どれだけ自分を苛さいなんだろう。

　それを思うと、穂波の胸はずきりと痛んだ。

　そばにいてやれない自分にも、いたところで何もできないだろう自分にも、腹が立って仕方がなかった。

「──それに、この大魔術決闘グラン・フエーデを通して、〈アストラル〉が何をしたいのかもまだ分かってねえしな」

　がりがりと、圭が頭を搔かく。

「…………」

　穂波も、沈ちん黙もくする。

　いつきから、聞いたことはあった。

　自分や猫屋敷を〈アストラル〉に取り戻もどしたい。

　そして、〈アストラル〉をたやすく左右されないほどの結社にしたい。

　そう言ってくれた少年の声は、少女の胸の一番深いところに、しっかりと刻まれている。

　だけど。




　──本当に、それだけなのか？




　そう問われると、分からない。

　魔ま法ほう使いを罰ばつする魔法使いとして、多くの情報に触ふれている彼女をしても──あるいはそれだからこそ、少年の真意ははかりかねた。

　きゅっと唇を嚙かんで、思いを馳はせていると、

「お？　ちっと失礼」

　と、圭が、シャツの内側へ手を入れたのだ。

　スマートフォンを取り出し、その画面を見ると、青年は露ろ骨こつに顔をしかめた。

「どうしたん？」

「お嬢じようちゃんの予想通り、になったらしいな」

「なった？」

「もうひとり追加、だよ」

　スマートフォンを、圭が差し出す。

　多くの魔法使いは科学の産物を嫌きらうものだが、〈協会〉は例外的にその気質が薄うすかった。とはいえ、これほど堂々と使うものも稀まれである。圭自身が、魔法使いとしてははぐれであり、自分自身の魔術の才能を諦あきらめていることも大きいのだろう。

　機械に極きわめて弱い穂波の代わりに、猫屋敷が端たん末まつを受け取って、その画面を確かく認にんする。

　指を滑すべらせて操作すると、その眉まゆが寄った。

「こちらは？」

「こいつが、今回の相手だ」

　圭は、嫌いやみったらしく肩かたをすくめた。

「〈協会〉ご指名の──お前たちが罰する、魔法使いだよ」
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「あ、あ、ああ……」

　ちょうどそのとき、彼は顔をあげた。

　勘かんである。

　魔術とはいえない。それほどの理り屈くつは整ってない。しかし、直感の鋭するどさは魔術においても不可欠な要素であり、その一面においてのみはよほどの魔法使いにも劣おとらぬという自信が、彼にはあった。

　つまり、敵が来たのだと。

「こ、ここ、怖こわい……」

　どもりつつ、彼は自分の肩を抱だく。

　すでに、どのような相手が来るかは知っている。

　とてもとても強くて、怖い人たち。自分なんかよりもずっとずっとずっとずっと恐おそろしい、魔法使いを罰する魔法使いたち。そんな相手を前にしたなら、こんなちっぽけな自分など火に炙あぶられた霜しもよりもたやすく、この世アツシヤー界から消えてしまうだろう。

　歯の根が合わない。

　身体からだの芯しんから震ふるえが止まらない。

　そんな彼の肩に、そっと手が置かれた。

　一いつ瞬しゆん、一ひと際きわ大きくぶるりと震え──すぐにその華きや奢しやな手が、世界で最も信しん頼らいをおく相手のものだと、彼は知った。

「怖いの？」

「うう、う、うん」

　どもりながら、何度もうなずく。

　恥はずかしいけれど、この人にはその恥ずかしさも打ち明けられる。自分のありのままを告白できる相手のいる幸せを、彼は強く嚙みしめていた。

　女の手は、優やさしく彼の肩を撫なでる。

　彼の不安を、柔やわらかく包み込むように。

「大だい丈じよう夫ぶ。私が一いつ緒しよにいるもの。それとも、私が信頼できない？」

「う、うう、う、ううん」

　ぶんぶんと、彼は一生懸けん命めい首を横に振ふった。

「しし、信じてる、か、から」

「ええ、知ってるわ」

　女が、微び笑しようする。

　多分、彼だけが知ってる表情だろうと思う。

　いつも厳しく、鋭えい利りな刃は物ものにも似た彼女が、ほんの一時だけ見せる宝石のような笑えみ。




「絶対に、私が、あなたを守ってみせるから」




「……うん」

　本当は逆にしたいのにと思いながら、彼はもう一度うなずいたのであった。
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　夏だというのに、ひんやりと肌はだ寒ざむい闇やみの底であった。

　階段である。

　冷たい、石でできた階段だ。

　石段を這はう空気の流れは、まるで生命いのちを持つかのように独特の動きを示して、時折蠟ろう燭そくの火を揺ゆらす。そのたび、両横にそそりたつ凸でこ凹ぼこした壁かべでも、艶なまめかしい白色が波打つのであった。

　その建材が──実は積み重なった人骨であると、誰だれが一目で見み抜ぬけよう。

　頭ず蓋がい骨こつ、鎖さ骨こつ、腕わん骨こつ、腓ひ骨こつ、肋ろつ骨こつ、大だい腿たい骨こつ、あらゆる部位を問わずに重ねられた骨の山が、その地下の壁を形成しているのだ。

　その闇の中、蠟燭を持つ穂波が、唇くちびるを尖とがらせた。

「……なんで、よりによって地下墓地カタコンベなん？」

　少女たちが下りていったのは、パリの地下を占しめる施し設せつだったのだ。

　カタコンベ。

　名前だけなら、聞いたことがあるものも多いだろう。

　もともとはローマ時代、キリスト教の信者が集会所代わりにつくった避ひ難なん所じよの名である。それが後世になり、世界各所における地下墓地や、死者を葬ほうむる洞どう窟くつの一いつ般ぱん名めい称しようと化したものだ。

　とりわけ、パリのそれは大規模だった。

　六十万とも七十万ともいわれる人骨は、積み上げられるたびに地下坑こう道どうの構造を複雑化し、もはや地下迷めい宮きゆうといっても過言ではない域に達している。また、パリ市内、郊こう外がいに複数つくられた地下墓地カタコンベには、政府に認可されて観光地化したものもあれば、ほとんど手つかずのものもある次し第だいだ。

　穂波たちが下りているのは後者の、放置されたままの墓地であった。

「まあ、魔ま法ほう使いがひきこもるには、うってつけの土地でしょう」

　と、後ろで猫屋敷が口にする。

　こちらは、きょろきょろと壁や天てん井じようを忙いそがしく見回して、興味津しん々しんな様子である。

「歴史上、何十万という死がたまっていった場所です。たとえ死霊術ネクロマンシーでなくとも、利用できる呪じゆ力りよくには事欠かないでしょうね」

「あたしは、肌はだに合わへん」

「穂波さんの場合、死霊術師ネクロマンサーにはいい思い出がないですしね」

「……う」

　図星をさされ、穂波が口ごもる。

〈アストラル〉の貸し出し魔法使いレンタルマギカとなって以来、穂波が初めて完敗したのが〈螺旋なる蛇オピオン〉の死霊術師ネクロマンサー──メルキオーレであったからだ。

　二ヶ月前のロンドンでの戦いでは、その雪せつ辱じよく戦せんとして一いつ矢しを報むくいたものの、勝利をおさめるには至っていない。

「あ、後、五分もあったらあたしがばっちり勝ってた！」

「それはそれで間ま違ちがえてないと思いますけどね。向こうのチームワークも侮あなどると、痛い目に遭あいますよ」

「……それはまあ、そうやけど」

　頰ほおをふくらませて、穂波は言葉を継つぐ。

「影崎とチームワークとれって言われても、早々うまくいくわけあらへんやろ」

「それはまあ、確かに」

　今度は、猫屋敷が顔をしかめる番だった。

　魔法使いを罰ばつする魔法使いとなった今でも、あの男は遠い存在だった。底が知れないという以上に、得体が知れない。チームワークなどという言葉は、彼を前にすれば虚むなしいだけだ。

　だから、数秒沈ちん黙もくが続いてから、穂波も話題を変えた。

「──んで、今回の標的は、ギョーム・ケルビーニとかいう名前やったっけ」

「ええ」

　猫屋敷が、うなずく。

　圭のスマートフォンに映っていた小太りの男を、ふたりとも思い出す。

　年ねん齢れいは三十そこそこで、背は低め。ぽっこりとおなかが突つき出ている。その身体からだへ合わせた緑のスーツを、なんともおどおどした感じで着た外見は、どことなく昔のミュージカル映画を思い起こさせた。

「さっきの雑魚ざこと一いつ緒しよで、天使召喚術アルマデルの使い手やって書いてたよね。そのギョームさんは何をやって、あたしらに追われることになったん？」

「どうも、そのあたりが曖あい昧まいなんですよね」

「曖昧？」

「添てん付ぷされていたレポートには、〈協会〉所属の結社から勝手に脱だつ退たいしたということが書いてあったんですが、それってどうもおかしいでしょう？」

「……そりゃそうや。そんなん、その結社が自分で始末したらええ。いくら情勢が危あやういいうても、〈協会〉直属の魔法使いを罰する魔法使いを、そんなつまらん理由で動かすわけあらへん」

「なのに、レポートではそうなってるんですよ」

　不思議ですねえ、と棒読みで猫屋敷が付け加える。

　その意味を、穂波は思考する。

「──それは、それだけの特とく殊しゆな事情か能力を、ギョームっていう魔法使いが持ってるいうこと？」

「あくまで、推測です、が──」

「────っ!?」

　瞬しゆん間かん、猫屋敷が息を止め、穂波が大きく跳とびすさったのだ。

　石段が終わり、骨の壁かべばかりが続く闇やみの向こう側。

　そこに、小こ柄がらなスーツ姿が浮ういていた。

　三十そこそこの、小太りな男。たった今ふたりが思い浮かべていた格好より、現実はもう少しみすぼらしく、まるまるとした鼠ねずみみたいな愛想笑いを浮かべていた。

　ギョーム・ケルビーニ。

「ふうん」

　こちらは不敵に笑って、穂波が問う。

「手間を省くために、わざわざ自分から来てくれたわけ？」

「…………」

　相手は、喋しやべらない。

　余計な情報を与あたえないための、戦術か。

（……ほんまに？）

　穂波は、自問する。

　何かが、おかしかった。

　これまで超こえてきた修しゆ羅ら場ばの数が、少女の神経を刺し激げきしている。この人ひと影かげが見た目とは何か別のものを秘ひめていると、訴うつたえている。

　だが、それはいかなる秘密か。

（──ええい、ままや！）

　迷いは一瞬。

　考えて分からぬなら、まずは先手を取る。それもまた鉄則。




「我は乞うハイル！　穿うがて、我がヤドリギよ！」




　漆しつ黒こくのマントから、自動的にヤドリギが飛ひ翔しようした。

　一いつ切さいの隙すきをつくらぬ魔ま術じゆつの自動操作。魔法使いを罰する魔法使いとなって以来、穂波の得意とする技わざであった。

　こちらの隙をつくらず、相手をひるませることで強ごう引いんに虚きよをつくる。

　ヤドリギの射出とともに、少女の身体は死角へと飛び込む。

　両手の指の間には、すでに新たなヤドリギが挟はさまれている。先のヤドリギにどう対処するかを見て、二段構えの魔術で敵を射い貫ぬくという、穂波の得意とする戦術だった。

　しかし、その工く夫ふうが役立つことはなかった。

　あっさりと、小男──ギョームは、最初のヤドリギに貫つらぬかれたのだ。

「────!?」

　目を、剝むく。

　仮にも自分たちを要よう請せいしたほどの魔法使いが、こんな簡単に？

　前のめりに倒たおれた相手へ、穂波は慎しん重ちように近づいた。ゆっくりと手を伸のばし、脈があるかどうかを確かめる。手加減した魔術だったが、万が一はありうる。かすかに高鳴った心臓を意識しながら、少女は男の首元へ触ふれる。

　瞬間。

　忽こつ然ぜんと、ギョームの身体が消えたのだ。

「え──!?」

「ここ、こ、こっちだよ」

　振ふり返った。

　すると、相変わらずの卑ひ屈くつな笑えみを浮かべて、通路の向こう側でギョームが手を振っていたのだ。

（手て応ごたえは、あったのに──！）

　単なる幻げん覚かくをつくるだけの魔術なら、枚挙にいとまがない。

　神しん道とうにしろ陰おん陽みよう道どうにしろ天使召喚術アルマデルにしろ、ほぼ世界各国すべてに存在するだろう。穂波の使うケルト魔術にも、霧きりによって幻まぼろしをつくる魔術が存在するぐらいだ。

　しかし、ただの幻なら、こんな手応えはないはずだった。

（じゃあ、これは──）

　思考よりも早く、背後から呪じゆ力りよくが膨ふくれ上がる。




「疾チツ！」




　見守っていた猫屋敷が、霊れい符ふを放ったのだ。

　純白の霊符は飛翔半ばで分ぶん裂れつし、無数の金属の針となって、新たなギョームへと殺さつ到とうする。

　すなわち、太たい白はく破は軍ぐん金こん神じん符ふ呪じゆ。

　普ふ段だん頻ひん用ようしている火行符呪ではなく、あえて金行を選んだのは、人骨──すなわち土行の呪力が溢あふれる、ここの土と地ち柄がらを考えてのことだろう。

　土生金の、理ことわり。

　この地下にあっては、金行の呪力が増ぞう幅ふくされる。

　よほどの防ぼう御ぎよ魔術であっても、この相あい性しよう、このタイミングならば突とつ破ぱできるはずだった。

　しかし。

　その予想も、覆くつがえされた。

　霊符より放たれた無数の針は、くるりと反転したのだ。

　猫屋敷と穂波へ向かって！

「──、疾チツ！」

　さしもの猫屋敷が息を止め、ぎりぎりで新たな符を掲かかげる。

　火剋こく金の、理。

　金属は炎ほのおによって溶とかされるのが、五行の理り屈くつ。

　自分の火行の符によって、金行の魔術を受け止めたのだ。しかし、反転というあまりに予想外の現象には対処しきれず、青年のスーツも腕うでや脇わきの一部が裂さかれていた。

　対魔術用の仕し掛かけが施ほどこされた〈協会〉の品スーツでなければ、重傷となっていたやもしれぬ。

「あなた……っ、は」

「ひっ」

　睨にらんだ猫屋敷に、ギョームは震ふるえ上がった。

　そのままくるりと身を翻ひるがえし、通路の向こうへ走っていく。

「待ちぃ！」

　穂波が、追った。

　先の猫屋敷の轍てつを踏ふまぬよう、迂う闊かつな魔術は仕掛けず、呪力への感覚を研とぎ澄すます。いかなる魔術を、いかなる技術のもとに運用しているのか、冷静にそれを見み極きわめようとする。

　これもまた、修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけたがゆえの在り方。

　脳よりも身体からだに染しみついている戦術。

　そう。

　どれほど綿密な魔術だろうと、今の少女が見落とすことは無かったろう。

　魔術による仕掛けだったなら。

　走り出した穂波は、足元が突とつ然ぜん沈しずんだのを感じたのだ。

「え──っ!?」

　そのときには、もう遅おそかった。

　地面ごと滑かつ落らくするのを、穂波は感じた。

　巧こう妙みようにつくられた落とし穴が、少女ごと周囲の地じ盤ばんを滑落させたのだ。一いつ瞬しゆんで方向感覚が失われ、身体が闇やみへと巻き込まれる。

「──穂波さん！」

　声が遠く、頭上から暗闇へと流れていった。




　　　　＊




「──穂波さん！」

　猫屋敷が駆かけ寄ったときには、すでに遅かった。

　少女の滑落した穴は、完全に塞ふさがっていたのだ。青年にも一いつ切さいの呪力が感じられなかったところからすると、おそらく純じゆん粋すいに工学的な仕掛けだろう。

　外げ道どうであっても──いや外道であるからこそ、魔ま術じゆつの純粋性にこだわる魔法使いからすれば、これはまさしく盲もう点てんだった。

（さっきの、ギョームが……？）

　さきほどのプロフィールからすると、単独での逃とう避ひ行こうに思えたが、誰だれか協力者がいるということなのだろうか。

　あるいは、その協力者こそ、自分たちのような魔法使いを罰ばつする魔法使いを呼びだした理由か。

「ひとまず、穂波さんと合流しませんと──」

　そう言って、立ち上がりかけたときだった。

　別の呪じゆ力りよくを、猫屋敷は感じた。

　ギョームとは違ちがう。

　また別の──しかし、つい最近に感じたことのある気配。

「にゃあ！」

「にぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]あ！」

　白びやつ虎こと朱雀すざくが跳とびはね、猫屋敷を守るかのように、威い嚇かくする。

　たった今ギョームが逃にげていった通路の先に、まったく別の影かげが浮うき上がっていた。

　かん、と床ゆかを打ったのは木製のステッキ。

　目には片眼鏡モノクルをかけ、頭には上質のシルクハット。

　英国紳しん士しさながらのぴんと張られた背筋、闇と同化するような浅黒い肌はだで、男はしかとこちらを見み据すえていた。

　口を、開く。

「ああ、あなた様でございますか」

　奇き怪かいなイントネーションで告げた相手に──猫屋敷は、大きく目を剝むいた。




　　　　４




　暗闇の中、

「……い、た、たたた……」

　痛みに耐たえかねて、苦鳴がこぼれた。

　落下したのは、おそらく十メートルぐらいだろうか。途と中ちゆうまでは斜ななめに穴を滑すべっていたらしく、衝しよう撃げきはその半分ほどだったが、でなければどこかの骨が折れていたことだろう。

　腰こしに手を回し、目当ての品を探さぐり当てる。

　──光が、灯ともった。

　落としてしまった蠟ろう燭そくの代わりに、持ち歩いていた懐かい中ちゆう電灯のスイッチをいれたのだ。こうした科学の光は、呪力を感じるには強すぎるのだが、文句を言ってられる状じよう況きようでもあるまい。

　落ちてきたらしい天てん井じようへ光を向けて、できうる限りの声で呼んでみた。

「猫屋敷さん！　猫屋敷さーん！」

　さーん、さーん、さーん、と反はん響きよう音ばかりがこだまする。

　どうも、落ちてきた穴はすでに閉じられているらしい。飛んで戻もどるにも、さすがに地下墓地カタコンベにまで箒ほうきは持ち込んでなかった。魔女術ウイツチクラフトにとって、箒は必ひつ須すではないが、なしで飛ぶのは別の準備を必要とする。

「……ちょっと困ったなあ」

　口元を押さえ、穂波は周囲を照らし上げた。

　大きい部屋だった。

　さきほどの通路の、さらに地下の階層にあたるらしかった。地盤が露ろ出しゆつしているのは、元が坑こう道どうということなのだろう。

　幸い閉じこめられているわけではなく、斜め正面に──穂波の感覚が確かならば北西の方角に──暗い通路が続いていた。呪力や地磁気に感応して方角を知るのは、ケルト魔術を操あやつるドルイドとしては基き礎その技術である。

（空気の流れも……ある……）

　だったら、ひとまず生き埋うめという可能性は低かろう。

　安あん堵どの息をついて、穂波は思考を切り替かえる。

　それに、別のことも気になった。

　周囲の、呪力のことだ。

（……こっちは、どういうこと？）

　魔ま法ほう使いがこもったのなら、この地下墓地カタコンベは彼の工こう房ぼうということなのだろう。

　すなわち城と呼んでも、砦とりでと呼んでも、あるいはもっと無ぶ粋すいに研究所と呼んでも良い。

　なのに、周囲からはそれらしい──調整された呪力は感じられなかったのだ。

　あるのは、ただ無秩ちつ序じよに澱よどみ、溜たまっていった『死』の呪力のみ。それは地下墓地カタコンベなら当然のことで、魔法使いの工房としては物足りない。

　それに、さきほど自分へ仕し掛かけた落とし穴からしても、彼ひとりの犯行とは考えにくかった。

（協力者がいる……？）

　おそらく、間違いない。

　問題は、それがいかなる人物かということだ。

　何かしら手がかりはないものかと、周囲へ目をこらす。猫屋敷と連れん絡らくがとれない以上、無む闇やみに動きまわるより、少しでも相手の情報が欲しかった。

　そのとき、声がしたのだ。

　穂波の落ちた部屋から続く、通路の先だった。

　歌声であった。





　──ロンドン橋落ちる（London bridge is falling down,）

　　　落ちる、落ちる（Falling down, falling down,）

　　　ロンドン橋落ちる（London bridge is falling down,）

　　　マイフェアレディ（My fair Lady.）






　マザーグース。

　英国に知らぬ者とてない童どう謡ようであった。穂波も〈学院〉に留学していた頃ころ、何度となく耳にしたものであった。

「え……」

　とりわけ、この曲は穂波の重大な記き憶おくに根ざした──

「……おや……これは」

　と、歌声がやみ、同じところで首が傾かしげられる。

　長い髪かみが、半顔を覆おおっていた。

　ひどく不健康そうな、青白い肌はだ。目の下には分厚いくまをつくっており、瞳ひとみの焦しよう点てんはどこか遠くを彷徨さまよっている。細い身体からだをチュニックで覆い、さらにその上から黄色い長衣ローブを羽織っていた。

　中世の医師のスタイルだと、穂波は知っていた。

　イタリアの道化クラウンとも出自を同じくする、ある種の魔法使いが好む服装。

「まさか……こんな……ところで……お会いするとは」

　咳せき混じりの声を、忘れるはずもない。

　全身に緊きん張ちようを漲みなぎらせながら、穂波は青年の名を呼んだ。




「メル……キオーレ……」




　そこにいたのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈永遠ネツアク〉の座セフイラー──死霊術師ネクロマンサーたる青年、メルキオーレであった。




　　　　＊




「ああ、あなた様でございますか」

　そう言った相手に、猫屋敷は目を剝むいた。

　片眼鏡モノクルとステッキ。年ねん齢れい不ふ詳しようの浅黒い肌に、どこか浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　その、男の名は──

「サタ、ジット……」

　と、猫屋敷が呻うめく。

　前回の事件で初めて出会った、〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈慈悲ヘセド〉の座セフイラーだった。

（〈螺旋なる蛇オピオン〉……っ！）

　では、これが〈協会〉が『魔法使いを罰する魔法使い自分たち』を差し向けた理由か。

　それなら、辻つじ褄つまは合う。

　大魔術決闘グラン・フエーデの会議を重ねてはいても、それまでの間不ふ可か侵しんの条約を取り付けたわけでもない。何らかの工作を〈螺旋なる蛇オピオン〉が行っていたとして、何の不思議があろうか。

「いかがしました？　私がここにいるのはそんなに不思議でございますか？　そう驚おどろかれてしまっては、こちらも二の句を継つぎにくくなってしまいますが」

「それは驚きますよ。〈協会〉と〈アストラル〉との会議はどうなったんですか」

「さて、どうなったと思います？」

「言うつもりがないなら、そう言ってくださいよ」

　肩かたをすくめて、猫屋敷は密ひそかに歯は嚙がみした。

（よりにもよって、この座セフイラーですか……）

〈螺旋なる蛇オピオン〉のそれぞれの座セフイラーについて、青年は大おお雑ざつ把ぱな戦力分ぶん析せきをすませている。

　もとより一対一の戦いにおいては、無類の強さを誇ほこる猫屋敷だ。

　妖精眼グラム・サイトを持つフィンは別格としても、これまでに戦ったほかの座セフイラーについては、ある程度の優位を保てると考えていた。魔術戦闘フエーデが互たがいに隠かくし持った手札の切り合いである以上、多くの選せん択たく肢しがある自分はそれだけで有利だからだ。

　しかし。

　いまだ正体すらつかめぬ〈王冠ケテル〉の少女タブラ・ラサと──このサタジットは、例外だった。

　フィンのように別格、というのではない。

　単純に、分からない。

　二ヶ月前のロンドンで見せられた一いつ端たんだけでは、彼らの『力』を推おし量ることもかなわない。

　ただ、その魔ま術じゆつだけは予想がついていた。

　道術。

　影崎と同じ、魔術系統。

（……あの人と、同じ……）

　世界でたったひとり、猫屋敷が一対一で敗北した魔法使いと、同じ魔術。

「さて、どういたします？」

　くるりと回ったステッキに、猫屋敷の手が反応した。

（先手必勝──！）

　その意思を、呪じゆ力りよくと結印が体現する。

　叫さけんだ。




「疾チツ！」




　　　　５




　先手必勝。

　そう考えたのは、猫屋敷だけではなかった。

　相手を確かく認にんするが早いか、穂波の手も風のごとき速すみやかさでマントの懐ふところへと流れた。




「我は乞うハイル！」




　呪力を、ほんの一いつ瞬しゆんで集中させる。その鋭するどさと速度の兼かね合いこそ、少女が魔法使いを罰する魔法使いたる所以ゆえん。

　しかし。

　放ちかけたヤドリギを、少女は自分で止めたのだ。

「どう……したのかな……？」

　ぎこちなく、メルキオーレが首を傾かしげた。

（……やっぱり、おかしくない？）

　その青年を睨にらみつけたまま、穂波は自問する。

　これだけ死し臭しゆうの強い土地だ。死霊術師ネクロマンサーであるメルキオーレが潜ひそんでいることは自然ともいえる。

　しかし、違い和わ感もあった。

　些さ細さいな、けして無視できない何か。

　魔法使いを罰ばつする魔法使いとなって以来、より鋭く磨みがかれてきた穂波の直感。

　それが、少女にこう言わせた。

「あんた……本当に、メルキオーレ？」

「…………」

　目の前の青年が、沈ちん黙もくする。

　変化はない。相変わらず不健康そうな青白い顔には、人を食ったような眠ねむそうな表情が浮うかぶばかりだ。

　ただ、柔やわらかく笑った。

　次の瞬間。

　柔らかすぎた笑みが、ぐにゃりと歪んだのだ。

　どろどろとドライアイスが煙けむりに変ずるごとく崩ほう壊かいし、生命いのちを持つかのような煙は、そのまま別のカタチを選んだ。

　見覚えのある少女の姿であった。

　さしもの穂波が、硬こう直ちよくする。

「あ、たし……っ!?」

　新たに現れた人物は、もうひとりの『穂波』自身だったのだ。

　肩かたを覆おおう漆しつ黒こくのマントも、企き業ぎよう秘書を思わせる真っ白なシャツも、頭に被かぶった魔女の三角帽子力の円錐もすべて同じ。ただ、蒼あおく凍こおりついた瞳ひとみの底にへばりついた泥どろのような感情だけが、穂波の背筋をぞっと震ふるわせるほどの、異様な嫌けん悪お感を覚えさせた。

　その『穂波』の手が、霞かすんだ。




「我は乞うハイル。天にも地にもあらざる霊れい樹じゆの加護もて、北東の災わざわいを穿うがて」




　新たな『穂波』の詠えい唱しようを耳にするのと、なかば条件反射的に、少女がマントの内側から自らのヤドリギを引き抜ぬくのが同時であった。




「我は乞うハイル！　力の円えん錐すいの加護もて、南西の呪のろいを打ち砕くだかん！」




　放たれるふたつのヤドリギ。

　神殺しの呪力を纏まとった霊樹は、ふたりの中間で激げき突とつした。

　ごっ、と空気を圧縮して、相そう殺さいされる呪力はまさしく同質・同量。相そう似じする魔ま術じゆつ系統以外では起こらない、真っ向からの呪じゆ力りよくの衝しよう突とつであった。

（本当に、ケルト魔術……っ!?）

　信じられぬ思いで、穂波が暴風の中、目を見開く。

　ケルト魔術をまともに行使できるものなど、フィン・クルーダや自らの祖母たるヘイゼル・アンブラーも含ふくめて、世界にもわずか数人きりのはず。

　ならば、この『穂波』は一体何者か？

　いや。

　何物か？

　ひどく邪じや悪あくな表情で、もうひとりの『穂波』は笑った。

「…………っ！」

　えずきそうになるのを、必死に少女はこらえた。

　どうしようもなく吐はき気を覚える──嫌悪というより憎ぞう悪おに近い感情を湧わき上がらせる、自分自身の顔。

　こんなにも、自分は醜みにくい人間であったろうか。

　その間にも、『穂波』は動く。
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「我は乞うハイル！　力の円錐のもと、穿て北東の邪悪！」

「さらに我は乞うハイル！　力の円錐をもって、北東の災いを討うち滅ほろぼせ！」






　もうひとりの『穂波』が片手を振ふると、マントの内側から自動的にヤドリギの矢が閃ひらめいた。

　投射する魔術まで、自分と同じ。

　秘ひ匿とく級の呪物フエテイシユを使った、隙すきを生じぬ自動攻こう撃げき。さらにはヤドリギの散さん弾だんをも重ね、容易には対処しがたい二重の弾幕を形成した。

　対して、




「我は乞うハイル！　風と岩の加護もて自らを護まもる盾たてとなす！　在れ！」




　呪じゆ力りよくを込めた円石サークルストーンを、穂波はばらまく。

　ケルト魔術における、代表的な守護魔術。

　自動掃そう射しやのヤドリギ程度はその円石で十分弾はじききれる。ただし、本人が直接呪力を込めたヤドリギの散弾までは防ぎきれず、少女は咄とつ嗟さに床ゆかを転がった。

　ストッキングが破れ、すりきずができるのも構わない。

　無理矢理ついた膝ひざから力ずくで起き上がり、ヤドリギの矢を返す。しかし、穂波自身が想像した通りに、もうひとりの『穂波』はその魔術を防護して──

「え……？」

　一いつ瞬しゆん、その光景に何かがだぶった。

（これ、って……）

　穂波の中の、ある感覚が明めい滅めつしたのだ。

　薄うすく、淡あわく、しかし棘とげのように引っかかる──多分、さきほどの違い和わ感とも根を同じくしている何か。

　既視感デジヤヴ。

（前にも……会ったことが……ある……？）

　深く、深く。

　穂波自身、〈協会〉へ派は遣けんされてからは自ら封ふう印いんしてきたような記き憶おく。

　その記憶には、色がついていた。

　アカイロ。

　赤しやつ光こう。

　紅クリムゾン。

　──妖精眼グラム・サイト。

（あれ……って……いっちゃんの目が……暴走したときの……）

　もう、丸一年も前のこと。

　穂波といつきと、みかんとラピスの四人で向かった、ウェールズの奥地。

　あのとき、森で出会ったものは、何だったか。朧おぼろな記憶の欠片かけらがつながり、ある結論カタチを少女へと示し唆さした。

　たとえば、それは。

　忘れがたい──この指に刻まれていたカタチ。

（だったら……）




「我は乞うハイル！」




　もうひとりの『穂波』が、高く右手を掲かかげた。




「霊樹の長老たる汝なんじの庇ひ護ごと力を、我がもとにもたらさんことを！」




　もうひとりの『穂波』の手から、緑の蔦つたが伸のびる。

　それは少女自身にとっても切り札たる魔術──〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーさえ滅ぼすに足る、ミストルティンの槍やり。

　顔の肌はだを炙あぶるかのような呪じゆ力りよくに、穂波は耐たえた。

　もっと別のことに、感覚を研とぎ澄すました。

　ヤドリギを構える。

　地下の風が、裂さけた。

　真っ向から振るわれる、ミストルティンの槍。

　文字通り神をも屠ほふる呪力を前に、わざと少女は目線を切った。

「そ、こ──！」




「我は乞うハイル！　力の円えん錐すいの加護もて、南西の災いを打ち砕くだかん！」




　もうひとりの『穂波』の放ったミストルティンの槍を無視して、穂波はそのヤドリギの散弾を明後日あさつての方向へと放った。




　　　　＊




　──刹せつ那な。


猫屋敷は、過あやまちを悟さとった。






　　　　＊




　──豁かつ然ぜん。


穂波は、真実を悟った。






　　　　＊




　遠くで、鏡の割れる音がした。




　　　　６




　通路を駆かける音が、高く響ひびく。

　うずたかく積み上がった人骨の迷路を、魔ま法ほう使いは走っていた。先に飛ばしている蛍ほたるの式神が、朧に地下墓地カタコンベを照らしあげ、その光だけを頼たよりに狭せまい通路をひたはしっている。

「うにゃあ」

　通路の途と中ちゆうで、ぶち猫ねこが鳴いた。

　魔法使いの視線が、横にそれる。

　すると、そこから、もうひとつの足音が合流したのだ。

「穂波さん」

「猫屋敷さん！」

　同じく走ってきた少女が、額の汗あせを拭ぬぐって、顔を輝かがやかせた。

「良かった。そっちも無事やったんやね？」

「少し……目眩めまいはしてますけど。穂波さんこそ、大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

「さっきの魔術を破ってから、ぐるっと回って、階段のぼってきたんや。案外すぐ近くやったよ」

　片目をつむって、穂波がガッツポーズを取る。

　猫屋敷は、軽く微び苦く笑しようした。

「なるほど。じゃあ、続きは追いかけながら」

「うん！」

　互たがいにうなずき、通路を再び走りながら、ふたりの魔法使いは言葉をかわす。

「──猫屋敷さんは、あの魔術の正体をつかめたん？」

「ええ。かなりぎりぎりだったのは本当ですけどね。こういう呪力の解かい析せきは玄武が得意なものでして……私よりも早く気づいてくれました」

「……にあ」

　と、眠ねむたげな鳴き声が響いた。

　青年の先を走っている少し太った黒猫が、これは得意そうに身を揺ゆらしたのだ。

「まあ、穂波さんが破ってくれなければ、しばらく固まったままだったかと思いますよ。こっちが逃にげられたのは余録みたいなもんです」

「そ、そっかな」

「ブーメラン効果でしょうね。そっちの魔術を返されたショックで、こっちへのかかりもぐらっと揺れてくれましたから」

　何かしら思いを馳はせるように、猫屋敷は肩かたをすくめる。

　そして、ふたりともが、長かった通路の先へ視線をあげた。

「あそこ！」

　穂波の指があがる。

　少し広い空間につながるらしい、二重三重に木製の建材で補強された地点であった。

　そこに、小太りの影かげがうずくまっていたのだ。

　ぎくり、と影が振ふり返った。

「ギョーム」

「く、くく、く、来るな！」

　どもりながら、男──ギョームが叫さけぶ。

　どうやら、その空間に飛び込む直前で転げたらしい。

　足首を痛めたものか、ズボンが汚よごれるのもかまわず、尻しり餅もちをついた体勢で必死に後ずさっている。

「く、来るな、な、なな、なな、く、来るる、る、なな、ななな、来る、る、なな──！」

　そして、これだけは滑なめらかな発声で、一枚の鏡とともに告げたのだ。




「Apparea Mali Umbra, Per Speculum鏡の内より出でよ、内なる悪よ」




　男の身体からだがぶれて、複数の同じ姿を周囲に顕けん現げんさせたのだ。

　その奇き怪かいな現象を前に、穂波と猫屋敷が目を見張る。

「これって……やっぱり」

「鏡魔術リートウス・スペクルム……ですかね」

　鏡を使った魔術は、洋の東西を問わず存在する。

　日本の各地から銅鏡が発はつ掘くつされるように、今も占うらない師が鏡を使うように、はたまた多くの都市伝説に合わせ鏡やお手洗いの鏡が登場するように、魔術の発展には鏡という存在が欠かせない。

　だが。

　鏡に特化した魔ま術じゆつ系統となれば──？

　穂波も猫屋敷も、そんな魔術系統は知らない。

　鏡魔術リートウス・スペクルムというのは、もっと一いつ般ぱん的な魔術に存在する、技法としての名前だ。

　今のように自分の影を映し出す程度ならともかく、猫屋敷の符ふを反射するような芸当は不可能である。まして、敵の内側から彼ら自身の恐れる存在を映し出すことなど、想像だにできない。

　しかし、穂波には経験があった。

（ウェールズで、いっちゃんの目が暴走したときも……やっぱり、いっちゃんの怖こわがってた相手が実体化してたから……）

　おそらく、それと似たような魔術だろうと、判断したのだ。

　だからこそ、幻げん影えいそのものではなく、幻影の『核かく』を打ち抜ぬいたのである。

「確かに、あんたはたいした異能者なんやろうけれど──」

　囁ささやいて、穂波の手が流れた。




「我は乞うハイル！　力の円えん錐すいの加護もて、すなわち円えん環かんの理ことわりとともに南西の災わざわいを穿うがて」




　指の間から、ヤドリギの矢が射出される。

　それらの矢は通路のぎりぎり内側を辿たどり、急カーブ円環を描えがいて、新たに出没したギョームの複製を次々貫つらぬいた。打ち抜かれたギョームたちは声もなく、幻まぼろしはしょせん幻に過ぎぬというかのように、搔かき消えていく。

「種が割れたら、何度もかからへん。その鏡に映らない角度やったら、こっちの魔術も反射されないってことやろ？」

　穂波が、すっと眼鏡めがねの位置を直す。

　ゆっくりと、歩み寄る。

　相手を逃がさない程度に早く、相手の心を折るのに十分なほど遅おそく。魔法使いを罰ばつする魔法使いとなってから、習得したやり方。

　数歩手前で止まって、睨ねめつける。

「覚かく悟ごはできてる？　殺せとは言われてへん。やけど、しばらく魔術が使えんぐらいにはなってもらうから」

　絶望を煽あおるように、ヤドリギを見せつけた。

　ほんの少し心が痛むのを感じながら、しかしはっきりと呪文スペルを口ずさむ。




「我は乞うハイル。天にも地にもあらざる霊れい樹じゆの加護と力の円錐もて、北西の禍まがつ事を打ち砕くだかんことを」




「ひ、ひひ、ひいいいっ！」

　ギョームが自らの顔を両手で覆おおう。

　その、刹せつ那な。




「──禁」




　澄すんだ声が、流れた。

　途と端たん、放たれたヤドリギから、呪じゆ力りよくが雲散霧む消しようしたのだ。

　魔術を解かれたヤドリギはただの木の枝となり、ギョームの肩かたにあたって弾はじかれた。

「っ──!?」

　ギョーム自身は魔術の発動段階で昏こん倒とうしていたのだが、目の前で起きた現象に、穂波は五体を強こわばらせた。

（魔術を……消した!?）

　穂波の知る限り、そのような現象を起こした者はふたりしかいない。

　伊庭いつきと、フィン・クルーダ。

　呪力そのものを扱あつかう妖精眼グラム・サイトのみが、魔術の威い力りよくを直接左右する奇き蹟せきを可能とした。

　だが、これは。

「禁きん呪じゆっていうの。西洋圏けんでは珍めずらしい魔術だったわね」

「────っ！」

　少女が視線をあげる。

　通路の先の空間から、新たな気配が現れたのだ。

「あんたっ！」

　臨戦態勢を取り、穂波の指がヤドリギを挟はさみとる。

　しかし──今度は、背後からの手が、少女を制止したのだ。

「猫屋敷さん!?」

「すいません。一応、面識程度はある相手でして」

　闇やみから白く浮うかび上がった妙みよう齢れいの美女を、猫屋敷は厳しい視線で見つめた。

　チャイナドレスを纏まとった女であった。

　アジア圏に特有の白い面おもての女は、そんな青年を見返して、楽しそうにくくっと喉のどを鳴らしたのである。

「何年ぶりになるかしら。あの少年がずいぶん年をとったこと」

「たっぷり十年以上は経たってますよ。あなたの方はまったく変わりませんね」

「はしくれとはいえ、道士だから」

　チャイナドレスの女は、妖あやしい笑えみで言葉を飾かざった。

　そのやりとりに、穂波が眉まゆをひそめる。

「この人、一体何？」

「劉芳蘭リウフアンラン。……私たちより前の代の、魔法使いを罰する魔法使いですよ」

「え？」

　きょとんと、少女の瞼まぶたがしばたかれた。

　予想外の答えを口にした青年は、そのまま女──芳蘭の背後へ呼びかけたのだ。

「早く出てきてください。どうせ、まだいるんでしょう」

「……ふむ」

　猫屋敷が促うながすと、先の空間から、新たな人ひと影かげが歩み出た。

　今度は、穂波も知る姿であった。

　くたびれたスーツに、中肉中背の身体からだつき。よくよく見れば整った顔つきだというのに、どんな街にも埋まい没ぼつしてしまいそうなほど、存在感が薄うすい。眉の長さも鼻の高さも瞳ひとみの深さも、すべてが平均的な──平均的であると思わせる、いっそ悪あく魔まのごとき異い貌ぼうであった。

　こんな男は、ひとりしかいまい。

「影崎さん……」

「どうやら見み透すかされていましたか」

「これだけヒントを与あたえられれば、嫌いやでも分かります。まあ、ここまで総出でお出で迎むかえしてくださるとは思ってなかったですが」

　うんざりしたように、猫屋敷がかぶりを振ふる。

　そして。

　もうひとり。

「そんな……」

　影崎に続いて、最後に現れた人間の姿に、愕がく然ぜんと穂波は息を詰つめた。

「──どうやら、合格といったところか」

　声こわ音ねさえ、世界をひしぐようだった。

　影崎とは、まるで真逆の存在。

　金きん髪ぱつのオールバックは獅し子しの鬣たてがみを思わせ、蒼氷色のまなざしは見つめるものを凍こおらせる。何よりも、全身から横おう溢いつする覇は気きこそが、彼がいかなる存在かを雄ゆう弁べんに語っていた。

　すなわち、王だと。

　魔法使いを統すべる、王者であると。




「……ダリウス・レヴィ」




〈協会〉の重じゆう鎮ちんを束ね、いまや魔ま術じゆつ世界で最も多た忙ぼうを極きわめるはずの男が、そこに佇たたずんでいた。




　　　　７




　数分後、穂波たちは通路の先へ通されていた。

　そこは、ホールになっていた。

　どうやら、古い礼拝堂らしい。地下墓地カタコンベともども、坑こう道どうを利用してつくられたものだろう。さきほどまでのような人骨の壁かべはなく、ひんやりとした空気の中に、厳おごそかな説教台といくつかの長なが椅い子すが置かれていた。

　そして、中央には大きな魔法円。

　これも年代物らしく、穂波も知らないような術式がいくつも採用されていたが、欠けている部分はひとつとて無かった。

「……ここは、〈協会〉にとって重要な場所でね。ごく一部の、特別な人間にしか知らされてない」

　先を進み、ダリウスが言った。

　その父に──いや、上司に向かって、穂波は問う。

「なんで、そんな場所に呼ばれたわけ？　そもそも、あたしらはさっきのギョームを罰ばつするはずじゃなかったん？　わざわざそれをさしとめて、何のつもり？」

「……ほう。もう、分かっているかと思っていたが」

「だから、何のこと！」

　苛いら立だちを隠かくさず、歯を剝むいた少女に、ダリウスがぐるりと振り向いた。

「本当に、分からないかね？」

「っ……！」

　少女が、視線を外す。

　すると、ともに歩いていたチャイナドレスの女──芳蘭が、猫屋敷へと口を開いた。

「あなたの方は、薄々気づいていたみたいだけど？」

「こんなの時間の問題です。穂波さんだって、言いたくないだけで分かってますよ。──もっとも、あなたはとっくに引退されたのだと思ってましたが」

「してたわよ。戻もどってこない方が良かったかしら」

「どちらでも」

　嫌そうに片目をつむって、猫屋敷は答えを口にした。

「いわば、これは選せん抜ばつ試験だったのでしょう」

　一いつ拍ぱくおいて、続ける。




「大魔術決闘グラン・フエーデに、私たちがふさわしいかどうかの」




「────っ！」

　穂波が、ぐっと拳こぶしを握にぎり込んだ。

　実際、影崎が現れたあたりから、少女にも予想はついていたのだ。

　あまりにも理由が曖あい昧まいだった、ギョームという魔法使いの捕ほ縛ばく指令。この地下墓地カタコンベでの用意周しゆう到とうすぎた罠わな。

　今回の指令そのものが選抜試験だったとすれば、これらの謎なぞは解消される。

「こんな試験でもせんと、あたしらが信用できなかったわけ？」

　ダリウスへと、言い募つのる。

　壮そう漢かんは、ただ軽く肩かたを揺ゆすった。

「それもあるが、実戦で把は握あくしてもらう必要もあった」

「把握？」

「大魔術決闘グラン・フエーデで、お前たちと組む相手の能力だ」

「それ──って」

　穂波が、背後を振り返る。

「よろしくお願いするわ。──さ、あなたも」

「よ、よよよ、よろ、し、ししく」

　嫣えん然ぜんと微び笑しようした芳蘭にせかされ、意識を取り戻したばかりのギョームはひどく申し訳なさそうに首をひっこめたのだ。

　が、話題とは別のことに、穂波と猫屋敷は目を見開いた。

「あなた!?」

「ええ、夫婦だもの。もともと引退していたのも、この人と結けつ婚こんしたからよ。──あら、何よふたりともその顔」

「あ、ううん……」

「その、何も……」

　ふたりとも、ただ茫ぼう然ぜんとかぶりを振ふった。

　対して、愛いとおしそうに小男ギヨームの頰ほおを撫なでながら、芳蘭は唇くちびるを尖とがらせる。

「さっきの仕し掛かけも、夫婦ならではの呼吸だったと思うのだけど」

「仕掛け……って、落とし穴の？」

　穂波が訊きくと、女道士は軽く目を細めた。

「落とし穴はおまけだけどね。──地下墓地カタコンベ全体に陣じんを敷しいて、あなたたちから呪じゆ力りよくに対する感覚を禁じさせてもらったの。まったく感じさせなくしたのではなく、強度についての感覚を曖昧にしたわけ。結果として、本体に劣おとるはずの鏡の魔術を、十分以上の威い力りよくに感じたんじゃない？」

　禁呪。

　古い、中国の伝説にある魔ま術じゆつだ。

　穂波も、ひととおりの知識しかない。

　いわく、それは万ばん物ぶつを禁じてくくる魔術だという。

　火を禁ずれば熱を無くし、鳥を禁ずれば飛ぶことはかなわず。刃はを禁ずれば斬きることはあたわず、そして人を禁ずればその存在自体が消え失うせると、伝説では言われている。

　しかし、芳蘭の言うような使い方が可能なら──

「ギョームも含ふくめて、それなり以上の応用法があるのは分かるだろう。お前たち自身、あれほど手こずったわけだからな」

　と、ダリウスが言った。

　その通りだ。

　鏡魔術リートウス・スペクルムと禁呪も、それだけで決定打になるような魔術ではない。しかし、効果的に使ったなら、格上の相手でも逆転しうる切り札となりうる。

　無論、普ふ通つうの魔術決闘フエーデであれば、後ろ指をさされるやり方であろうが──

「──つまり、あたしらにイカサマを覚えておけってわけ？」

「必要だろう」

　臆おく面めんもなく、ダリウスは告げる。

　広間の魔法円の前に立ち、振り返った。

「お前たちに、報告しておこう」

　厳おごそかに、声こわ音ねが床ゆかを這はった。

「大魔術決闘グラン・フエーデの形式が一部決まった。少数精せい鋭えいを旨むねとする〈螺旋なる蛇オピオン〉は九人の幹部を全員出す。〈協会〉からはそれより少ない七人の魔法使いですます代わり、足りないふたり──つまり二回のみ、外部よりの支し援えんをいれてよいということになった」

「それは、〈アストラル〉との折せつ衝しようで？」

「あそこの社長に、随ずい分ぶんねじ込まれてな」

　少しだけ不快そうに、ダリウスの唇が歪ゆがむ。

　精鋭のみの数は勝まさる〈螺旋なる蛇オピオン〉。

　対して、集団としての強みを生かしたい〈協会〉。

　その双そう方ほうの意見を取り入れた形式ということになる。

　いかなる折衝が行われたかは分からぬが、そのカタチに落とし込んだ〈アストラル〉こそ一番の狸たぬきということになろう。

　しかし、それを聞いて、猫屋敷は眉まゆを寄せた。

「七人って言いますと……私たちと影崎にこのふたりを加えるとしても、まだ五人にしかなりませんが？」

「私も、加わらせてもらう」

　ダリウスが、至し極ごく当然とばかりに答えたのだ。

「──は？　副代表が？」

「もとより、この儀ぎ式しきが失敗すれば、私も失しつ脚きやくせざるを得まい。いや、〈協会〉という存在自体がその意味の大部分をなくすだろう。ゆえに、私を温存しておく意味はなく、もうひとりも自動的に決定する」

「もうひとり？」

「ああ」

　ダリウスが、顎あごをしゃくった。

「もう、そこにいらっしゃる」

「!?」

　穂波と猫屋敷、ふたりが猛もう然ぜんと振ふり返った。

　それは、いつのまにか魔法円の中央に立っていた。

（霊エーテル体……!?）

　穂波が、瞬まばたきする。

　年の頃ころは、十六か七か。

　霊エーテル体ゆえに半はん透とう明めいで──そして真っ黒な少年であった。

　肌はだも、髪かみも、唇くちびるも、瞳ひとみも、星ひとつない夜のよう。纏まとった聖職衣カソツクも垂らした肩帯ストラも、極ごく上じようの天鵞絨びろうどを幾いく重えも折り重ねたかのごとき真実まことの漆しつ黒こく。化け粧しようひとつしてないのに、爪つめの色さえ黒かった。

　手には宝ほう錫しやく、額には茨いばらの冠かんむり。

　黒き肌の御み子こ。

　その荘そう厳ごんたる佇たたずまいに、稲いな妻ずまにうたれたごとく、全員が立ちすくむ。

　そして、肌の色も性別も違ちがうのに、むしろ真逆だというのに、ある人物の姿を穂波は思い浮うかべた。

（……まるで、タブラ・ラサと……）

「そうだとも」

　黒い少年が、うなずいた。

　思考しただけの内容に、反応したのだ。

「っ──！」

「吾われとあれは、相そう似じする形象のひとつずつだ。似てるというよりも、ひとつの現象の裏表に過ぎぬ。ゆえ、あれが魔術決闘フエーデに出るとなれば、吾も出ぬわけにいかぬ。本来、吾々は人界に影えい響きようすべきではなく、しかしひとつところにあるべきモノなのだから」

　少年は、ゆるゆると口にする。

　空気を震ふるわせる声音ではなく、直接頭へと染しみ通る思念であった。

　霊エーテル体ならば当たり前のことなのに、その思念を受けただけで、穂波は舌の根まで痺しびれるのを感じた。

　量ではなく、圧力ではなく、少年が自然に纏う呪じゆ力りよくの質がそうさせるのだった。

　いかなる霊れい地ちも及およばぬ、あまりにも純じゆん粋すい化された呪力。

　ただひたすらに無む垢くなる『力エネルギー』

（まさ……か……）

　ひとつの伝説を、穂波は思い出した。

　西洋圏けんの多くの結社では、入門したばかりの者を０＝０ニオフアイトと呼び、肉体を持つ人間の達成しうる限界を７＝４アデプタス＝イグゼンタプスと呼ぶ。名めい称しようや細かい解かい釈しやくには結社ごとの変化が見られるが、大おお雑ざつ把ぱな位階の配置自体はほとんどの地域で変わらず──さらに、すべての結社を統すべるべき存在として、その限界より上の位階が記されているのだ。

　すなわち、秘匿されし首領シークレツト・チーフたち。

　８＝３マジスター・テンプリ。

　９＝２メイガス。

　１０＝１イプシシマス。

　穂波さえ、名目上のみと信じていた第三陣サード・オーダー。

　掠かすれた声で、今少女は問う。

「あな……たは……」

「西洋の位階を使うのならば、９＝２メイガスということになろう」

　ごくごく静かに、淡たん々たんと、黒い少年は言う。

　そして。

　そして。

　そして、




「〈協会〉の代表をつとめる、ニグレドという」




　自らの名を、告げたのであった。




　　　　８




　……時は流れる。




　いつしか、黒い少年の姿は地下墓地カタコンベから消えていた。

　ダリウス・レヴィもいない。

「ふたりとも行ったわよ。……あなた、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ふえ、あ、ああ、あ、あ、だ、だだ、だ、だいじょう、ぶ」

　ぺしぺし、と芳蘭に優やさしく頰ほおを叩たたかれ、膝ひざ枕まくらされていたギョームが目を覚ます。

　さきほどのニグレドの圧力によって、完全に昏こん倒とうしてしまっていたのである。昔のいつきでさえ事が終わるまでは気絶しなかったあたりを考えると、これは滅めつ多たにない逸いつ材ざいと言えるかもしれない。

　その隣となりで、

「──どうでした？　代表との面会は」

　と、これはひどく薄うすっぺらい声が流れた。

　無論、影崎であった。

「疲つかれた」

　正直に言って、穂波は嫌いやそうに唇をへの字にする。

「さっきのが、あんたの言うてた、タブラ・ラサの正体ってわけやね」

「ええ。前にも話はしましたし、だいたい勘かんづいていたでしょう？　〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈協会〉は同じところから生まれたものだって」

「そうやね」

　影崎の言葉に、うなずく。

「遺い憾かんやけれど、どうしても〈協会〉が勝たなあかんってのは分かった」

　わざとらしく、少女はため息をついた。

　ニグレドとの対談は、少なくともその理由をはっきりさせたのだ。

（いっちゃんは……どう思うか分からへんけど）

　自分と猫屋敷を取り返したいと、そう言ってくれた少年。

　彼の願いにかなうのかどうかは、分からない。

　あるいは自分の行動によって、その願いを妨さまたげてしまうのかもしれない。少年の立場と視点を少女が得られない以上、すれ違ちがいはどうしても起こりえる。

　それでも、戦う理由が得られたことを、少女はどこかで喜んでいた。

　その喜びの意味を、嚙かみしめる。

（あのときの、あたし……）

　鏡魔術リートウス・スペクルムによって映し出された、もうひとりの『穂波』。

　あの邪じや悪あくな笑えみをはっきりと覚えている。酩めい酊ていしていた感情を、はっきりと摑つかんでいる。魔ま法ほう使いを罰ばつする魔法使いとなり、急激な『力』の上じよう昇しように陶とう酔すいしていた自分こそ、あの醜みにくい『穂波』に他ほかならない。

　受け入れようと思う。

　それもまた、自分だと。

　抗あらがおうと思う。

　それも自分だとしても、醜いだけの自分にはならないように。

　だから、穂波は決意する。

　視線を移す。

「で、あたしらにイカサマを仕込んでくれるってわけ？」

「ええ」

　これは、夫を膝枕したままの芳蘭が受けたのだ。

「大魔術決闘グラン・フエーデに向けての仕上げ、劉芳蘭リウフアンランと私の愛いとしい夫──ギョーム・ケルビーニが請うけ負うわ」

　そう言って、座り込んだまま、道士は華はなやかに微び笑しようしたのであった。




　　　　＊




「──副代表に、ついていかなくてよかったんですか？」




　その声に、影崎が振ふり返る。

「……にあ」

「うにゃあ」

　不ふ機き嫌げんそうに、黒くろ猫ねことぶち猫が鳴く。

　猫たちを抱かかえて、猫屋敷が視線を向けていたのだ。

「最後の仕上げには、私もいささか力ちから添ぞえするつもりですので。穂波さんはともかく、あなたに物を教えるのはずいぶん久しぶりになりますが」

　相も変わらぬ爬は虫ちゆう類るいのごとき無表情で、影崎が言う。

　その久しぶりというのが、いつのことを指すのかと考えかけて、猫屋敷の心は過去を彷徨さまよった。

　この男も自分も、まるで別人のようであった頃ころ。




　──『強くなりたいと仰おつしやいましたね？』

　──『もしかしたら手助けできるかもしれません』




　そんなことを自分へ言ったのは、誰だれだったろう。

「……ところで、ひとつお訊ききしておきたいのですが」

　青年の思いを知ってか知らずか、今度は影崎が問うた。

「何です？」

「さっきの鏡魔術リートウス・スペクルム、あなたは誰を見ました？」

「…………」

　猫屋敷は、沈ちん黙もくした。

　この青年陰おん陽みよう師じの側でも、映し出されていたサタジットの姿はすぐに崩くずれ、新たな人物を出現させたのだ。

　おそらくそれは、顕けん在ざい意識から潜せん在ざい意識への変化。

　理性で考えている敵対者と、本能で感じている敵対者の違い。

　たとえば、穂波が理性ではメルキオーレを倒たおすべきだと思い、しかし本能においては『力』に溺おぼれる自分自身を最も恐おそれているように。

　では。

　猫屋敷が本当に打破すべき相手。

　打破せねばならないと、心底から思っている相手とは──

「──ご想像におまかせします」

「そうですか」

　尋たずねたのもほんの気まぐれだったかのように、影崎はあっさり引き下がった。

　少し間をおいて、不意にもう一度、猫屋敷が口を開いた。

「昔、似たことを訊かれましたね」

「？」

「最初にあったとき、あなたが私に言ったことです。──誰かを殺したいんですか、って」

　それは、影崎が別の名であったとき。

　ちょうど今日再会した劉芳蘭と、初めて矛ほこを交えた夜。

　結果として猫屋敷が〈アストラル〉へ入社する、二週間ほど前のこと。

「そんなこともありましたか」

「ええ」

　うなずいて、猫屋敷は付け加えた。

「今は、誰かを殺したいとは思いません。強くなりたいとも、勝ちたいとも思いますが、それは殺す殺さないとはまったくの別物です」

「……そうですか」

　影崎が、茫ぼう洋ようと言う。

　なぜか、その声こわ音ねにごくごく淡あわい色がついているように思えた。

　半秒だけ、間をおいて、




「では、精々強くなっていただけるよう、私も頑がん張ばってみましょうか」




　くたびれたスーツの胸むな元もとを押さえ、影崎はにこりともせず告げたのであった。















〈アストラル〉業務日誌24




　初めて業務日誌を書かせていただきます。クロエ・ラドクリフです。

　私の籍せきはいまだ〈銀の騎き士し団〉にあるのですが、今回調査結果を全員が読めるようにと、こちらの業務日誌への記き載さいを要よう請せいされました。

　ぬ、堅かた苦くるしい？

　みかん、隣となりから余計なことを吹ふき込まないでください。ああっ、話しかけられたから、ついそのまま記述してしまったではないですか！　く、癖くせなんです！　そういう癖で、しょっちゅうアンネにもからかわれてたんです！　だからもう、私に話しかけないで！




　はあ、はあ……まあいいです。任務には支障ありません。そのはずです。そのはずだったらそのはずです。ええ、耳みみ栓せんもさせていただきましたし、もう大だい丈じよう夫ぶです。

　今回は、いくつかの結社を回って得た情報について触ふれてみます。

　まず、〈協会〉は大魔術決闘グラン・フエーデに参加するメンバーを決定したそうです。当然、穂波さんや猫屋敷さん、あの影崎も参加するようです。ほかにギョーム・ケルビーニなどの名前がありましたが、このあたりは調査中になってます。

〈螺旋なる蛇オピオン〉はやはり残った座セフイラーの幹部ということで、こちらは予想通りでしょう。




　また、ほとんどの魔ま術じゆつ結社は、今回の戦いを様子見ということになりそうです。

　ええ、一部に〈アストラル〉を脅おどしてはという手合いもいたようですが、これは我が〈銀の騎士団〉の騎士総長ジェラールが睨にらみをきかせた模様です。個人的な意見を述べさせていただければ、この手の睨みつけはあの方の得意分野なので、頼たよって問題ないと思います。




　大魔術決闘グラン・フエーデの審しん判ぱんをつとめるというこの役目が、どのように転ぶかは分かりません。

〈銀の騎士団〉として、どこまで〈アストラル〉を支し援えんするつもりか、騎士総長の胸の内も私は知りません。

　ですが、個人としての私は……皆みなさんと一いつ緒しよに、最後まで在りたいです。


Chloe=Radcliffe　






　ＰＳ、オルトヴィーンさん、決けつ闘とうのこと、私は諦あきらめてないのでよろしくお願いします！












[image: 魔法使いの思い出]







　　　　１




　もう一度、舞ぶ台たいを移そう。

　もう一度、時間を遡さかのぼろう。




　夢を現うつつに、現うつつを夢に。

　昼と夜。月と太陽。とろりとした飴あめ色いろの夕暮れ。からからと回るは幻げん灯とう機。オルゴールの音が流れ、サーカスは踊おどり、薄うす暗ぐらい光と虚きよ構こうの真実とを繰くり返す。螺ら旋せん回かい廊ろうとアンモナイトの夢を巻き戻もどしながら、ぐるぐると世界の時間は遡っていく。

　それは、もう十五年も前のこと。

　夏の話。

　日本とは異なる、もうひとつの夏。

　たぎり落ちる陽光は変わらねど、透すき通った空気はまるで別物。いくつもの詩や小説で謳うたわれ、走り回る犬や子供の姿に目を細めたくなるような、美しい夏ビユーテイフル・サマー。同じ季節であっても、遠く海を隔へだててしまえば、こんなにも違ちがってしまう日常。

　つまり。




　つまり──もうひとつの夏の、魔ま法ほう使いの物語。




　　　　２




　──記き憶おくが、確かならば。




　自分なりに真言を修めたと、隻せき蓮れんがそう感じたのは十七のときだった。

　思い立って、異国に出たのはその二週間後。パスポートのできるや否いなや、その足で機上の人となり、大陸に降りたってからはほとんどの移動をヒッチハイクで行った。それでも路銀が尽つきたときは、渋しぶ々しぶ顔で日本に帰き還かん。籍せきだけ置いている魔術結社で最低限の仕事だけ行って、また世界旅行という案配だ。

　そして。

　イギリスはウェールズに着いたとき、隻蓮はまだ二十歳はたちになったばかりであった。

　ウェールズ。

　いくつかの国の集合体であるイギリスでも、とりわけ古く、とりわけ複雑な歴史を重ねてきた土地。

　草原の向こうに広がる、黒々とした森を目にしただけで、わくわくと胸が鳴ったものだ。

　念のため付け加えておくと、このときウェールズへ渡わたったことにも、たいした理由はなかった。その前週はオランダにいたし、前月を問うなら中東の砂さ漠ばくを歩いていた。若き真言宗の僧そう侶りよにとって、世界は未知のものばかりであった。

（……楽しいなあ）

　と、およそそんな気持ちばかりが、僧侶を突つき動かしていたのだ。

　汲くめども尽つきぬ好こう奇き心と、ひたすらな情熱ばかりが、彼をどうしようもなく流離さすらわせていたのである。たいていの若人わこうどがそうであるように、隻蓮にとっても自分の情動はいかんともしがたかった。新しい土地を見る度たび、歩く度、その思いは落ち着くどころか、むしろいや増しに膨ふくらんでいくようだった。

　たとえば、今も。

「……ひゅううう……」

　森の真ん中で、隻蓮は独特の呼気を吐はいていた。

　座ざ禅ぜんを組んでいる。

　目は柔やわらかな半眼で鼻の下を見つめ、意識は丹たん田でんに集中していた。

　集中しながら、世界へと溶とけ込んでいた。

　森の空気を、自分の内側に取り込んでいるのだ。

　細さい胞ぼうのひとつずつが賦ふ活かつするのを、隻蓮は感じていた。ざわざわと、産うぶ毛げのそそりたちそうなエネルギーが、若き僧侶の身体からだに満ちている。ぐるぐると循じゆん環かんして、僧侶の内側でとぐろを巻いていた。

　世界を食べるのだ、と当時の隻蓮は言っていた。

　旅した土地の空気を、食物を喰くい、自分の中へと取り込んでしまう。彼にとって、世界を旅することは、世界を喰らうことと同義であった。ツェツィーリエや後のオルトヴィーンのように、直接呪じゆ力りよくを吸収しているわけではないが、彼なりに土地の呪力を加工し、その片へん鱗りんを取り込んでいるという意味では変わらなかった。

「……旨うまいなあ」

　と、のんきに口にする。

　しみじみと、深く息をついて、両手を広げた。

　オゾンやフィトンチッドといった森の成分に、複雑な呪力が絡からみつき、魔法使いにとって独特の意味を持つ環かん境きようを成している。ある意味において、こういう土地こそが魔法使いを育はぐくむのだ。人と土地と──洋の東西でその関かかわりは異なるが、その重要性は変わらない。

　この森のそれは、とりわけ濃のう密みつで、隻蓮にとっても初めて味わう感覚であった。

「もう三日ぐらいは、このまま寝ねていてもいいでござるかなあ」

　のんびりと、口にする。

　実際、気持ちいいからというだけで、雪山に寝ね転ころんでいたこともある隻蓮だ。さすがに凍とう死ししかけたので、以後は自重しているが、十分な呪力さえあれば一週間ぐらいは飲まず食わずでやっていける自信がある。そうしたときの隻蓮は、半ば植物みたいなもので、呪力の渦うずの中にずっとたゆたっていたくもなるのだった。

　そんな、穏おだやかなひととき。

　不意に、鼓こ膜まくを強きよう烈れつな音がつんざいたのだ。

（銃じゆう声せい──!?）

　手早く荷物をまとめ、隻蓮は周囲へ気を配った。

　国家の成立上、イギリスとテロとは切っても切れない関係だ。このあたりは平和な地域だと聞いているが、万が一ということもなくはない。

　その眉まゆが、ついと寄った。

　鼻についたのは火薬ではなく、インセンスの香かおりだった。

　それに気をとられた次の瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん獣けものの影かげが茂しげみから飛び出して、隻蓮の袈け裟さの内側へ飛び込んだのだ。

「き、キツネ!?　こ、こら、おなかを引ひっ搔かくなでござる！」

　動転した隻蓮が、キツネの飛び込んだ袈裟を押さえながら、目を剝むく。

　続いて、森のただ中へ多くの犬が現れ、隻蓮を取り囲んだのだ。

「こ、こ、これは何でござる!?」

　いずれも毛並みの良く、鍛きたえ上げられた猟りよう犬けんたちだった。はっはっと小刻みに呼吸を整えながら、二重三重に隻蓮を中心とした円を描えがく。

　ぴくりとも動けぬまま、最後に蹄ひづめが茂みを割った。

　森の木々を器用に避さけて、柔らかな土を踏ふんで、一頭の馬が隻蓮を睥へい睨げいしたのだ。

「──そこのブッディスト仏教徒！」

　その馬上から、澄すんだ女性の声とともに、銃口が突きつけられた。

　よく手入れされた、年代物のライフルだった。

「私の獲え物ものを、奪うばうおつもり？」

「え、獲物？」

　その言葉で、隻蓮はやっと状じよう況きようを吞のみ込んだ。

（キツネ狩がりで、ござったか──！）

　欧おう州しゆうの貴族が好んで行う競技で、猟犬に追い立てさせた狐きつねを、猟銃でもって仕留めるというものだ。一部からは野や蛮ばんという声もあがっており、数十年来廃はい止しを求められてもいるのだが、この時期にはまだ市民権を得た風習であった。

「どうしましたの？　やっぱり妨ぼう害がいでして？」

「そ、そんなつもりはないのでござるが……」

「じゃあ、その懐ふところから、ゆっくり狐を出してくださいます？」

　口調は丁てい寧ねいだが、その底には一いつ切さいの反はん抗こうを許さぬ熾し烈れつな感情がこもっている。

　まさしく、貴族のそれだ。

　年は、二十の半ばか。

　傲ごう然ぜんたる瞳ひとみの蒼あおさ。あでやかな金きん髪ぱつの縦ロールが、豊かな胸むな元もとに吸い込まれている。

　女の優美な在り方と、ブリティッシュのスマートな狩しゆ猟りよう服とはよく似合っていた。片手に携たずさえた古式のライフルも、けして女性の魅み力りよくを欠くことなく、むしろミスマッチな妖よう艶えんさを引き出していた。

「あ、その、それもちょっとはばかられると申しますか……ええと東洋では……窮きゆう鳥ちよう懐に入らば猟師もこれを撃うたずと申しまして……」

「何？　適当な言い訳で誤ご魔ま化かすつもり？」

　銃口に、怒いかりがこもる。

　殺意には程ほど遠いとしても、周囲の猟犬へ「ちょっと懲こらしめてやれ」程度の命令を出すには十分な感情の強度。

「やや、その、本当にふざけているわけではなくて！」

「いいから出しなさい。十数えてさしあげます。十、九、八、七六五四三──」

「は、早っ──！」

　隻蓮が、叫さけんだときだった。

「エレオノーラ」

　と、声がかけられたのだ。

「いささか、わがままが過ぎるんじゃないかな」

　ふたりともが、同時に振ふり向いた。

　木々の間から、もう数人の付き添そいに連れられて、新たな人物が現れたのだ。

　壮そう年ねんの、男だった。

　先の女性より、二回りほどは年上らしい。

　同じ狩猟服を纏まとっていても、その年と広い肩かた幅はばが相まって、まるで印象は違ちがっていた。女と対ついをなすような翠すい瞳とう。引き結ばれた口元には整った美髭を蓄たくわえ、落ち着いた眼まな差ざしでこちらを見み据すえている。

「……あなた」

　エレオノーラと呼ばれた女の言葉に、ひとつ男はうなずき、隻蓮へ視線を戻もどした。

「お初にお目にかかる。どうやら……ご同業の方と見えるが」

　こちらも、美しいクイーンズ・イングリッシュだった。

　現代でこそその傾けい向こうは薄うすれたが、この国の言語は階級によって微び妙みように異なっている。異なる地方の異なる階級では、まるで言葉が通じなかったと──そんな逸いつ話わがあるほどだ。

　そこからすれば、男のそれは紛まごうことなき上流階級のものだった。

　だから、懐の小動物を抱だいたまま、隻蓮も背を屈かがめた。

「隻蓮と申します。密教などを好きに齧かじっている次し第だいで」

「ほう」

　同じクイーンズ・イングリッシュで返され、男は意外そうに眉まゆを動かした。

　それから、厳しそうな顔をほころばせて笑った。

　不思議と、人好きのする笑えみだった。




「オズワルド・レン・メイザースだ。〈ゲーティア〉首領を務めさせてもらっている。妻と徒と弟ていの不作法を許していただきたい」
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　隻蓮が案内されたのは、森から少し離はなれた場所に建てられた屋や敷しきであった。

　何でも、キツネ狩りなどがあるこの時期のみ使っている別べつ邸ていということだったが、屋敷のたたずまいや連れられた執しつ事じとメイドの数を見ると、まったくそう思えなかった。とりわけ目を引いたのは薔薇ばらの庭園で、真しん紅くの絨じゆう毯たんとも紛う花の列がその蔦つたを屋敷の壁かべへも伸のばしており、邸てい宅たく全体を気高い色と香かおりで装よそおっているのだった。

　そんな屋敷の、南側に設けられた客室のテーブルで、

「おお……これは美味うまいでござるな！」

　と、隻蓮は料理に舌した鼓つづみを打っていた。

「いや、拙せつ僧そう、イギリスの料理をなめておりもうした！　このパイ包みのサクサクした食感、ソースの複雑でコクのある味わい、隠かくし味に使っているのは……裏ごししたトマトでござるか!?　添えられたポテトも絶品ですし、これはもう天国に昇のぼる心地ここちですぞ！」

「ありがとうございます。うちのシェフは、修しゆ業ぎよう時代あちこちを回ったそうでして」

　口元を拭ふき、オズワルドが言う。

　すでに狩猟服ではなく、仕立ての良いジャケット姿となっていた。紅玉ルビーとも紛う色のワインを手元に置き、あらためて頭を下げる。

「妻の働いた無礼を考えれば、せめてセキレンどのにはゆっくり滞たい在ざいしていただきたく思います。エレオノーラにも今後は注意させますので」

　泰たい然ぜんと続けると、その隣となりできゅっとエレオノーラが肩をすぼませた。

「だ、だって、あの森にほかの人がいるなんて思わなかったんですもの……」

「エレオノーラ」

「そ、その……」

「……エレオノーラ？」

「……ご、ごめんなさい」

　顔を真っ赤にしつつも、女性が頭を下げる。

「いやいやいや！　こちらこそ土地を無断で侵おかしたことを許していただければ……」

　申し訳なくなって、隻蓮の方もナイフとフォークをおき、両手を合わせた。あまりの料理の美味に、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしてしまったあたりはご愛あい敬きようだろう。
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　そんなふたりの様子に、オズワルドは淡あわく微び笑しようした。

「では、セキレンどのの寛かん大だいさに感謝させていただこう。今は、何かとピリピリしている時期でしてね」

「ははあ」

　相づちを打って、隻蓮は〈ゲーティア〉の基本的な情報を思い返す。

「そういえば、徒弟もずいぶん連れてきているようでござるな。やはり、こちらで儀ぎ式しきを行われるつもりで？」

〈ゲーティア〉が礎いしずえとする魔ま術じゆつ──ソロモン王の魔術は、時節に大きく影えい響きようされる。

　季節や気候、果ては星の運行のひとつずつが、魔神の力にも性質にも変化をもたらすのだ。個人による魔術ならば、そのあたりの影響も微々たるものだが、集団による儀式魔術では無視しがたいものとなる。

　隻蓮の言葉に、そうした意味を汲くみ取って──オズワルドは曖あい昧まいに首を振ふった。

「それもありますが、一部ですな」

「一部？」

「結社の運営になるといろいろありまして」

「……なるほど」

　短い言葉だったが、それ以上迂う闊かつに踏ふみ込むようなことでもないと、十分に察せられた。

　首をひねって考えてから、小さくうなずく。

「では、少しの間だけご厄やつ介かいになるでござる。何分真っ当な礼儀作法など知らぬ身ですので、ご無礼があったらご教示いただきたい」

　そう言って、メイザース夫妻に対し、深々とお辞儀したのであった。
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　それから、隻蓮はたびたびオズワルドと会話を交かわした。

　妙みように、気があったのだ。

　一日で退去するはずだったのが、数日、数週間とずるずる延びてしまったのも、そうした心の動きのためだった。片や大結社の首領たる身、片や密教を修めつつも風ふう来らい坊ぼうの身と、およそ正反対のようなふたりだったが、そうした立場の違ちがいがかえってふたりを結びつけたのかもしれない。




　──たとえば、こんなこともあった。




　昼下がりの、中庭だ。

　下手な体育館ぐらいはあるスペースの、心地よい光の下だった。

「隻蓮どのの魔術を見せていただけますか？」

　紅茶を飲みながら話していたとき、不意にオズワルドが切り出したのである。

「それはかまわんですが……ええと、土地は良いのでござるか？」

　隻蓮が聞いたのは、魔法使いと土地の関係についてだった。

　オズワルドのように自らの領地を持つ魔法使いは、その土地に循じゆん環かんする呪じゆ力りよくに極きわめてうるさい。細かな調整の必要となる儀式魔術においては、些さ細さいな呪力の影響といえど、無視できない結果を招くからだ。

　同じソロモン王の魔術ならばともかく、隻蓮の密教のように、生まれた土地柄がらさえ異なる魔術では影響も多大となる。

　それゆえ、たいていの魔法使いは、異種の魔法使いが自分の土地を歩くことさえ目を三角にするのだが、このオズワルドはまったく違っていた。

「その程度でどうにかなるならば、徒と弟ていの未熟でしょう」

　と、あっさり言い切ったのだ。

（……ほう）

　と、隻蓮は密ひそやかに感心した。

　その言葉に裏打ちされた、自信のためだ。

　どうにかなるのは徒弟であって自分ではないと、別段胸を張るでもなく、自然な態度で言い切ったのだ。

　彼にとっては、ただの事実だったのだろう。

　隻蓮も、それを認めた。

「では、恥はずかしながら、軽いものをひとつ」

　紅茶のカップをおいて、両手の指を複雑に絡からませる。

　印形。

　すなわち、神仏の在り方をあらわすカタチであった。手は顔ほどに物を言うとは、美術界における格言だが、仏教では数千年前からその境地に至っていた。

　手は……神を表すと。




「迦楼羅神よ、その翼を貸し与えたまえ（オン　ギヤロダヤ　ソワカ）」




　口をついたのは、真言である。

　迦か楼る羅ら真言。

　数多あまたの神仏において、なお最速と言われる神鳥の象徴シンボルが呪力を孕はらむと、ふわりと隻蓮の身体からだが浮ういたのだ。神仏の加護を呪力によって現実のものとするのが、密教の魔ま術じゆつ特性──〈両界曼まん陀だ羅ら〉であった。

　バランスを危あやうくしながらも、二度三度と空を回ってから、隻蓮はゆっくりと降下した。

「お粗そ末まつでござる」

「いやいや、素す晴ばらしい。触媒カタリストなしの飛行は初めて目にさせてもらった。これほど自然に飛べるものは、魔女術ウイツチクラフトにもそうはいまい」

　ぱちぱちと拍はく手しゆして、オズワルドは相好を崩くずした。

　それから、くるりと横を向いた。

　中庭に面した回かい廊ろうで、手すりに半ば寝ねそべったまま、エレオノーラが不ふ機き嫌げんそうな顔でこちらを見つめていたのだ。

「エレオノーラ、君もひとつ、得意のあれを見せてくれるか」

「私が？」

　眉まゆをひそめて、エレオノーラはふんと鼻を鳴らす。

「いいですけれど、あなた、少しハメを外しすぎじゃありませんの」

「そこを曲げて、お願いできないかな」

「…………」

　一いつ瞬しゆん頰ほおを膨ふくらませて、すぐエレオノーラの視線は中庭の中央へ移された。

　ドレスの胸むな元もとから、五芒星ペンタグラムのペンダントを引きずり出す。

　ソロモンの五芒星。その呪物フエテイシユを手に、女は形の良い唇くちびるをかすかに尖とがらせ、美しい旋せん律りつを歌い始めたのだ。




「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」




　ソロモン王の魔術。

　オズワルドの妻たるこの女性も、当然のようにこの魔術を習得していたものか。




「O THOU wicked and disobedient spirit phenex, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」




　詩のように、歌のように、呪文スペルは続く。

　そして、夏の陽光ひかりすら変質するほどの呪じゆ力りよくを集つどわせ、エレオノーラは強く呼ばわったのだ。




「来たれフェネクス。二十の軍団を愛する侯こう爵しやく！」




　炎ほのおが、虚こ空くうに生じた。

　それはたちまち鳥の姿を取って、隻蓮とオズワルドの頭上に顕けん現げんした。

「おお……フェネクス」

　ため息とともに、隻蓮が目を剝むいた。

　あるいはフェニックスとも呼ばれる、七十二の魔神でもとりわけ有名な一柱であった。

　その妙たえなる鳴き声を聞いて、うっとりと隻蓮は目を細めた。

「一番最初に契けい約やくした、私のお気に入りの魔神ですわ」

　エレオノーラも淡あわくはにかんで、誇ほこらしげに魔神を見つめた。

「アディも、もう数年もすれば、初めての魔神を選んでくれるのかしら」

「アディ？」

　きょとんと鸚おう鵡む返しに言った隻蓮へ、エレオノーラは小さくうなずいた。

「私たちの娘むすめで、アディリシアと言いますの。まだ三歳ですので、今は本宅の乳母うばが面めん倒どうを見てます」

「なるほど」

　かすかに優やさしくなったエレオノーラの表情を、隻蓮は確かに胸へ刻んだ。

　上流階級であればこそ、乳母に子供を任せるのは当然のことだ。だけど、今のエレオノーラの表情には、いっそ自分だけで育てたいのにというような、わがままと未練が滲にじんでいたのだ。

　そんな愛情に育はぐくまれるならば、きっとアディリシアという少女は幸せに育つだろうと、僧そう侶りよは思ったのだ。

「ところで、今のはどういう意味だ？」

　少し間をあけて、オズワルドも訊きいた。

「あら、何のこと？」

「もう数年もすれば、アディリシアも選んでくれるのかと言ったろう」

「ああ、そのことですの。──だって、私が初めて魔神この子を選んだのが六歳のときでしたもの」

　微び笑しようして、エレオノーラは喚かん起きしたフェネクスの頭を撫なでた。

　魔神の炎は主あるじの手に何の被ひ害がいも及およぼさず、ただ気持ちよさそうに鳴いた。




「だから、その年までにアディリシアが魔法を使えるようになったなら──魔ま法ほうを好きになってくれたなら、きっと素す敵てきなことだと思うわ」




　夢見るように、エレオノーラ・レン・メイザースはそんなことを呟つぶやいたのだった。
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　──また、こんなこともあった。




　風の強い夜だった。

　普ふ段だん、貴族らしい落ち着いた笑えみを絶やさぬオズワルドが、その日は珍めずらしいことに荒あれた様子で屋や敷しきへ舞まい戻もどったのだ。

　エレオノーラもたまたま居なかったため、酒の相手をするよう隻蓮へ求めたのは自然な流れであった。もとより隻蓮自身──僧侶としてはあるまじき性質かもしれぬが──酒に忌き避ひ感はまったくなかったため、喜んで相しよう伴ばんに与あずかった。

　そのときの会話の一幕を、隻蓮はよく覚えている。

　……そう。

　蠟ろう燭そくの光の揺ゆれる、オズワルドの私室。

　古式ゆかしい蜜みつ蠟ろうの甘い香かおりと、上質のブランデーのそれとが混ざり合い、薄うす暗ぐらい部屋の中で窓を叩たたく風の音ばかりが騒さわがしかった。

「魔法使いは、本当にすべてを魔法に捧ささげねばならんのか？」

　やや酔よった口調で、そんなことをオズワルドは言ったのだ。

　本当に酔っているのかは分からない。酔ったふりでもしなければ、口にできぬことなのかもしれなかった。

「どういう意味でござる？」

「ソロモン王の魔術は、ほかの魔術に圧あつ倒とうして、魔法使いのすべてを求める」

　グラスのブランデーをあおって、オズワルドは続ける。

「等価交こう換かんは魔術の常だ。いや、実際に等価かどうかは疑わしいが、強力な魔術であればあるほど、大きな代だい償しようが求められる。魔神を喚起するなど、もとより王に比ひ肩けんするほどの『持てる者』にしか行えないということだ」

「…………」

　その言葉の意味を、隻蓮は正しく理解した。

　多くの魔術の中でも、ソロモン王の魔術はあまりに別格──あまりにも典型的なのだ。

　とりわけ強大な『力』を誇ほこる代わりに、それに比した、途と轍てつもない代償を要求する。単純な金銭だけをとっても、一度の魔術儀ぎ式しきで屋敷程度はたやすく購こう入にゆうできよう。

　王の魔術といわれる所以ゆえんの、ひとつがこれだった。

「主観が混じってるのは否定しないが──ソロモン王の魔術の血脈で、私ほど恵めぐまれた魔法使いはそういまい」

　低く、オズワルドは言う。

　蠟燭の光が、その横顔の陰いん影えいをさらに濃こくした。ひどく疲つかれたような印象が強かった。古い時代の光は、人の隠かくしているものを曝あばいてしまうのかもしれなかった。

「だがな、それでも届かんのだ」

　石でも吐はき出すように、壮そう漢かんは重く口にした。

「至上の四柱にも、私は手をかけた。その一いつ端たんへついにアクセスした。だが、所しよ詮せんはその半分を支配したにすぎぬ。あれだけの犠ぎ牲せいを支し払はらって、やっとそれだけの結果」

（犠牲？）

　と思ったが、隻蓮は口にしなかった。

　ただ、ふたりで静かに酒を呷あおった。オズワルドの荒れている理由までは分からなかったが、そんなときにしてやれることは、せいぜい一いつ緒しよに酔いつぶれてやるぐらいだと思った。

　だが、

「それに……仮に、至上の四柱すべてを支配したとて何の意味がある？」

「オズワルドどの？」

　これは無視できずに、つい隻蓮は名を呼んでしまった。

　オズワルドの言葉が魔法使いの根幹に関かかわる──誰だれもが心の底で考えつつもけして表には出さない──出さぬまま一生を終えなければならない、そういう類たぐいのことに触ふれつつあったからだ。

「それは……」

　隻蓮の制止を振ふり切って、オズワルドはなお叫さけんだ。

「どこまでいっても、ソロモン王の魔術は始祖の模も倣ほうに過ぎぬ！」

　どんと机を叩いたショックで、置かれていたボトルが転げた。

「たとえ七十二の魔神すべてを統すべようとも、所詮始祖たるソロモン王がすでに成し遂とげたことだ。そんなことに何の意味がある。先のない技術に犠牲を払い続ける意味などあるのか！　いいやソロモン王の魔術だけではない。世界に存在するほとんどの魔法がそうではないのか！」

　それは、魔法という概がい念ねんの根源に関わる疑念であった。

　先が、ない。

　魔術というベクトルは、すでに終わってしまっている。

　二十世紀に入ってからもいくつかの例外はあるものの、ほとんどのそれは、過去の天才たちの模倣に過ぎなかった。

（だが……）

　それを言って、どうなる。

　魔ま法ほう使いが、いまさら魔法使い以外の何かになれるのか。

　こうまで人外を希求したものが、いまさら人間に舞い戻れるのか。

「オズワルドどの」

　もう一度、隻蓮は言った。

　先ほどよりもゆっくりと、諦てい観かんにも似た感情を込めて。

「…………」

　それで落ち着いたのか、オズワルドも大きく息をつき、肩かたを落とした。

「……すまなかった」

　と、壮漢が頭を下げた。

　もう一度、深く椅い子すに座り直す。

　長い沈ちん黙もくが落ちた。いくらか和やわらいだ風の音に、振り子時計の音が混じって聞こえた。今の叫びは外に漏もれていたかもしれないが、それでも執しつ事じやメイドが入ってこないのは、よほど教育が行き届いているのだろう。

「くだらん愚ぐ痴ちに付き合わせてしまったな。詫わびとはいえんが、もう少し付き合ってもらえるか」

「もう少し？」

　その言葉に、隻蓮が首を傾かしげた。

「頼たのみ事があってな。謝礼はするから、近くの街まで手紙をひとつ届けてもらえないか」

「……手紙、でござるか？　それはかまわぬでござるが」

　ぱちくりと瞬まばたきする。

　それはまあウェールズは都会とは言えないが、手紙の届かないような地域でもあるまい。

「人の手で直接届けたついでに、向こうの様子も見てきてほしい。いろいろ事情があって〈ゲーティア〉の人間には頼みにくい」

「……なるほど」

　どの道、目的のある旅でもない。

　断る理由も、特に存在しなかった。

　だけど。

　ひとつ、隻蓮はため息をついた。

「じゃあ、理由ぐらいは聞かせてもらえるでござるか」

　ややこしそうな事情にどっぷり関わってしまうことを覚かく悟ごして、破は戒かい僧そうはそんな風に尋たずねたのであった。
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　指定されたのは、屋や敷しきから十数キロほど離はなれた港町だった。

　車をまわしてくれたオズワルドの厚意を固辞して、隻蓮はこちらまで歩いてきていた。車の移動では土と地ち勘かんをつかめないし、ひいては旅心を満足させることもできない。オズワルドの頼みを引き受けたのは確かにせよ、自分の目的をおろそかにするつもりもなかった。

　夏の、光と風。

　ウェールズの大地を踏ふみしめながら、数時間もすると煉れん瓦がの灯台が目に入った。

　今にも崩くずれそうなその灯台と裏腹に、街自体は案外にぎわっており、人々の顔には活気が宿っていた。停てい泊はくしたいくつかの船を横目に、渡わたされたメモを確かく認にんしながら、隻蓮はある通りへ入っていく。

　遅おそからず、メモの場所は見つかった。

「ここ……でござるか？」

　隻蓮が、顔をあげる。

　このあたりでは変へん哲てつもない、ありふれた体ていの民家だった。老ろう朽きゆう化しつつある石と漆しつ喰くいでできた家。何度か補修した跡あとも残っており、東側の壁かべの色はモザイク調のつぎはぎになっていた。

　少し悩なやんでから、扉とびらをノックしようとしたときだった。

　通りの向こうに、隻蓮の瞳ひとみが滑すべった。

　そこから、こんな声がかかった。




「……メイザースの……方ですか？」




　眩まぶしい太陽の下で、バスケットを手に持ったそばかすの女性が、瞬きしていたのだった。




　　　　＊




「そうですか。珍めずらしい格好でしたから驚おどろいてしまいました」

　隻蓮から手紙を受け取って、そばかすの女は淡あわい微び苦く笑しようをこぼした。

　日々の生活を刻まれた小こ皺じわが、笑えみの形に歪ゆがむ。けして楽な生活を送っているわけではないのだろう。案内された家の中こそ綺き麗れいに掃そう除じされていたが、欠けた食器や古びた家具のあちこちに、それらの苦労は見てとれた。

「いや面めん目ぼくない。拙せつ僧そうの場合、これが正装でして」

　そんな推測はおくびにも出さず、袈け裟さの袂たもとを持って、隻蓮はおどけて見せた。

「日本の聖職者は、皆みんなそういう格好なんですか」

「宗教によるでござるが。まあ拙僧のところだと……ええとまあ、大おお雑ざつ把ぱには」

　真面目まじめな僧そう侶りよからすると、隻蓮の場合、存在自体が非難されかねないので極きわめて曖あい昧まいな表現に徹てつする。

　すると、女は手紙の内側から、一枚の封ふう筒とうを取り出した。

「オズワルドさんからのお手紙は預かります。ですが、いつも通りこちらはお返しします」

　中身が小切手だというのは、見なくとも分かった。

　なんとなくそうされるような気がしていたので、隻蓮は黙だまって袈裟の懐ふところへと戻もどした。

「娘むすめさんは、お出かけでござるか」

「ええ。学校も夏休みですし、市場まで買い物に行ってます。──ご存じの通り、本当は姉の娘なのですけれどね」

　そうだった。

　その娘のために、隻蓮はこの小さな町を訪ねたのだった。

「失礼ですが、その、お姉さんは？」

「あの娘こを産んで、すぐに亡なくなりました」

「……そうですか」

　申し訳なさそうに、隻蓮は顔をしかめた。

「どのような方でしたか？」

「月みたいな人」

　と、女は言った。

「綺麗で、静かで、慎つつましやかな姉だったわ。私とは何もかも正反対。だから、そんな姉がひとりで子供を産むと言ったとき、親しん戚せきの誰だれもが止めにいったものです。それでも姉さんは折れなかったし、目の前でどれほど怒ど鳴なられても、ただ優やさしく微笑するだけでした」

　女の声は、低く汚よごれた床ゆかを流れた。

　いつのまにか、その顔はうつむいていたのだった。

「だったら……娘を残して死ぬのは、なお無念でござったろうな」

「そうですね」

　女の瞼まぶたが、閉とざされる。

　姉のことを、思い出しているのだろう。

　長くも、短くも感じる時間が流れた。窓から斜ななめに差す陽ひの光が、カーテンとともにふわりと揺ゆれた。

「でも……今日は、少しだけ安心しました」

「どうしてでござろう」

「だって、あなたのような人が、ご友人なんでしょう」

「？」

　露ろ骨こつな疑問符ふをつくった隻蓮に、女はもう一度笑いながら、こう続けたのだ。

「友を見れば、その人が分かります。セキレンさんのような方がご友人なら、きっと私の姉が愛した人も、悪い方ではなかったのだろうと思えます」

「そ、そうでござるか」

「はい」

　まっすぐうなずかれると、面おも映はゆいながらに、隻蓮もがりがりと頭を搔かくしかなかった。

　それから、女が顔をあげた。

「娘が帰ってきたようです」

「お？」

　窓の外に、隻蓮も目をやった。

　人通りの少ない道に面している窓で、その向こう側から幼い少女の姿が窺うかがえたのだ。

　九歳か十歳といったところか。

　長い金色の髪かみに、透すき通るような翠みどりの瞳をした少女。

　その色合いの鮮あざやかさに、かすかながらオズワルドの面おも影かげが感じ取れた。

（利発そうな子で、ござるな）

　そんな印象を抱いだきつつ、隻蓮はこの場にこられなかったオズワルドのことを思い、暗あん澹たんとした気持ちになった。

　事情は、屋や敷しきを出る前に聞いていた。

　つまり──若かりし頃ころのオズワルドが、この子の実の母親と関係を持っていたのだ。

　その女性が子供をなしていたことを、ごく最近までオズワルドは知らなかった。もっとも、別れた直後に女性が姿をくらましてしまい、産まれた娘もすぐ親戚の養女になったことを考えれば、彼を責めるのは難しいだろう。

（……知っていたところで、どうにもできなんだかも知れぬしな）

　隻蓮は、思う。

　魔ま法ほう使いにとって、婚こん姻いんはけして自由なものではない。

　呪じゆ力りよくと血統とは、不可分に結びついているためだ。

　サラブレッドが走ることに特化した血統であるように、魔法使いとは呪力に特化した血統である。地域や魔術特性によって例外もあるが、〈ゲーティア〉のメイザース家が軽かろんじるはずもない。実際、エレオノーラとオズワルドの年の差は、紛まぎれもない政略結婚の結果であろう。

（それだけでも、ないではござろうが）

　今の妻であるエレオノーラのことも、オズワルドは愛している。

　それぐらいは、彼の仕草や言葉を聞けば十分に理解できる。たとえ政略結婚だったとしても、かつてはほかの女性に恋こいしていたとしても、だからといって新たな愛を育はぐくめないわけではない。

　しかし、オズワルドという人間はひとりしかいないのだ。

　あるいはかつての貴族のように、妾めかけの存在を認められていた時代なら、たいした問題にはならなかったかもしれぬ。所しよ詮せん、魔法使いも時間の流れには逆らえぬ以上、虚むなしい仮定には過ぎないのだが。

「…………」

　なんとなく、隻蓮は沈ちん黙もくした。

「娘むすめさんの名は？」

「ダフネと言います。姉がつけた名です」

「いい名でござるな。冬の寒さに負けない花のようだ」

　ほろりと、そんな言葉がこぼれた。自分らしくない感傷が滲にじんでいる気もした。たまにはいいだろうとも思った。

　会えないオズワルドへも、少女の様子を伝えられるようにと、視線を戻もどす。

　そのときだった。

　ひとりきりで歩く少女の周囲に、不可視の──しかし、魔法使いならば間ま違ちがえようもない、凄せい絶ぜつな気配がたちこめたのだ。

　呪力が！

　たちまちそれは通りの中空へと顕けん現げんし、魔法使いにしか見えぬ半はん透とう明めいの巨きよ人じんと化して、少女の頭上へ拳こぶしを振ふり落としたのだ。

　一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした少女の身体からだは、まるで羽う毛もうのように吹ふき飛んだ。

「ダフネ!?」

「な──！」

　刹せつ那な、ほとんど反射的に、隻蓮の身体は窓から飛び出していた。




「韋駄天神に帰命したてまつる（オン　ケンダヤ　ソワカ）！」




　韋駄天真言。

　神仏の加護を得て、現実を改変する魔術。天部一の俊しゆん足そくを誇ほこるという韋駄天の力を借り、隻蓮の身体は空気を裂さいて走った。

　幼いダフネの身体を抱だきとめ、ごろごろと地面に転がる。

　袈け裟さからはみでた肌はだが、石に擦こすれて血を噴ふいても、まったく気にならなかった。

　数回転しながら立ち上がり、必死の思いで叫さけんだ。

「ダフネどの！」

　返事はなかった。

　腕うでの中の少女は、すでに気を失っていた。

　それでも、息をしていることは分かった。想像したほどの怪け我がではない。拳の激げき突とつする直前、少女の方が身じろぎした気もしたが、そのせいだろうか。ひょっとするとオズワルドの血を引くだけあって、魔法使いの素質に恵めぐまれてるのかもしれない。

　もっとも、そんなことを考えているヒマはなかった。

　巨人が、こちらを向いたのだ。

「失礼！」

　昏こん倒とうした少女の身体を抱きなおし、まずは距きよ離りを取るべく、さらに隻蓮が跳とぶ。

（こやつ、一体──！）

　跳ちよう躍やくしつつ、魔ま性しようを見やった。

　その姿も表情も曖あい昧まい模も糊ことした霊エーテル体に塗ぬり込こめられ、半透明の巨人としか映らない。何らかの隠いん蔽ぺい術式を使っているのか、もっと別の理由があるのかはともかく、魔法使いたる隻蓮にも分からないのは異常といえた。

（ダフネどのが、オズワルドどのの子と知ってか──？）

　ありえることだ。

　というより、今はほかに考えつかない。

　いくら人ひと影かげがなかったとはいえ、日中堂々と襲おそってくるのは魔法使いとしてありえない事態だったが、これ以上の推測は現状では成しえなかった。

　ぐるり、と巨人が振り返る。

　身体ごと振り返った速度は、疾しつ風ぷうそのもの。

「この大きさで、その動きでござるか──！」

　隻蓮が、呻うめいた。

　通常の物理法則と同じく、魔術もまた巨大なものほど動かしにくい。巨人の身長をおよそ五、六メートルと見積もって、これほどの大きさの使い魔アガシオンを使し役えきできるものは世界にも稀まれなはずだった。

　少女を抱いたまま、印形を組む。




「迦楼羅神よ、その翼を貸し与えたまえ（オン　ギヤロダヤ　ソワカ）」




　今度は、迦楼羅真言。

　二週間ほど前、オズワルドの前で見せた魔術だった。ほんのつかのま、隻蓮の跳躍が神鳥の翼つばさを得て、中空へと舞まい上がる。

　それを追った巨人の拳は──しかし、半ばで戸と惑まどい、虚こ空くうを穿うがった。

　まるで宙返りのように、隻蓮が反転したのだ。

　巨人の動きから、少女を抱いたままでは逃にげ切れぬと考え、迎げい撃げきに移ったのである。

　この切り替かえの速さと独創性こそが、二十歳はたちにして隻蓮を一流の魔法使いへと押し上げた真骨頂だった。

（ここで、流れを変える──！）

　巨人の死角に入るや否いなや、神速で印形は組み変わった。




「あまねく金剛尊に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　バザラ　ダンカン）！」




　鮮せん烈れつに、炎ほのおが走った。

　不動明王真言。

　救済しがたき者を救済するための、仏性の顕あらわれ。火生三さん昧まいなる炎の中に座し、不ふ浄じよう一いつ切さいを焼き払はらう不動明王のマントラ真言。

　あらゆる魔性を調ちよう伏ぶくする業ごう火かは、ウェールズの空を灼やいて、巨きよ人じんへと迸ほとばしった。

　さらに──

「おおおおおおお──！」

　袈裟の裾すそで炎を舞い上げて、隻蓮はさらに突とつ貫かんする。




「あまねく諸仏に帰命したてまつり──とくに風天に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　ボダナン　バヤベイ　ソワカ）！」




　すなわち、風天ヴアーユ。

　インド神話にも語られる風の神の権けん威いを借り、隻蓮の蹴けりはそのまま真空の刃はを纏まとい、炎の中の巨きよ人じんを切り裂さく。

　そのはずだった。

　だが、確信していた手て応ごたえは、霧きりでも貫つらぬいたかのようにすり抜ぬけた。

「な──っ！」

　緊きん張ちように、身を強こわ張ばらせる。

　しかし、予想した反撃もついに訪おとずれなかった。

　ゆっくりと薄うすらいでいく炎の内側から、すでに巨人の姿は消えていたのだ。

（……逃げたので、ござるか……？）

　信じられぬ思いで、隻蓮は唇くちびるを嚙かんだ。

　こんなにあっさり？

　これほど強ごう引いんな手段に訴うつたえながら、ろくな抵てい抗こうも見せずに？

　疑問を打ち消せず、困こん惑わくする隻蓮が佇たたずんでいると、ダフネの義母が走り寄ってきた。

「ダフネ！」

　息せき切って、女が顔をあげる。

「セキレン……さん……？　い、今のは？　ダフネは？」

　おそらく、すべてが見えたわけではない。

　呪じゆ力りよくによる怪かい物ぶつは、一いつ般ぱん人には不可視の存在だ。今の一幕も、突とつ然ぜんのつむじ風か何かが娘むすめを浚さらったようにしか見えなかっただろう。あまりにも不自然な風ではあったし、隻蓮の飛ひ翔しようや炎の一部ぐらいは見えたかもしれないが、その程度のつじつまは『常識』というフィルターが合わせてくれる。必要なのは、むしろいささかの時間であった。

　だから、無む駄だなことは言わず、隻蓮は淡あわく微び笑しようする。

「大だい丈じよう夫ぶでござる。軽い脳のう震しん盪とうを起こしたぐらいでござるよ」

　ダフネを優やさしく押しつけると、女は何も分からないといった表情で、ただ宝物を受け取るようにして少女を抱だき寄せた。

　それから、刺し激げきしないように、そっと離はなれた。

　巨人の消失した地点へ歩み寄り、ゆっくりと印を結ぶ。

「……せめて、呪力の解かい析せきだけでもしとかんとな」

　苦い顔で、呟つぶやく。

　日本の魔ま術じゆつ結社の同どう僚りようがいれば、自分などよりよほどあてになるのだが、そんな贅ぜい沢たくは言えまい。寡か黙もくな巨漢の錬れん金きん術じゆつ師をちらりと思い浮うかべただけで、隻蓮は新たな真言を唱えた。




「──文殊菩薩に帰命したてまつる。我に大智を授けたまえ（オン　アラハシヤ　ノウ）」




　広大無辺の智ち慧えを持つ、文もん殊じゆ菩ぼ薩さつ。

　その真言を口にすると、呪力に刻まれた痕こん跡せきが隻蓮の脳のう裏りへ浮かび上がった。

　そして、

「まさか……」

　と、絶句した。

　脳裏を巡めぐった呪力の痕跡は、思いも寄らぬ結果を僧そう侶りよへ伝えたのだ。

「まさか……これは……」

　たたらを、踏ふむ。

　そう、その呪力の感かん触しよくは──




（七十二の……魔神と……同じ……？）




　眩まぶしい夏の光を浴びながら、隻蓮の横顔はまるで真冬の夜のように白く染まっていた。
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　オズワルドの屋や敷しきへ戻もどる頃ころには、すっかり夜になっていた。

　いくつかのアフターケアと、再びあの巨人が襲しゆう来らいしたときのための最低限の結界を施ほどこすのに、それだけの時間がかかってしまったのだ。

　いや。

　それだけとは、言えない。

　彼の足を重くしたのは、やはり巨人が消えた直後の──呪力の痕跡によるものだった。

（七十二の……魔神？）

　信じられぬ思いであった。

　直接の支配でないにせよ、ソロモンの魔神はすべてオズワルド・レン・メイザース率いる〈ゲーティア〉の管理下にあるのではなかったか。そもそも、あんな巨人はソロモンの魔神にも聞いたことはない。何らかの隠いん蔽ぺい術式を使っているとすれば不思議ではないが、それにしては杜ず撰さんな襲しゆう撃げきに過ぎた。

　発散していた呪力の、強大さもそうだ。

　あまりにもアンバランスな、在り方。

　そこまで考えたところで、

「……いや、逆でござるか？」

　と、独語する。

　アンバランスなのではなく、アンバランスになってしまったのだとしたら？

（なりふりをかまえない、理由がある……？）

　思考はほとんど独立して、隻蓮の一部で計算を繰くり返していた。たいてい、考えるよりも先に手が出るタイプの隻蓮ではあるが、そうした思し索さくが出来ないわけではない。もとより密教の育成プログラムには、いかなる環かん境きようでも客観的な思考を保てるような鍛たん錬れんも組み込まれている。

　ただ。

　その不安が、顔に出たのかもしれない。

　少し遅おそめになった夕食で、オズワルドが眉まゆをひそめたのだ。

「どうかしたか、セキレン？」

　血のソースを添そえた鴨かも肉を切り分けながら、翠みどりの瞳ひとみが密教僧をねめつけた。

「……あ、いや」

　と、隻蓮はかぶりを振ふる。

「なんでもないでござる。や、今回の鴨料理も美味でござるな。火の入れ加減はもちろん、やはりこの血のソース！　新しん鮮せんなればこそ、味の調整も大変でござろうに、これは見事に鮮せん烈れつさとコクのバランスをとってござる。これは後でコックに教えを乞こわねばならぬですな！」

「ならいいが。──無理な願いをしてすまなかったな」

「いやいやいや、小切手の方は受け取ってもらえなんだし、こちらにしてもウェールズ見聞のついででござる。これだけの料理と部屋を貸していただいて、何もお返しせぬでは申し訳ござらんからな」

　手を振って、隻蓮はいい加減に切りそろえられた頭を搔かく。

　今の食しよく卓たくは、自分たちだけであった。エレオノーラは体調不良とのことで席を外しており、長いテーブルの両りよう端はしで、青年と壮そう年ねんの魔ま法ほう使いは向かい合っていた。

　執しつ事じとメイドたちも、ふたりの会話を邪じや魔ましないよう、部屋の隅すみに控ひかえている。慣れてないと、居い心地ごこちの悪くなりそうな食卓ではあるのだが、隻蓮はなんとなくこのメイザース家を気に入っていた。

　どうしてだろう。

　屋敷の装そう飾しよくにも、メイドや執事といった使用人にも、時々すれちがう徒と弟ていの横顔にも、ある種の統一感があったからかもしれない。

　それを、主あるじの人ひと柄がらといってもよい。

　オズワルド・レン・メイザースの在り方が、屋敷全体に行き渡わたっているのだった。

（……ああ、そうでござるな）

　思いの外、自分がこの相手を気に入っていることに、隻蓮はやっと気が付いた。

　誰だれよりも魔法使いの素質に富んで、誰よりも魔法使いらしいのに、魔法使いである自分をけして無条件では受け入れられない人格。それを偏へん屈くつだという者もいようし、嫌きらう者もいるだろう。

　実際、日本で働いている自分の結社アストラルの首領などとは、あまり相あい性しようが良さそうにない。あのふざけてばかりの社長とこのオズワルドでは、会う度たびに喧けん嘩かしてもおかしくなさそうだ。

　それでも、自分はこの偏屈な魔法使いに、不思議な友情を感じてもいるのだった。

「ひとつ、訊きいてよいでござるか」

「何だね？」

「ダフネどののことを知っているのは、オズワルドどのだけでござるか？」

「……私のほかには、家令のエドだけだろうな」

　ワインを一口啜すすって、オズワルドはこう続けた。

「徒弟や親族が知れば、おそらく魔術の世界に組み込まれるだろう。よくも悪くもメイザースの血にはそれだけの意味があるし──私に敵意を持っている者なら、結社の幹部に担かつぎ上げて、私を引きずり下ろそうとするかもしれん。その程度には強ごう引いんな運営をしてきたという自覚はある」

「…………」

　それが、隻蓮の懸け念ねんしたことでもあった。

　魔術の世界において、血はあまりにも大きな意味を持つ。ダフネの母が一いつ般ぱん人であるなら、その血は半分程度に薄うすめられているはずだが、それでもオズワルドを牽けん制せいするだけなら十分だ。

　まして、あの少女が魔法使いの素質を持つ可能性を、隻蓮も見てしまっている。

　ダフネの年であれば、魔術の世界に足を踏ふみ入れるには遅くない。

　まさしく、あの少女はオズワルドのアキレス腱けんになりえるのだった。

（なら……むしろ、オズワルドどのに味方する者ほど、ダフネどのに消えて欲しいということになるか……）

　犯人像を、ある程度絞しぼり込んでいく。

　ちりちり、と頭の裏で焦こげるような臭においがした。これ以上近づくと、手痛い目を見るぞというような、嫌いやな予感。

「結局のところ、私のわがままだ」

　と、オズワルドが呟つぶやいた。

「あの娘こを放置してしまったのも、今いま更さらになって存在を知って勝手な手紙を送っているのも。いつか謝りたいなどと思っても──結局それは、自分が許されたいという、くだらないエゴに起因するものだろう」

　しみじみと、壮そう漢かんが言う。

　胃の腑ふに、しみるような言葉であった。

　少し間をおいて、隻蓮はかぶりを振った。

「……くだらないとは、思わないでござるよ」

「すまないな」

　と、オズワルドも苦く笑しようをこぼした。

　それから、立ち上がった。

「今夜は、少し屋敷を外す」

「何か？」

　訊いた隻蓮に、オズワルドは軽く肩かたをすくめた。

「〈ゲーティア〉の儀ぎ式しきがあってね。悪いが、外部の人間は立入禁止だ。屋敷の中でゆっくりしていてほしい」

　では、と告げて厳げん粛しゆくに退出する背中を見送り、隻蓮は重くため息をついた。

（さすがに……切り出せなんだな）

　と、顔をしかめたのだ。

　言えるわけがなかった。

　もしも、ダフネを狙ねらったのが〈ゲーティア〉の内部の者だとしたら……その理由を問わず、オズワルドは怒いかり狂くるうだろう。その結果、単に〈ゲーティア〉のみならず、表向きの顔として成立している企き業ぎようグループも何もかもが巻き込まれてしまうかもしれない。

　事実関係が明らかになるまで、迂う闊かつな動きはできない。

　しかし、今そんなことをできるのは……

（拙せつ僧そうが……調べるしかないか）

　ひとつの決意を、若き密教僧は固めた。
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　その夜は、いつもよりずっと暗かった。

　分厚い雲が、月も星も覆おおい隠かくしているせいだ。

　風も強く、鳥や獣けものも森に引きこもったまま、出てくる様子がない。これほどの風になると、木擦ずれの音もかえって遠かった。仮に発はつ砲ぽうしたところで、その音も搔かき消されてしまうのではなかろうか。

　今回の場合、好都合ではあった。

　照明の落とされた真っ暗な廊ろう下かを、隻蓮は滑すべるように進んでいく。

（今夜のうち……でござるな）

　儀式でオズワルドと徒と弟ていが出で払はらっているなら、今こそがチャンスであった。また、これ以上の機会は二度と訪おとずれまい。

　するりと北側の棟むねへ入り込み、立ち止まったのは、以前から見当をつけていた部屋の前だった。

　腰こしを落とし、用意していた針金を差し込む。

　世界周遊の内に習い覚えたピッキングであった。

　もちろん、不法侵しん入にゆうが僧そう侶りよの戒かい律りつに反しないはずはないのだが、そのあたりは目こぼししてもらうつもりだ。どの道、破戒僧であることは覆くつがえしようもないのだから、今更遠えん慮りよする道理もなかった。

　軽い手て応ごたえで開かい錠じようを確かく認にんして、ノブにかけようとした手を、隻蓮は途と中ちゆうで止めた。

　魔ま術じゆつの気配を、感じたのだ。

（呪的警報マジツク・アラーム……？）

　それも、単に警報を鳴らすだけではなく、迂闊な侵入者を一方的な魔術で攻こう撃げきする類たぐいのものだ。さすがに〈ゲーティア〉の重要区画となれば、セキュリティのレベルが低いはずもない。別宅でこれなのだから、本宅ならば隻蓮の忍しのび込む隙すきもなかっただろう。

　袈け裟さの中で、印形を組む。

　唇くちびるから流れたのは、地蔵菩ぼ薩さつ真言。




「希有なるもの、地蔵菩薩に帰命したてまつる（オン　カカカ　ビサンマエイ　ソワカ）──」




　菩薩と呼ばれる仏の神格においても、最も慈じ悲ひ深く、六道のすべて──地じ獄ごくに落ちた罪深い亡もう者じやさえ救うとされる地蔵菩薩。

　その加護をもって、呪的警報マジツク・アラームを沈ちん静せい化させたのだ。

（やれやれ……堪かん忍にんでござるよ）

　無効化したのを慎しん重ちように調べ、隻蓮は部屋の内側へ身を滑り込ませる。

　持ってきていたランタンを灯ともすと、周囲の様子がぼんやり浮うかび上がった。

　ごく狭せまい、質素な窓をひとつだけ設けた部屋であった。

　その内側には、〈ゲーティア〉の呪物フエテイシユがずらりと並んでいたのだ。基本といえるソロモンの五ご芒ぼう星せいや、獅し子しの毛皮をなめした巻物スクロール、はたまた亜あ麻ま糸を織ったローブに七色の笏しやくや祭さい儀ぎ用の剣けん。

　ソロモン王の魔術において、多くの徒弟の使う呪物フエテイシユがそこに揃そろえられていたのだ。

（やはり……ここでござったか）

　大きくため息をつきたくなるのを、必死で隻蓮はこらえた。

　もしも、あの巨きよ人じんが〈ゲーティア〉内部の犯行だとすれば、これらの呪物フエテイシユには呪じゆ力りよくの痕こん跡せきが残っているはずだった。無論、今回の儀式に持っていっている可能性もあるが、〈ゲーティア〉の規模からすれば、そうした儀式に使う呪物フエテイシユはすべて新しいもので統一するだろう。首領であるオズワルド以外の呪力がしみついた品は、儀式の調和に破は綻たんをもたらすからだ。

　だとすれば、ここを調べるだけで、ほぼ事足りるはずだった。

「……うむ」

　印形を組む。

　もう一度、真言を唱える。




「──文殊菩薩に帰命したてまつる。我に大智を（オン　アラハシヤ）──」




　瞬しゆん間かん、隻蓮の詠えい唱しようはぴたりと止まった。

　首の裏から喉のど元もとまでを刺さし貫つらぬかれるような、鋭するどい殺意のためであった。




「──動かないでもらえる？」




　その殺意に、覚えがあった。

　自分へ突つきつけられた、年代物の銃じゆう口こうにも。

「今度こそ、頭に鉛なまり玉だまを喰くらいたくなりましたの？」

　恐おそろしげな微び笑しようを浮かべているのは、エレオノーラその人だった。

「い、いや、その……」

　顔中から、どっと汗あせが噴ふき出た。

　肌はだにへばりつく嫌いやな汗を拭ぬぐうこともできず、隻蓮は振ふり返ったまま硬こう直ちよくした。

「今の真言は、確か魔術の痕跡を探さぐるものでしたわね。文殊菩薩でしたっけ？」

「…………」

　さすがに、〈ゲーティア〉首領の妻ともなれば、東洋の魔術にも通じているらしかった。もとよりソロモンの魔神も、世界各地の伝承に影えい響きようを受けていることを考えれば、そうした知識も当然のものであったろうか。

「体調不良では……なかったでござるか」

「今日はあの人も屋や敷しきにいないみたいですし、そう言えば尻尾しつぽを出すかと思いましたの。──まさか、僧そう籍せきの方がこそ泥どろみたいな真似まねをされるとは思いませんでしたけれど、どういう考えだったのかしら？」

「…………」

　何ひとつ、言い返せない。

　ただただ息を止め、銃口とエレオノーラを見つめている。

　この至近距きよ離りではいかなる魔術も銃じゆう弾だんを凌りよう駕ができるとは思えないし、そもそもこんな現場を突き止められて非があるのは、一方的に自分の側だ。

　十数秒ほど、そうしていたか。

　長い沈ちん黙もくの後、エレオノーラはこんな風に囁ささやいたのだ。

「ふうん。何か、どうしてもそうしなければならない理由があるのかしら。それも、私には絶対話せない類たぐいの話。いくつか思い当たりはありますけれど……そうね、あの人まわりなら……たとえば、ダフネさんにでも会ったとか？」

「な……っ！　ど、どうしてそれを！」

　猛もう烈れつに目を剝むいた隻蓮へ、エレオノーラは仕方ないなあといった感じで、苦笑した。

「ま、まさか拙せつ僧そうを引っかけ……？」

　いや、それにしてはおかしい。

　ダフネという名前が、引っかけただけで出てくるはずがない。オズワルドも言っていたではないか。自分と家令以外、あの少女の存在は知らないと。

「……ま、さか」

　こぼれた声が、途と切ぎれる。

（…………）

　最悪の、予想はあった。

　ダフネという人間の存在が、最も不利益になるはずの人間。〈ゲーティア〉という組織の分ぶん裂れつや後こう継けい者しや争いを、最も忌いむはずの人間は誰だれか。

　その答えは分かっていながら、隻蓮は顔をそむけていたのではなかったか。

「あら、どうかしたのかしら。顔色がひどいですわよ、セキレンさん？」

　悠ゆう然ぜんと微笑して、エレオノーラは尋たずねたのであった。
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　森のただなかの、急に開けた空間であった。

　空間の周囲に、楕だ円えん形で菌きん糸し類が繁はん茂もしている。時に妖精の輪フエアリー・サークルとも呼ばれるその空間の真下には、霊脈レイラインも流れており、魔ま術じゆつ儀ぎ式しきには最適な環かん境きようを形成していた。

「……星せい辰しんの位置がそろったな」

　空を見上げて、オズワルドが呟つぶやいた。

　分厚い雲に覆おおわれて、夜空にはまともな星など見えはしない。それでも星辰の位置を知ったのは、魔法使いならではの感覚であったろう。

　ごおごおと黒雲が流れ、梢こずえが今にも折れそうなほどひん曲がっている。

　次々と葉はちぎれ、人々の間を吹ふき飛んでいく。

　そのいずれもが、強きよう烈れつな呪じゆ力りよくを纏まとい、荒あら々あらしい闇やみに溶とけ込んでいた。

　オズワルドは、その徒と弟ていたちへ告げる。

「これより、儀ぎ式しきを始めよう」

「…………」

　無言で、徒弟たちが自らの胸に手をあてた。

　正確には、そこにさげられた呪物フエテイシユ──ソロモンの五ご芒ぼう星せいであった。この儀式のためだけに、ひとつずつが職人の手によって鍛たん造ぞうされ、聖別されたばかりの品だ。呪力の波長も個人の特性を考こう慮りよされ、入念に調整されている。

　彼らのいずれもが、〈ゲーティア〉でも中ちゆう核かくをなす、４＝７フイロソフイス以上の高弟であった。

　さらに、徒弟たちが並んだ輪の中央には、神聖な壇だんが設けられていた。

　その壇には、真しん鍮ちゆうの古ぼけた壺つぼと一いつ緒しよにさまざまな品々が置かれており、上から白い布がかけられている。

　宝石や干しぶどう、なつめやしといった供く物もつである。

　ソロモン王の財宝を再現するそれらの供物によって、魔神の顕けん現げんしやすい場をつくるという、そういう意味合いが込められているのだった。周囲にはいくつもの松明たいまつが掲かかげられ、燃え盛さかる炎ほのおは、凶きよう暴ぼうな風にさえ屈くつせず火の粉を散らしている。

　それら、原始の猛たけ々だけしい光に──影かげが映った。

　人ならぬ影が。

　呪力の影が。

　青銅の壺の中に秘ひめられている、魔神の影が。

（これが……終われば……）

　その影を視みながら、オズワルドは思う。

　魔術に集中しなければと考えながら、そうした思考を止めることもかなわなかった。あまりにも長く、あまりにも深く、それはオズワルドの奥底に巣くってきた考えであった。

（これが終われば……すべて……。アディや、ダフネも……あれも）

　ふたりの少女と──それとは別に、ふたりの女の横顔が、脳のう裏りをよぎった。

　片方はエレオノーラで、もう片方は遠い記き憶おくの名残なごりであった。

　いつも木こ陰かげで本を読んでいた、長い髪かみの少女。

　今や遠すぎる、儚はかない時間の残ざん響きよう。

　まるで魔法使いらしくない、当たり前の感情に胸を焦こがした日々。

「……オズワルド様？」

　声が、かけられた。

　徒弟のひとりであった。

　表情に緊きん張ちようが滲にじんでいるのは、これからの儀式のことを考えたためであろう。いかな高弟とはいえ、これほどの儀式に臨のぞんだのはかつてないことだった。

「ああ、そろそろ始めよう」

　と、オズワルドはうなずいて見せた。




「至上の四柱──アスタロスとパイモンとの契けい約やくを」
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「なぜ……あなたが、ダフネどのの名を？」

「あら？　そんなにその名前が、私の口から出るのが不思議かしら」

　銃じゆう口こうを微び動どうだにさせず、エレオノーラは目を細める。

　白磁の肌はだを、ランタンの光がなお艶つやっぽく照らし上げている。蒼あおい瞳ひとみはどこか陶とう然ぜんと潤うるんでおり、隻蓮を撃うち貫ぬく瞬しゆん間かんを今か今かと待ちわびているかのようだ。

　銃口が、ゆっくりと滑すべる。

　万が一にも避よけられぬように、額から腹部へ。

「ダフネのこと、私が知らないと思ってたの？　いえまあ、あの人はいまだにそう信じてるみたいですけれど、私そんなに世間知らずに見えるかしら？　だいたい私と引き合わされた時点で、あの人もう四十を超こえていたんだから、過去に恋こい人びとぐらいいるのが普ふ通つうでしょう？」

　まるで、赤点を取った生徒でも見るような目つきで、エレオノーラは唇くちびるを歪ゆがめた。

　隻蓮は動けない。

　いっそ額にポインティングされていればやりようもあったが、腹部ではいかんともしがたい。仮に銃口を払はらったところで、弾だん丸がんはわずかに目的を逸それるだけで、やはり内臓のどこかを傷つけるだろう。

「あなたは……ダフネどのを……どうするつもりでござる？」

　掠かすれた声で言うと、逆にエレオノーラは訊きき返した。

「どうすれば良いのだと思う？」

「…………」

　黙だまり込んだ隻蓮を、エレオノーラはしばらく見つめていた。

　石のごとき時間を嚙かみしめながら、やがて隻蓮の方が喉のどから押し出すように呟つぶやいたのだ。

「……拙せつ僧そうを、ここで殺していただいてもかまわぬ」

　と、声はこぼれた。

「……ただ、かなうなら、ダフネどのは救っていただけぬか」

「救う？」

「陳ちん腐ぷな言葉でござるが、あの娘こに罪はない。世界のどこにも、自分の生まれに責任を取れる人間などおらぬ。だから……」

　そこで切って顔をあげた隻蓮へ、エレオノーラが問う。

「本気ですの？」

「本気でござる。そもそも、こんな状じよう況きようで信じてもおらぬ戯たわ言ごとをほざく者がおると思うか」

「それは……そうですわね」

　困こん惑わくの色が、女の顔に揺ゆれた。

　やがて、それがゆっくりとほころびて、花のような微び笑しようを浮うかべたのだ。

「だったら、仕方ありませんわ」

「仕方ない……とは？」

　隻蓮の言葉に、エレオノーラは優美に肩かたをすくめた。

「もともとね。見ないふりができる間は、ずっとそうするつもりでしたの。ダフネなんて娘むすめはいないのだと、そういう風に振ふる舞まって、そういう風に老いていくつもりでした、でも、もしも誰だれかに見つかったら、その誰かがあの娘のことを私に頼たのんだのなら、あの人に言うつもりでもあったのよ。──その娘を、ちゃんとうちで引き取って上げなさいって」

「……エレオノーラ、どの」

　茫ぼう然ぜんと、隻蓮が顔をあげる。

　その言葉が、あまりにも意外だったからだ。

　無様に瞬まばたきばかりを繰くり返す僧そう侶りよの前で、エレオノーラは当然とばかりに胸を張った。

「だってそうでしょう。どんな事情があるにせよ、子供は親を選べませんもの。だったら、どんな事情があろうとも、子供は親が護まもるべきですわ。魔ま法ほう使いだろうがそうでなかろうが、そんなことは関係ありません」

「…………」

　見くびっていた、と隻蓮は思った。

　苦労知らずのお嬢じよう様さまとも見えたこの女性は──本当の貴族だった。

　現実にはありえないほどの、人々の理想。見知らぬ人をも導く、高貴なる義務ノブレス・オブリージユを当然に纏まとう人格。だからこそ、彼らは貴族と呼ばれるのであった。

　はは、とかすれた音が喉から漏もれた。

　笑い声だとも、自分で気づけぬまま、ぽつりとこう呟いた。

「……良かったでござる」

「何が？」

「拙僧、あなたと知り合えて良かったでござる」

　そう言われると、エレオノーラは台詞せりふに詰つまった。

　な、何を……と口ごもったその顔が、面おも白しろいように真っ青と真っ赤とを交こう互ごに繰り返す。まるで信号機のような有様で、女はぷいと視線をそらしたのだ。

「そ、そんなことを言われても何も出ませんわよ」

　それから、こう続けた。

「……私も、少し誤解してましたわ」

「誤解？」

　きょとんと言った隻蓮へ、エレオノーラは仕方なさそうに表情をゆるめた。

「あなたは、あの人をはめようとしてるのだと思ってました。だって、あの人、基本的に疑うたぐり深いくせに、一度信じた相手には無警けい戒かいなんですもの」

「……まあ、言われてみれば、そういう節も」

　考えてみれば、儀ぎ式しきがあるからといって、見張りもつけずに隻蓮を放置してる自体、わりと異例なことなのだ。オズワルドという魔法使いの、人ひと柄がらをあらわす一件とは言えるだろう。

（……あ）

　あることに隻蓮は気づいた。

　ひどく淡あわく、温かな気持ちになれるような事実であった。

「……エレオノーラどのは、あの方が好きなのでござるね」

「で、でなければ結けつ婚こんなんかするものですか！」

　かああっ、とますます顔を紅あかくして、エレオノーラが言い募つのる。

　ぶんぶんと猟りよう銃じゆうを振り回しているあたり、いつ暴発しないかと不安でならないのだが、それも含ふくめて隻蓮にとっては不思議なくすぐったさを感じさせる行こう為いではあった。

「そういえば、オズワルドどのはどうしていらっしゃるのでござるか？」

「重要な儀式だと聞いてますけれど。今回、私は詳くわしい内容を聞かされてませんの。てっきり、この屋や敷しきを選んだ理由の半分ぐらいは、その娘と密会するためだと思ってましたけれど」

「……いや、ダフネどのと、オズワルドどのは一度も会ったことがないそうでござるぞ？」

　隻蓮が、眉まゆを寄せる。

　何かが、おかしかった。

　歯車が嚙かみ合ったはずなのに、それでもまだずれているかのような。

「じゃあ……あの魔神はエレオノーラどののものではなくて……？」

「何のこと？」

　エレオノーラが眉をひそめる。

　演技とは思えなかった。

　喉のどの奥に、何かが差し込まれる気がした。

　内臓がひしゃげ、食道を胃液が逆流するような吐はき気。足元がぐらぐらと揺れて、何もかもを吞のみ込んでしまいそうだった。

「セキレンさん!?」

「今すぐに、オズワルドどののところへ──」

　そう、言いかけたときだった。




　　　　＊




　森のただ中へ、複数の声が流れていた。




「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」




　淡たん々たんと。

　蕭しよう々しようと。

　しかし、暴風にも揺ゆるがぬ毅き然ぜんとした詠えい唱しよう。

　誰だれひとりとしてしわぶきひとつせず、音階ひとつずらさず、定められた抑よく揚ようを守りきって、厳げん粛しゆくなる呪文スペルが続く。




「O THOU wicked and disobedient various spirit's Astaroth and Paimon, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」




　祈き願がん呪じゆから王の呪文、そして精せい霊れいの鎖くさりと呼ばれる一連の詠唱。

　定型でありつつも、集団で唱えられる呪文は、まるで大波のような雄ゆう大だいさを備えていた。ゆるやかに、穏おだやかに、しかし熾し烈れつな念を秘ひめて、霊脈レイラインの呪力さえ彼らの呪文が絡からめ取っていく。

　中央に置かれた真しん鍮ちゆうの壺つぼへ、それらの呪力を捧ささげていく。

　圧あつ倒とう的な呪力の量は、すでに標準的な霊脈レイラインを上回った。質は問うまでもあるまい。〈協会〉に冠かんたる〈ゲーティア〉の高弟たちが捧げ、オズワルド・レン・メイザースの引き受けた呪力である。

「我は招く──！」

　オズワルドが言った。

　獅し子しの咆ほう哮こうにも似た叫さけびだった。

　それに続いて、徒と弟ていたちもまた口にした。

「我は、招く──！」

　どお、と呪力が渦うずを巻いた。

　嵐あらしにも匹ひつ敵てきする規模の呪力が、一糸乱さず制せい御ぎよされるその凄すさまじさ。

　並の魔ま術じゆつ結社であれば、この光景を見ただけで舌を巻いただろう。〈ゲーティア〉の実力を思い知り、その場で跪ひざまずいてもおかしくない。それだけの意味が──魔法使いが追い求めるひとつの究極が、ここにはあった。

　オズワルド・レン・メイザースという、天才が。

　風が吹ふいた。

　樹木の枝さえ砕くだくその風圧に、瞬まばたきひとつせずオズワルドはさらに叫んだ。




「我は、招く──！」




　真鍮の壺が、大きく揺れた。

　その内側に潜ひそむモノを縛しばり付ける、自らの呪力の鎖が、オズワルドには感じられた。

　確かな手て応ごたえがあった。

　自分のこれまでの人生を賭かけた、その手応えが。

「我は、招く──！」

　無表情に言いつのりながら、ゆっくりとその鎖を引き絞しぼっていく。一秒に一センチずつ正確に、コンマ一ミリも狂くるわさず、渾こん身しんの綱つな引ひきで勝ち続けるような作業だった。気の狂いそうな精密さと剛ごう力りきとを同時に要求されるその内容に、それでもオズワルドは耐たえ続けた。

　時間の感覚が、残らず溶とけきってしまいそうだった。

　一秒は一時間に、一分は一年にも感じた。

　高度な魔術儀ぎ式しきにはつきものの、時間概がい念ねんの崩ほう壊かい。

　それさえもオズワルドは耐え抜ぬいた。数十年の孤こ独どくも、数百年の牢ろう獄ごくも、彼にとっては何の障害にもなりえなかった。魔法使いとしての技術と能力だけを武器に、壮そう絶ぜつな魔神との契けい約やくにさえ、彼は勝利しようとしていた。

　なのに。




　──それなのに




（終わる……？）

　勝利を、オズワルドは思った。

　思ってしまった。

　それを考えた瞬しゆん間かん、自分の底でざわりとひりつくものがあるのを、感知してしまった。

（…………ぁ）

　一瞬、人間の顔が、稀き代たいの大魔法使いの脳のう裏りをかすめたのだ。

　魔術とは直接関係ない、人々の顔であった。

　ふたりの少女であり、ふたりの女であった。

　けして魔術の最中に抱いだいてはならぬ、魔法を自らの人生と引き替かえてしまった者が覚えてはならない、不純な感情。




　その感情が、摑み取られる




「ッ────！」

　心臓を握にぎられたかのごとく、オズワルドは硬こう直ちよくした。

　オズワルドだけではなかった。首領へ呪力を供給していた徒弟たちの全員が、その瞬間に身体からだを強こわ張ばらせ、白目を剝むき、その口の端はしから泡あわを吹ふいていたのである。

　何かが、笑ったようだった。




　傲ごう岸がんな人間へ、魔神が嗤わらったかのようであった。




　見つけたぞ、と。

　見つけたぞ、と。

　それが、お前の……かと。

　これか、と。

　これか、と。

　これか。

　これかこれかこれかこれかこれかこれかこれかこれかこれかこれかこれかこれか──！




　　　　７




　──そのとき


世界が、裏返った。






　　　　８




　隻蓮が感じたのは、途と轍てつもない呪じゆ力りよくの集中であった。

　これまで、魔ま法ほう使いとして一度も感得したことがないほどの、膨ぼう大だいな質量の呪力。

　窓が、弾はじけた。

　光と風に圧あつ迫ぱくされ、森の木々が立て続けに折れていく。

　ほとんど天災にも匹ひつ敵てきしようという規模。まるで巨きよ人じんの腕うでに薙なぎ払はらわれるかのような光景の全ぜん貌ぼうを目にしたものは、雲の狭はざ間まから覗のぞいたわずかな星だけであったろうか。

　部屋の内側も、今の爆ばく風ふうだけで大きく荒あれていた。

「今の、は──」

　呻うめきつつ立ち上がったエレオノーラが、目の前の隻蓮を見て、血相を変える。

　咄とつ嗟さにかばったため、袈け裟さの背中がガラス片へんで切きり裂さかれていたのだ。

　しかし、隻蓮は微び動どうだにせず、告げた。

「エレオノーラどのは、ここにいてくだされ」

　一言ずつ、区切るように話す。

「でも」

「もしも御おん身みに何かあったら、拙せつ僧そうがオズワルドどのに申し訳がたたぬ」

　言って、しかし隻蓮は空を見上げた。

　自分の言葉が、もはや間に合わないことを彼は知ったのだ。

「あれ……は……」

　砕くだけた窓の向こう側に、巨人が浮ういていた。

　嗤っていた。

　以前、隻蓮が見たときよりも、遥はるかに強大な呪力を纏まとって、荒れ狂くるっていた。

「…………っ！」

　背筋に、異様な怖おぞ気けが走った。

　こちらを、巨人が向いたのだ。

　ばかりか──曖あい昧まい模も糊ことした表情は見えないのに──にんまりと唇くちびるを歪ゆがめ、途と方ほうもなく邪じや悪あくな笑えみを漏もらしたように思えたのだ。




　──見つけた。




　そんな声を、聞いた気がした。

　次の刹せつ那な、その豪ごう腕わんが彗すい星せいのごとくに降り落とされた。

　ほとんど無意識で結印し、隻蓮は叫さけんだ。




「金剛夜叉明王に帰命したてまつる。──その金剛力を貸し与えたまえ（オン　バザラ　ヤキシヤ　ウン）！」




　窓どころか、石を積んだ壁かべがまるごとぶち抜ぬかれる。

　その拳こぶしを、真っ向から隻蓮が引き受けたのだ。

　皮ひ膚ふが裂け、筋肉がひしゃげ、骨が軋きしんだ。踏ふみしめた床ゆかが隻蓮の大だい腿たい骨こつよりも先に砕け、密教僧の脊せき椎ついまでも今にも叩たたき折れそうな悲鳴をあげた。

（もたぬ……っ！）

　と、隻蓮は呻いた。

　明王一の金剛力を宿した身体からだでさえ、かほどの重量と呪力は防ぎきれなかった。

（これ、は……）

　その刹那、別の影かげが割り込んだのだ。

　ヒトガタでありながら、人とは異なる影であった。




「──来たれエリゴール！　六十の軍団を治める堅けん固ごなる騎き士し！」




　呪文スペルは、遅おくれて聞こえた。

　突とつ然ぜん現れた鋼はがねの騎士は、割り込みざまに槍やりの一いち撃げきを巨きよ大だいな拳へ馳ち走そうした。しかも、たまらず退いた巨人に向かって、さらに雄お々おしく床を蹴けったのだ。

「エリゴール」

　名を呼んだのは、隻蓮であったか、エレオノーラであったか。





「──来たれマルバス！　三十六の軍団を統べる王！」

「──来たれグラーシャ・ボラス！　三十六の軍団を制する、力強き伯はく爵しやく！」






　続けて、さらに二柱の魔神が並び立った。

　かたや、黄金の獅し子し。

　かたや、鷲わしの翼つばさ持つ狼おおかみ。

　七十二の魔神でも名高い血ち塗ぬられた悪あく霊りようたちは、自らの数倍もある巨きよ人じんへと飛びかかったのだ。

「これ、は……」

　砕けた壁から、隻蓮が魔神たちの現れた方向を覗のぞく。

　無論、ほかの人間であろうはずもない。

　森の入り口、嵐あらしを受けて打ち震ふるえる樹木の根本には、祭さい儀ぎ服を泥どろにまみれさせた魔法使いが──オズワルドが佇たたずんでいたのだった。




　　　　＊




「オズワルド……どの」

　目を剝むいた隻蓮へ、オズワルドは精せい一いつ杯ぱいの声量で叫んだ。

「早く……離はなれろ……！　抑おさえるぐらいしかできん……！」

　巨人へ魔神をけしかけつつ、壮そう漢かんもまた屋や敷しきの反対側──正門の方へと身を翻ひるがえした。

　隻蓮たちも、それに倣ならった。

　魔神が時間を稼かせいでくれる間に、屋敷の内側を駆かけ戻もどったのだ。幸い、オズワルドの喚かん起きした魔神たちは十分以上に巨人をひきつけてくれており、しんがりとなった隻蓮は幾いく分ぶんかの注意を振ふり向けるだけで事足りた。

　回かい廊ろうを巡めぐり、正門でちょうどオズワルドと合流した。

「オズワルドどの！」

「……今、屋敷の結界を強化した」

　ソロモンの五芒星を正門の柱へこすりつけ、オズワルドがこちらを振り向いた。

　隻蓮と、エレオノーラが息を止めた。

　この距きよ離りまで気づかなかったが、稀き代たいの魔法使いの横顔はいっそ透とう明めいなほどに血の気を失っていたのだ。生気のなさだけでいえば、まだしも幽ゆう霊れいの方がマシではないかと思われるほどであった。

　それだけのエネルギーを、この数時間でオズワルドが消費し尽つくしたということだった。

「──オズワルド様！」

　遅れて、使用人たちも駆けてきた。

　こちらは、ほんの少し、オズワルドが指示を出すだけですんだ。

「すぐ皆みんなを避ひ難なんさせろ。手はずはいつも言ってある通りだ」

「……了りよう解かいしました」

　このような事態にも、彼らの覚かく悟ごはそなわっていたものか。

　すでに準備をしてあったメイドや執しつ事じたちが、続けて屋敷を退去していく。いくらかの動どう揺ようは見られるものの、誰だれひとりパニックに陥おちいっていないことに隻蓮は舌を巻いた。

　人間や組織の真価は窮きゆう地ちにこそ現れるというが、〈ゲーティア〉という組織においてもそうだったのだろう。必ずしも魔ま術じゆつ結社としてのみではなく、オズワルドが統すべる集団がそれだけの組織力を持っていたということでもあった。

　あっという間に、屋敷から人の気配が消えていった。

　魔神と巨人との戦いはいまだ続いているらしかったが、オズワルドの言った通り、もうしばらくの間はもちそうだった。

　ようやっと一息つけると見て、隻蓮はオズワルドへ向き直った。

「オズワルドどの、なぜこんな──！　あの巨人は一体なんでござるか！」

「…………」

　すぐには、オズワルドは答えなかった。

　だから、エレオノーラが口を挟はさんだ。

「あなた」

　その一言が、どのような影えい響きようを与あたえたか。

　少しの間、呼吸を整えてから、掠かすれた声でオズワルドは言葉を吐はき出した。

「あれも……七十二の魔神だ……」

「魔神？」

「正確には……ソロモンの魔神としてのカタチを成す前の……霊エーテル体だ……」

「な……っ！」

　隻蓮が、絶句する。

　そんなものが、まともな『力』を発揮するはずがなかったからだ。

　どのような使い魔アガシオンであろうと、その『力』を発揮しうるのは、カタチがあればこそだ。カタチとは器うつわと呼んでもよい。ソロモン王の魔術に代表される七十二の魔神であろうが、幽精術の幽精ジンであろうが、その原則に変わりはない。

　いや。

　例外は、あった。

　当時の隻蓮が直接見たことはなかったが──そのような霊エーテル体は存在した。

（神しん道とうにおける……神の位階ということか……っ）

　地方とはいえ、神とされるほどの強大な呪じゆ力りよく。

　それほどの呪力があれば、明確なカタチがなくとも、世界を蹂じゆう躙りんするに足るだろう。なぜならば、それは災わざわいとも荒あら御み霊たまとも祟たたり神とも呼ばれる、自然崇拝アニミズムの神の原始的な姿なのだから。

「では……まさか、あれは……」

「至上の四柱だ……」

　隻蓮も、聞いたことはあった。

　ソロモン王の魔術において、なお特別な意味を持つ名前。

　七十二の魔神の残りすべてを統とう括かつする、文字通り至上の悪あく霊りようたち。

「私は……この場で……残る至上の四柱と契けい約やくし……支配するつもりだった……」

「あなた……それは……」

　エレオノーラが言葉に詰つまる。

　自身がソロモン王の魔術に携たずさわっている分、その言葉の恐おそろしさが分かるのだろう。いかにオズワルドが史上稀まれに見る天才といえど、早々手を出せるような相手ではなかった。

　口ごもってしまった女の代わりに、隻蓮が問うた。

「どうして、そのような無理を……」

　後になって、彼は悔くいることとなる。

　問われたオズワルドの表情は、どうしようもなく無む惨ざんな──複雑な感情を秘ひめたまま、歪ゆがんだままに笑ったからだ。けして、人間が生きている間に浮うかばせてはならない類たぐいの笑えみであった。

「失敗するなら……それも良いと思っていたからだ」

「何……っ」

　絶句した隻蓮に、オズワルドはかぶりを振ふった。

「もう……終わらせたかった」

　蒼そう白はくな顔色は、そうするとますます色を失っていくようだった。いつも身の内に膨ぼう大だいな熱量を蓄たくわえているようだった男からは、今このとき、絶望的な虚きよ無むしか感じられなかった。

「私の娘むすめに……こんな魔法の業ごうを強しいたくなかった」

　それは、どちらの娘であったろう。

　おそらくは、双そう方ほうなのだろうと隻蓮は直感した。

「なのにな……私は、失敗することさえかなわなかったんだよ」

　ひどく、不ふ吉きつな言葉を聞いた気がした。

　失敗では、ない？

「どういう……ことでござる」

「対価が足らんゆえに、契約はできておらん。だがな、それでも私の魔術自体は成り立ってしまった。私に流れる血が、私に染しみついた技術が、成立させてしまった。……だから、あの巨きよ人じんは、私の無意識の願いを汲くみ上げているのさ。気絶した徒と弟ていどもも放ほうって、願いを叶かなえようと奔ほん走そうしているのさ」

　失敗さえ、できなかった。

　その意味に、隻蓮は戦せん慄りつする。

　あまりに優れた血統と才能が、彼に失敗さえ許さなかった。至上の四柱と正しく契約がかなわなかったのに、その願いだけを押しつけてしまった。

　そんなことがありえるのか。

　ありえてしまったのか。

「無意識の、願い？」

「……は、は、ひどく馬ば鹿か馬ば鹿かしいことだよ。誰だれだって一度は願うような、そんな願いを抱いだいたことに苦笑いして、すぐ忘れてしまうようなことだ。まともな思考じゃないだけに、本当にどうしようもなくて救いがたい、糞くそみたいな欲望だ」

「それは……」

　訊きくべきではないと、もはや隻蓮にも分かっていた。

　それでも、今いま更さら止めることはできなかった。

　ひどく禍まが々まがしい、自らの真実に直面させられたかのようにオズワルドの表情が歪み──しかし、彼は逃にげなかった。




「……わずらわしい何もかも、なくなってしまえばいい……と、そんな青あお臭くさい子供みたいなことを……私は心のどこかで願っていたのさ」




「わずらわ……しい……？」

　隻蓮が絶句する。

　あの少女の存在が、オズワルドにはわずらわしかった？

「……それ、で……あの巨きよ人じんが……？」

　怒おこることはできなかった。

　誰が、そんなことをできるだろう。苦しみも悲しみも背負っていきながら、人生でただ一度もそれを願わぬものがいるだろうか。頻ひん度どこそ多かれ少なかれ、泡あわのように浮かび上がる破は滅めつ的な願望を押し殺しながら、誰もが生きているのではないだろうか。

　そんな無意識の願望を、オズワルドという魔ま法ほう使いも抱いたとて、どうして怒ることができようか。

　まして、魔法などという血筋と才能を疎うとんだのは、誰よりもオズワルド自身であろうに。

　唇くちびるを嚙かんで、隻蓮が顔をあげた。

「ならば、おぬしが支配しているという至上の四柱を使えば──」

「今回の喚かん起き儀ぎ式しきには、その二柱──アスモダイとバールの呪じゆ力りよくを利用した。……しばらくは再喚起できん」

　弱々しく、オズワルドが首を横に振る。

　ほぼ同時に、魔法使いにしか聞こえない、硝子ガラスの割れるような音が聞こえた。

　結界が砕くだけた音であった。

　さしもの魔神たちでさえ、自らのさらに高位にあたる至高の四柱には、これ以上の時間を稼かせげなかったものか。邸てい宅たくの屋根の向こう側から、突つき刺ささるような視線を、隻蓮とオズワルドは感じ取ったのだ。

　紅あかく光る、巨人の瞳ひとみであった。

「……ああ」

　オズワルドがゆっくりと振り向き、淡あわく嗤わらった。

　自じ嘲ちようの、笑えみ。

「私が死ねば、あれを引き留めている糸パスも断たち切れる。これ以上の暴ぼう虐ぎやくを振るうことはかなうまい。──無様を見せたな、セキレン」

　足を引きずりながら、巨人へと歩いていく。

　魔神を喚起したのも、結界をつくったのも、単に隻蓮や使用人たちが逃げる時間をつくっただけだったのだろう。

　その肩かたを、傷だらけの拳こぶしが摑つかんだ。

「──セキレン？」

「……なるか」

　オズワルドの行く道を阻はばみ、隻蓮は拳を握にぎりしめたのだ。

「そんなもの、おぬしが死ぬ理由になるものか！　なってたまるものか！」

　雷かみなりにも似た怒ど号ごうが、僧そう侶りよの喉のどから発した。

　さしもの魔法使いが目を見開き、巨人の動きさえも一いつ瞬しゆん停止したように見えた。それだけの声量と感情が、隻蓮からは溢あふれかえっていた。

「セキレン、お前──」

「ならば、そんな魔神、拙せつ僧そうが止める──！」

　大地を、蹴ける。

　その身体からだは重力を無視して、大空を翔かけた。




「迦楼羅神よ、その翼を貸し与えたまえ（オン　ギヤロダヤ　ソワカ）！」




　迦楼羅の翼が、隻蓮の身体を加速させる。

（たとえ、至上の四柱であろうが──カタチを成す前なら！）

　わずか数秒で巨人の頭上へと飛び上がり、隻蓮の結印が組み変わった。




「あまねく諸仏に帰命したてまつり──とくに帝釈天に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　ボダナン　インダラヤ　ソワカ）！」




　ジグザグに走ったのは、紫むらさきの稲いな妻ずま。

　インド神話において神々の長とされる、帝釈天インドラの雷らい撃げきであった。当時の隻蓮が知る最大威い力りよくの術式は、巨人の全身に紫し電でんの牙きばを穿うがたせた。

（まだまだ──！）

　声ならぬ声で、隻蓮が吼ほえる。





「あまねく金剛尊に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　バザラ　ダンカン）！」

「あまねく諸仏に帰命したてまつり──とくに風天に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　ボダナン　バヤベイ　ソワカ）！」






　炎ほのおが、風の刃やいばが、巨人へ次々に襲おそいかかる。

「おおおおおおおおおお──！」

　至上の四柱。

　一体ずつが一流の魔法使いにも匹ひつ敵てきする七十二の魔神において、なお頭角をしめる化け物たち。どう考えても、未いまだ道半ばの隻蓮にかなう相手ではあるまい。それが分かっていたからこそ、一切のゆるみなく、隻蓮は全力を注ぎ込んだ。

　全力以上の、呪じゆ力りよくを込めた。

　しかし。

　それでもなお──彼の想像はまだ欠片かけらも届いていなかった。

「駄だ目めだ！」

　オズワルドの叫さけびが、遠く聞こえた。




「まだ……アスタロスもパイモンも……目覚めてさえいない……っ！」




　その声に、同調したかのようだった。

　初めて、巨きよ人じんが動いたのだ。

　隻蓮の放った魔ま術じゆつに対して、鬱うつ陶とうしい蠅はえでも追い払はらうかのように、その指を広げた。

　ただ、それだけなのに。

「───んがッ！」

　不可視の圧力に、隻蓮が吹ふき飛ばされる。

　十メートル以上の高度から、大地へ激げき突とつした。

　脳のう髄ずいまで砕くだき散らす絶大な衝しよう撃げきを味わいながら、隻蓮は見た。

（なんじゃ、これは……）

　曖あい昧まい模も糊ことしていた巨人に、異変が起きていたのだ。

　いままで魔神が微睡まどろんでいたのなら、隻蓮の魔術がその目を開かせてしまったのだろうか。

　巨人が、カタチを成していく。

　それも、ひとつではなかった。

　ひとりであった巨人が、二柱の魔神として分ぶん裂れつし、それぞれのカタチをもって顕けん現げんしようとしているのだった。

（なんでござる、これは……っ！）

　心中で、絶ぜつ叫きようする。

　目の前にいるのは、絶望の具現としか思えなかった。

　圧あつ倒とう的な、魔ま性しようの顕現。

　自分が借りている仏性の加護が、そのままカタチを得てしまったかのような──どうしようもない『力』の差を、何よりも心の芯しんで実感してしまう。その実感とともに、折れてはならない何かが折れて、隻蓮の身体からだから力が抜ぬけていく。

（ま……だ……駄、目で……ござ……っ）

　意識が、搔かき消える──




　　　　＊




「セキレン！」

　オズワルドも、見た。

　もともと、あの巨人は一柱の魔神のみの霊エーテル体ではない。

　──アスタロス。

　──パイモン。

　ふたつの魔神がカタチを成せず、結びついた姿だ。至上の四柱の中でも西方を司つかさどる二柱だけに、そうした結びつきはけして不自然なことではない。そして今、隻蓮の放った術式によって、二柱の王と女じよ帝ていはいましも目覚めんとしている。

（止め……なければ……）

　途と切ぎれそうな意識で、思う。

　先の儀ぎ式しきで、自分の呪じゆ力りよくは絞しぼり尽つくされている。

　エリゴールやマルバスといった三柱を喚かん起きできただけでも、奇き蹟せきのようなものだ。

　だけど。

（それ、でも……！）

　嫌いやだった。

　自分の情けなさなど、とうに分かっている。

　半ば自殺的な衝しよう動どうが、こんな馬ば鹿かげた結果を生んだのだと、十分以上に理解している。徒と弟ていたちにも今回の儀式の危険さは説いていたし、その結果が破は滅めつにつながったなら、受け入れるつもりではあった。

　だが、隻蓮は違ちがうだろう。

　彼は、ただ自分に肩かた入いれしてくれただけだ。

　自分のような愚おろか者を、守ろうとしてくれただけ。そんな相手を──友人を、自分の弱さに巻き込みたくはなかった。

（退去、を──）

　必死で、呪力を搔き集める。

　喚起と対になる、退去の術式を形成せんと、ソロモンの五ご芒ぼう星せいを握にぎりしめる。




「Depart, then, I say, and be thou very ready to come at──」




　かはっ、と咽むせた。

　呼吸に、血の臭においが混じっていた。儀式によって内臓も傷ついていたらしかった。呪力どころか、自分の命さえどこまで保もつか怪あやしかった。

　駄だ目めだ。

　止められない。




　至上の四柱の残るふたつ──アスタロスと、パイモンが──




　　　　＊




　刹せつ那な。

　ぎこちなく、巨きよ人じんの変化が停止した。

　いや、違う。

　停止したのではない。

　分ぶん裂れつしかけていた巨人は、突とつ然ぜん隻蓮にもオズワルドにも興味を失ったかのように向き直り、硬こう直ちよくしたのである。

　しかし、その理由は隻蓮にもオズワルドにも分からなかった。

　誰だれか、〈ゲーティア〉の徒弟が立ち上がり、一いつ矢しを報むくいたというのか？

　それも、違った。

「……そんな」

「お前……」

　巨人の前へ立ち塞ふさがった背中へ、ふたりは目を見張った。

「──本当に、あなたは仕方がないわね」

　こんな状じよう況きようにも拘かかわらず、振ふり返ったエレオノーラの笑えみは、太陽に似て爽さわやかだった。

　背中を見せたまま、女はこう続けたのだ。

「この期ごに及およんで、噓うそをつくのだもの」

「……エレオノーラ？」

　弱々しく問うたオズワルドへ、エレオノーラは困ったように少しだけ眉まゆを寄せた。

「本当、もう少し上手な噓をついてくださいませ。無意識の願望？　わずらわしかった？　そんなはずがないでしょう。だいたい、あのなりそこないの魔ま神じんが、あなたのわずらわしい何もかもを葬ほうむり去るなら、何より〈ゲーティア〉の徒弟を生かしておく必要がありませんわ」

　気絶した徒弟を放って、とオズワルドは口にしていた。

　そのときから、エレオノーラは彼の言葉の矛む盾じゆんに気づいていたものか。

「成功でも失敗でもなかった？　それも噓ですわね。誰かの妨ぼう害がいでも入らない限り、あなたが魔術に失敗するなんてありえない。だって、あなたはオズワルド・レン・メイザースなんですもの」

　エレオノーラは、まるで歌うように言う。

　巨人の脅きよう威いさえ、そよ風としか感じてないみたいだった。

　あるいは、脅威と思うような時間を、とうに通り越こしてしまったかにも見えた。

「何を……言っている？」

　オズワルドが問うた。

　すると、エレオノーラは嚙かんで含ふくめるように続けたのだ。

「儀式に成功してしまって、何が契けい約やくの対価になるか、初めて知ってしまったんじゃないですの？　だから、慌あわてて魔術を打ち切ったんじゃありませんの？」

「お前……」

「私、知ってますわよ？」

　泥どろだらけのオズワルドへ、エレオノーラは悪戯いたずらっぽく告げたのだ。




「……あなたが至上の四柱──アスモダイとバールを支配できたのは、昔の恋こい人びとが自分を捧ささげたからでしょう？」




「────っ！」

　あらゆる痛みを忘れ、隻蓮が目を剝むいた。

　やっとのことで視線を動かして、オズワルドを見返す。

　オズワルドは、半はん透とう明めいにまでなっていた顔色へ、ほんのわずか血色を取り戻もどしていた。それだけの衝しよう撃げきが、今のエレオノーラの告白にはあったのだ。

「……それ……は……っ！」

「ええ、あなたは、自分の恋人を捧げるつもりなんてなかったでしょうね。でも、向こうはそうじゃなかったんじゃないかしら。魔術のことは知らなくても、何か少しでもあなたの力になりたかったんでしょう。その無意識の願望に、魔神が食いつくのは普ふ通つうのことですわね。──ええ、それこそ、あなたが今言ったとおりじゃありませんか」

　エレオノーラの語る推測は、しかし推測と片づけられない重みを備えていた。

　魔術の、対価。

　ソロモン王の魔術において、魔神の求めるモノ。

　オズワルドは、こう言ってなかったか。




　──『ソロモン王の魔術は、ほかの魔術に圧あつ倒とうして、魔法使いのすべてを求める』

　──『至上の四柱にも、私は手をかけた。その一いつ端たんへついにアクセスした。だが、所しよ詮せんはその半分を支配したにすぎぬ。あれだけの犠ぎ牲せいを支し払はらって、やっとそれだけの結果』




　犠牲とは何のことか、あのときの隻蓮は訊きけなかった。

　そして、エレオノーラが言う。

「彼らが喜ぶものは、術者にとって最も大切なもの。物でも、人でも、なんでもかまわない。捧げた心の重さをこそ彼らは問います」

　大切なもの。

　大切な人。

　捧げられる、心の重さ。

「ならば、ダフネどのが襲おそわれたのは……」

　隻蓮が呻うめいた。

　無意識の願望など、ただの噓うそ。

　あの巨きよ人じんがダフネを襲った本当の理由は──あの少女がわずらわしかったからなどではなく、オズワルドの真に愛する娘むすめだったからだとしたら。

　それならば、つじつまが合う。

　おそらく、あの巨人と契約しようとしたのは、今回の儀ぎ式しきが初めてではなかったのだ。

　本当に困難な魔術儀式は、一日やそこらで完成するようなものではない。また、オズワルドが妙みように荒あれた日があったことも、儀式に関連した感情だったなら納なつ得とくできる。

　おそらく、以前からいくらかの『力』を振ふるえるようになっていた巨人は、オズワルドから対価を得るべく、ダフネを襲ったのだ。なりふりをかまわないやり口も、あっさり退散した引き際ぎわの早さも、その『力』の不完全さによるものだったろう。

「ああ、セキレンさんが言いかけてたのは、この巨人がダフネさんを襲ったということでしたのね？　これなら道理でしょう？　そして今──私を狙ったのも」

　最後の言葉で、やっと隻蓮は気が付いた。

　どうして、エレオノーラがずっと背中を見せているのか。

「エレオノーラどの！」

「あら、やっとばれたのね」

　しとどに血で濡れた胸元へ、エレオノーラは視線を落とした。

　至上の四柱は、停止したのではなかったのだ。

　あくまで巨人は、自分への生いけ贄にえとなる相手を狙っただけだったのである。隻蓮やオズワルドが反応もできない速度で、巨人はエレオノーラを攻こう撃げきしていた。曖あい昧まい模も糊ことしていた身体からだから、まるで槍やりにも似た触しよく手しゆを伸のばし、女の胸を貫つらぬいていたのだ。

　ずるり、と槍が抜ぬける。

　驚おどろくほど大量の血が、噴ふき上がった。

「エレオノーラどの！」

「エレオノーラ！」

　ふたりの声が、虚むなしく響ひびく。

　対して、

「……あらあら」

　胸を撫なでて、エレオノーラはひどく儚はかなく微笑ほほえんだ。

　儚くて、美しい笑みだった。




「困ったわね。こんなに痛いのに、こんなに辛つらいのに、凄すごく嬉うれしい。嬉しすぎて今にも泣いてしまいそう。──あなた、本当に、私を愛してくれていたのね」




「エレオノーラ……っ！」

　オズワルドの叫さけびは、血どころか内臓までも吐はき出すようだった。

　彼は、悟さとったのだ。

　愛する妻が、何をしようとしているかを。

　全身全ぜん霊れいで阻はばもうと、オズワルドの端たん整せいな顔がみっともないほどに歪ゆがみ──

　なのに。

　誰だれも動けなかった。

　凄すさまじい呪じゆ力りよくの重圧が、隻蓮もオズワルドもひしいでいた。普ふ段だんならばともかく、隻蓮は身体中に多大なダメージを受けたところで、オズワルドはありとあらゆる精気オドを使い果たした直後であった。

　魔ま術じゆつひとつも行使できず、仮にも一流の魔法使いと呼ばれたふたりは、無力に大地へ突つっ伏ぷしていた。

「本当に……馬ば鹿かな人……」

　隻蓮の見たいつよりも、エレオノーラの笑みは優やさしかった。

　朱しゆに染まっていても、その事実だけは変わらなかった。

「か、は……っ」

　肺から気管へ血がせりあがったのか、その背筋が無む惨ざんに曲がる。

「エレオノーラ！」

「……そうね。アディには……私の身体がもともと弱かったんだ、とでも伝えておいて。……あなた隠かくし事は下手だけど、せめて娘ぐらいは騙だましてくださいませね」

「エレオノーラ……っ！」

　必死のオズワルドの叫びに、何もエレオノーラは応こたえなかった。応えてしまえば、決心が鈍にぶるからと、そう言うようでもあった。

　巨人へ、そっと顔を向ける。

「……さあ、いらっしゃい。あなたの欲しがっていた対価をあげる。それで、すべて満たされるでしょう？　アスモダイとバールが前の恋こい人びとで納得したのに、あなたたちが私で納得しないなんて、絶対に許さないわよ？」

　言って、女は屋や敷しきの内側へ入っていく。

　巨人も、それに追つい随ずいした。

　みるみるうちにその姿が変容し、縮小し、ふたつの人ひと影かげと化した。男と女のように見えた。アスタロスとパイモン、二柱の偉い大だいなる魔神は今、女王にまつろうふたりの従者のようであった。

　正門の階段を上りながら、エレオノーラが囁ささやく。




「──来たれフェネクス。二十の軍団を愛する侯こう爵しやく」




　隻蓮も見た、炎ほのおの魔神であった。

　自らの喚かん起きした魔神へ、女が言う。

「ごめんなさい。もう少しだけ付き合ってくれる？　あの人には、あの人たちには……みっともないところ、見せたくありませんの」

　魔神を、招き寄せる。

　最後の命令に、はたして炎の鳥フエネクスは何かを思ったろうか。




　ただ、音もなく、女の身体は燃え上がった。




　燃える。

　燃えていく。

　屋敷のすべてが、燃えていく。

　薔薇ばらを思わせる緋ひ色いろの絨じゆう毯たんも、水すい晶しようのごときシャンデリアも、精せい緻ちな意い匠しようの凝こらされた螺ら旋せん階段も──そして、そこに佇たたずんだエレオノーラ・レン・メイザースも、アスタロスとパイモンであった影かげも、燃えていく。

　隻蓮も、オズワルドも、何も言えなかった。




　炎が、すべてを吞のみ込んだ。
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　意識を失っていたのは、どれぐらいであったろう。

　瞼まぶたを開くのも億おつ劫くうだった。このまま闇やみの底に沈しずんでいたかった。だが、どうしても覚かく醒せいしなければならないのだと、心のどこかが叫さけんでいた。

「……っ、あ……」

　喉のどが、こもっていた空気を押し出す。

　途と端たん、すべての記き憶おくが脳へとなだれこんだ。

「っ！」

　起きあがる。

　上半身を持ち上げるだけで、身体中の痛点を針で穿うがたれるような痛みが走った。かまわなかった。かまうこともできなかった。

　目の前に、廃はい墟きよがあった。

　何もかもが燃え崩くずれた、屋や敷しきのなれの果てだった。まだ柱や壁かべのあちこちが燃えていて、それが真っ黒に燃え尽つきた残ざん骸がいを、なおさら無惨に照らしていた。

　そして、その前に佇む、ひとりの男。

「オズ、ワルド──！」

　叫んでいた。

「……隻蓮、か」

　ひび割れた声が、そう囁いた。

　男が振ふり返った。

　それがオズワルドだと、隻蓮はすぐには認にん識しきできなかった。

　わずかな時間で、男の顔はそれほどに変わってしまっていた。

「オズ、ワルド、どの……」

「エレオノーラの家は、ソロモン王の魔ま術じゆつをよく知っていたよ」

　何の前置きもなく、そんなことをオズワルドは口にした。

「至上の四柱のことも、それと契けい約やくするために必要なモノのことも。──明言こそしなかったが、エレオノーラをその対価として扱あつかっても良いのだと、そんな感じに話してた」

「…………」

　隻蓮は、ただ奥歯を嚙かみしめた。

　何かを言ってやりたいのに、何を言うこともできなかった。

「だから、私はエレオノーラを愛さないつもりだった」

　オズワルドの声が、燃えた廃墟を低く這はいずる。

「他人の命を対価にするなど、いくら魔法使いとはいえしてはならないことだと思った。もとより、彼女以上に愛する者ができるとも、思ってもいなかった」

　それが誰だれのことか、もう訊きく必要もあるまい。

「なのに……いつの間に、愛してしまっていたのだろうな」

「…………」

　ひどく場ば違ちがいなことに、修しゆ羅らを隻蓮は思った。

　あらゆる生命の転輪するという六道の世界において、永遠に戦い続けなければならない定めの、修羅道に生きるモノ。

　あるいは、魔神。

　オズワルド自身がソロモンの魔神と変じたようでもあった。

　今や──おそらくはアスタロスとパイモンも支配し、七十二の魔神のすべてを掌しよう握あくしたのだろう魔法使いは、その成果とともに、自らを七十三番目の魔神と変じさせたようにも思えた。

「隻蓮」

　もう一度、オズワルドが名を呼ぶ。

「何で、ござろう」

「私は、もう迷わない」

　静かに──あまりにも静せい謐ひつすぎる声こわ音ねで、そう言った。

「もはや私は、ソロモン王の魔術に、喜んですべてを捧ささげよう。それを悔くいることなど、私には許されなくなった」

「…………」

　これにも、隻蓮は言い返せない。

　止められなかったのは、若き密教僧そうも同罪であった。

　自分が罪深いからこそ、彼を無実だなどと、安易には叫べなかった。

「もはや私は……ソロモン王の先に行かずにはいられない」

　その意味は、すぐには分からなかった。

　しかし、その声音に染しみついた執しゆう念ねんと憎ぞう悪おの色は、きっと一生忘れられないだろうと、隻蓮は思った。




　はたして。

　オズワルドの言葉の意味を悟さとるのはこれより十余年の後──彼の辿たどった末路を、〈アストラル〉の二代目社長に聞かされたときになる。
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　時間は、現代へと戻もどる。

　目の前のテーブルから、コーヒーの良い香かおりが漂ただよっている。

　何でも産業革命の頃ころから営業しているとかいう古めかしいカフェなのだが、このコーヒーはお気に入りで、この街ロンドンについてから何度となく隻蓮は通っていた。

「……そう、でしたか」

　そして、テーブルの向こうで、ひとりの女性が深くうなずく。

　純白の長い髪かみに、灰色の瞳ひとみ。細身に纏まとったのは男性ものの漆しつ黒こくのスーツだった。まるで、ひとりだけモノクロの世界から抜ぬけ出してきたような姿。今の隻蓮の話にも出てきた相手なのに、その面おも影かげはほとんど残っていなかった。

　ダフネ。

〈ゲーティア〉の副首領にして──アディリシアの異腹の姉でもある女性が、そこに座っていた。

「おおよそ拙せつ僧そうの知っておるくだりは、これですべてでござる。今いま更さらになって話すことになるとも思わなんだが、オズワルドどのも怒おこりはすまい──いやまあ、あの御ご仁じんだと怒る気もするが、そのときは拙僧が土下座して謝るとするさ」

　首の裏を叩たたいて、隻蓮が苦く笑しようする。

　ダフネに乞こわれて、オズワルドとの出会いを語らされたのであった。

　あまり口外したい話でもなかったが、ダフネ自身当事者のひとりであるのと、ソロモン王の魔術について何らかのヒントになるかもしれないと言われては、隻蓮に断れる道理もなかった。

　対してダフネは、隻蓮の話を反はん芻すうするかのように、うつむいていた。

　やがて、ぽつりと呟つぶやいた。

「私に魔術の素質と血脈を認めて、スカウトが来たのは十歳の頃になります」

「そうで、ござるか」

「隻蓮様の言葉が正しければ、事件の直後です。離はなれているよりも、いっそ近くで見守った方が安全だと、オズワルド様は思うようになったのかもしれません」

　もっとも、育ててくれた義母は、そのことを最さい期ごまで知らなかった。

　企き業ぎようなどのカモフラージュを施ほどこした現代の魔ま術じゆつ結社ではよくあることだ。忘れ去られた血脈を拾い上げるスカウトも、〈ゲーティア〉には配備されていたし、オズワルドは自分の子供だということをダフネ以外には漏もらさなかった。

「そうかもしれん。……今思えば、拙僧が浅はかだった」

　ぎり、と拳こぶしを握にぎりしめ、隻蓮が言う。

「若さゆえの浅せん慮りよでもあるが……オズワルドどのに、正直に打ち明けるべきだったやもしれん。さすれば、あの御仁は魔神の支配を諦あきらめ、もっと別のやり方を考えたかもしれない。少なくとも、あそこまで魔術に……」

　その先を続けようとした隻蓮の拳へ、柔やわらかなものが触ふれた。

　ダフネの指であった。

「いいんです」

　そっ、と純白の髪が横に振ふられた。

　石のように固く握りしめられた拳をほどいて、ダフネの手のひらと隻蓮のそれとが重なった。白磁のごとき指は、隻蓮の傷だらけの手の甲こうを癒いやすように撫なでて、慈いつくしんだ。

「隻蓮様も、エレオノーラ様も、お父様……オズワルド様も、皆みんながそれぞれに最善を尽つくしてくれた。それ以上に望むものなんてありません。アディリシア様だって、きっとそうだと思います」

　すぐには、応こたえられなかった。

　ただ、隻蓮はぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「……かたじけない」

　それだけを、やっとのことで口にした。

「いえ、こちらこそありがとうございます。──申し訳ありません。せっかくお会いできましたし、本当はもっとゆっくりしていたいのですが」

「お気き遣づかいめさるな。今は〈ゲーティア〉のここ十年でも、一番忙いそがしいときであろう」

「ありがとうございます」

　礼を言って、ダフネが席を立つ。

　踵きびすを返す前に、もうひとつだけ問うた。

「隻蓮様は、いつ日本へ戻られるんですか」

「……や、そっちはもう少し時間がかかるかと」

「そうですか」

　ほんの少し眉まゆを曇くもらせてから、ダフネは頰ほおを赤らめ、こう付け加えた。

「待っています。きっと、戻ってきてください」

「う、うむ」

　僧そう侶りよがうなずいたのを確かく認にんすると、今度こそダフネは店を退出した。

　隻蓮が動いたのは、それから十分ほど待った後だった。

　カフェを出て、裏手のホテルへと入っていく。

　馴な染じみのフロントを抜けて、ホテルの部屋に戻ると、双そう眼がん鏡きようを片手に持っていた男が、ベッドの上からぶんぶんと手を振ったのだ。

「いよっ、もてる男は辛つらいね！　こっちが寝ねてる間にあんな美女までつかまえちゃって！」

「……何を言ってるでござるか。というか、何を覗のぞいておった」

　片手で顔を覆おおって、隻蓮が答える。

　深々とため息をついてから、

「身体からだの案配はどうでござるか？」

「んー、まあ復調までもう一月はかかるかなあ。いくら、いろいろ仕し掛かけしてたといっても、九年も身体を動かしてなかったからねえ」

　こきこきと、あちこちの関節を鳴らして男が言う。

[image: ]

　実際のところ、発見された当初はリハビリどころの話でさえなかったのだ。普ふ通つうの意識不明や植物状態とは違ちがうとはいえ、ただの二ヶ月でここまでの運動能力を取り戻もどしたことは奇き蹟せきに近い。

（本当に……この御ご仁じんばかりは、油断できぬ）

　九年前とは、少し異なる感想を隻蓮は抱いだいた。

　年をとれば、人に対する見方も変わってくる。先ほどのオズワルドもしかり、この相手もしかり。

　第一印象とは異なる裏を、自然と感じるようになる。

「そちらの紙は、なんでござる？」

　ベッドの傍かたわらで、無造作に置いてあった紙の束へ、顎あごをしゃくる。

「ああ、この十年ほどの魔術世界の変化をまとめたレポート。白はく翁おうさんところに頼たのんでてね。さすがにあそこの調査はきめ細かくていいねえ」

「あそこも、この九年でいろいろあったようでござるが」

「うん、あの偏へん屈くつ爺じいさんから、代だい替がわりしたとかしないとか聞いた。でもまあ、レポートの精度からすると十分使えそうな感じ。というか、魔法使い関係にコネクションがあって、かつ魔術結社じゃないのってあそこぐらいだし、あんまり選せん択たく肢しがないんだけどさ」

「それはまあ……道理でござるが」

　魔術結社であれば、今回の動乱にはほぼ必ず巻き込まれている。

〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の対立が世界規模に膨ふくらんでいる以上、この利害関係に関係しない結社は皆かい無むといっていい。

　それゆえに客観的な判断は難しいと、男は言っているのだった。

　軽けい薄はくな口調と裏腹に、極きわめて合理的な発言だった。

「おかげで、今の魔術世界とか、〈螺旋なる蛇オピオン〉とか〈協会〉とかの現状は把は握あくできたかな？　いやはやもう、我が息子ながらやりたい放題だよね！　いつき……恐おそろしい子！」

　大おお袈げ裟さに白目を剝むいて訴うつたえる大人に、隻蓮は極めて冷たい視線を送った。

「ふざけないでもらえるでござるか」

「ひ、ひどい！　隻蓮くんもこの九年ですっかりノリが悪くなっちゃって！」

「昔も今も、そういうのに付き合った覚えはござらぬ」

「う、噓うそだ！　猫屋敷くんやユーダイクスくんはともかく、隻蓮くんは三回に一回ぐらいは付き合ってくれたもん！」

「今なら、蓮の方が付き合ってくれるかもしれぬぞ」

「ほほう……その変化は興味あるねえ」

　くりくりと顎をさすって、男が目を輝かがやかせる。

　そちらに会話が流れる前に、別の声が流れた。

「で、今回のあなたは、どんなイカサマを打つつもりなの？」

　人ではなかった。

　窓の側そばで背筋を伸のばした小さな影かげは、露ろ骨こつに人工物っぽい羽をつけた一いつ匹ぴきの猫ねこだったのだ。単なる使い魔アガシオンとしては流りゆう暢ちようすぎる発音もそうだが、その羽猫の自じ称しようする名を知れば、魔術世界の過去に詳くわしい者は残らず戦おののくだろう。

　ヘイゼル・アンブラー。

　すなわち〈魔ま女じよの中の魔女〉と。

「そ、それはもういろいろ考えてますよー。うんほら、ひとりで九年も寝てたんだし、考えておかないと駄だ目めだしね！」

「あなたがそう言うのは何も考えてないときね」

「だから人の発言を片かた端はしから台無しにしないで！　あんまり無下に扱あつかわれると泣いちゃいますよ俺!?」

「好きに泣けば？」

「放置ですかあ!?　鬼おに！　悪魔！　人でなし！　いやそれはそのままだけど！　というか、羽なんかついちゃってちょっと可愛かわいいくせに！」

「はいはい。で、昔の仲間にはもう連れん絡らくを取ったの？」

　すると、隻蓮の方が小さくうなずいた。

「とりあえずユーダイクスには伝えたでござる。たまに使ってたバイト連中もいますが、そのへんはどう動くか分からんでござるな」

「あら、ユーダイクスだって、どっちにつくか知らないわよ。結構、あの子に心しん酔すいしてるみたいだし」

　羽猫の指し摘てきに、男は肩かたをすくめた。

「そのときはそのときでいいよ。だいたい、あいつに自由意思を持って欲しいって言ってたのは俺だし、そういうのに悩なやむロボットってのも格好いいじゃん」

　なんとも軽く、言ってしまう。

　それは、ごく当たり前のようでいて、魔法使いならまず口にしない発言だった。

　錬れん金きん術じゆつの自動人形オートマタを、あっさりと科学のロボットと比ひ較かくしてしまう、ある意味で侮ぶ辱じよく的な、ある意味で達観した言葉。

　そう。

　彼の異名は、こう言うのだ。

　──魔法を使わない魔法使い、と。

「うん、まあそろそろいいよね」

　と、男は背せ伸のびした。

　唇くちびるには悪戯いたずらな笑みを、眼鏡めがねの奥には鋭するどい光を浮うかべて。




「俺も、そろそろ舞ぶ台たいにあげてもらわないとね？」




〈アストラル〉元社長──伊庭司は、ロンドンの小さなホテルで宣言したのであった。















〈アストラル〉業務日誌　弐




　うわ～、この日記書くのめちゃくちゃ久しぶり。

　九年間もホテルに預けっぱなしだったから、しっかり埃ほこりかぶってたよ。払はらうだけでくしゃんくしゃんして、えらい目に遭あったっての。

　というか、これ誰だれが読むの？

　やっぱ俺？　俺だけ？　いやきっと隻蓮くんは読んでくれるよね。うん、間ま違ちがいない。後ユーダイクスくんは渡わたしたらきっと読んでくれるはず！　ヘイゼルさんは渡しても無視する気がするし、そうされると俺が傷つきそうだから考えない！

　──というわけで。

　恥はずかしながら帰ってきました。伊庭司ですっ。

　息子むすこにいろいろ乗っ取られたというか後を継ついでもらったけれど、いつのまにか女の子いっぱいの会社になっちゃって羨うらやましいやら妬ねたましいやら。なんで昔の俺はその手を思いつかなかったのか！

　これって、親として号ごう泣きゆうするところなのかな？　かなかな？

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　で、大魔術決闘グラン・フエーデだっけ？

　なんかサーカスみたいな名前だよね。ちょっと大げさで古くさい名前は、ダリウスの発案っぽいかな。昔から格式とか気にする性格だったし。

　……でも、さすがに思いつかなかった。

　九年前にああするまで、〈螺旋なる蛇オピオン〉の台頭や扇せん動どうとか、〈協会〉の反発や強きよう襲しゆうとか、いろいろな手筋を考えていたんだけれど、さすがに〈アストラル〉の仕切りで魔術決闘フエーデをするっていうのは想像もしなかった。

　この場合、自分の息子よりも、そんな風に育てた猫屋敷くんを褒ほめるところかな？　うん、俺が抜ぬけた〈アストラル〉に、最後まで残るのが猫屋敷くんだってのも考えなかったしね。彼は彼でずいぶん丸くなったとか聞いてるんだけど、丸くなった彼とかちょっと絵面的に面おも白しろすぎるし、これはこれで会うのが楽しみだなあ。

　書くべきことはまだまだあるんだけど、とりあえずこんなもんか。




　俺は俺で……やっと自分のやるべきことが決まったって、そんな気もしてるんだよ。


伊庭司　















　あとがき




　お待たせしました！

『レンタルマギカ　魔法使いの妹、再び』をお贈おくりします。

　前回のあとがきで、「次は、秋から冬の内に」と書いたのですが、なんとか冬っぽい時期の間にお贈りできて、ほっとしています。気になるところで待たせてしまっていて、本当にごめんなさい。




　さて、今回はかなり久しぶりの中短編集となりました。

　普ふ段だんは三冊に一冊は短編を挟はさんでいるので、わりと珍めずらしいことだと思います。というか長編一冊ごとにあまりに状じよう況きようが激動していて、短編の事件を出す隙すき間まがなかったのですね。

　嵐あらしの目……というわけではありませんが、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔術決闘フエーデを前に、ようやっとそうした時間を取れた次し第だいです。

　では、恒こう例れいの、それぞれの中短編ごとのコメントを。
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・『魔法使いの妹、再び』

　こちらはもう、なんともタイトル通りの話ですね。

　勇ゆう花かは抜ばつ群ぐんに人気が高かったですし、もう一度出してあげたいなあと思っていたので、この機を見計らっていました。彼女の友人とアディリシアの絡からみや、クロエの行動は書いているこちらも楽しかったです。最近はシリアスな展開が多かったですから、こういうわいわいがやがやとしたのも書きたかったんですよね。

　また、短編を含ふくむレンタルマギカの物語で、ほぼ初めて魔ま術じゆつを主題としていない話になるかと思います。




・『魔法使いの罰』

　第三部になって、変化したのはいつきだけではありません。

　いえ、立場や仕事のことも考えると、一番変化したのは〈協会〉に派は遣けんされた穂ほ波なみや猫ねこ屋や敷しきではないでしょうか。──では、魔法使いを罰ばつする魔法使いとなった彼らは、どのように思い、どのように考え、どのような仕事をしているのか。

　そうした面に、焦しよう点てんをあてたのがこの話です。

　そういえば、〈協会〉の人物だけについて書いたのも、今回が初めてですね。







・『魔法使いの思い出』

　ほかは短編ですが、これは百ページ以上になる中編ですね。

　こちらは、ずいぶん前から温めていた話です。

　六巻にあたる『魔法使い、修行中！』を書いていたときには、もう頭にあった話ですので、ほぼ五年近く前になるでしょうか。

　アディリシアの父、オズワルドがいかにしてあそこに至ったのか。隻せき蓮れんと友人だったというのは、どのような経けい緯いがあってのことなのか。大魔術決闘グランフエーデに至る前に、これだけはきちんと書いておかねばなるまいと思ってました。今回、機会を得られて良かったです。

　肉付けするにあたって、ヒントをくださった漫まん画が版『レンタルマギカ　from SOLOMON』作者、ＭＡＫＯＴＯ２号さんには大変感謝しています。本編のいくつかの設定や発言は、あの作品なしにはありえなかったでしょう。




　　　　＊




　最後になりましたが、一枚一枚気合いの入ったイラストを描えがいてくださったpakoさん、細かな歴史的部分まで指し摘てきしてくださった魔術考証の三輪さん、なかなか足並みの揃そろわないスタッフ同士のスケジュールを管理してくださった担当のＭさんとスニーカー文庫編集部様にお礼を申し上げます。

　そして、もちろんここまで読んでくださったあなたにも。

　次からは、ついに大魔術決闘グラン・フエーデ。戻もどることも止とどまることもかなわない、シリーズ全体のクライマックスとなるでしょう。僕もぎゅっと覚かく悟ごを固め、執しつ筆ぴつしているところです。多くの人間の思想や信念、それらを練り合わせた魔術が火花を散らしています。

　おそらく、夏頃ごろにはお目にかかれるかと思います。




　二〇一〇年十二月


『ダンガンロンパ』を遊びながら　　
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